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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　女神パナティーアは、繰り回しの神。

　与えられた材料以上に、広い世界を構築した。

　いわゆる『それ』は、限界を抱える女神の慈じ悲ひが生んだ、世界を補ほ修しゆうする聖せい石せき。地上に落とし、後に悔やんだ戦乱の撃げき鉄てつとも言う。

　美しい創世神話の陰に隠された、パナティーアの異い譚たん。

　その名も──賢者の石と言う。
















　ケバーイの娘、イラ・ラルルクの人生は、数すう奇きと言って良かっただろう。

　生まれはハタルト砂漠の端に暮らす、少数部族だ。たまたま見み目めが良かったおかげで、その地を治める代官の屋や敷しきに召めし抱えられた。その上、助すけ平べえ心いっぱいの代官の手がつく前に、たまたま魔神アルゴスの被害調査で逗とう留りゆうしていた高貴な御お方かた──イエンマルド建国の立たて役やく者しや、『三さん刀とう』セネル家の皇おう子じに見み初そめられたのだ。そうある話ではないだろう。

『──一緒に来てくれイラよ』

『──はい、若様』

　ただ側そばにいてくれれば良いと、ろくに文字も読めない鄙ひなびた娘は、若い皇子の側室となった。この皇子自身は、上に三人も兄がいる、良く言えば気楽、悪く言えば泡ほう沫まつの身分であったが、イラを娶めとってからは相次いで兄が魔ま獣じゆうに倒れ、名門の長おさの位置に上り詰めた。族長アフガン・セネルの誕生である。

　なんとたった一年足らずの間に、夫が砂漠の長となってしまったイラ・ラルルク！

　イエンマルドで考えうる限りの栄えい誉よを得た彼女は、まさにこの地で暮らす女たちの夢であり憧あこがれだったに違いない。あの豊かで輝くような栗色の髪と、小鳥のような声、そして玉の美び貌ぼうさえあれば、皇子を虜とりこにすることができるのだと。

　そしてさらに数年後。まれに見る幸運な女イラ・ラルルクは、皇おう女じよと皇子を出産した。恐怖の魔神アルゴスの魔獣は、いまだ世界中にはびこっていたが、安全な城の中で優雅な暮らしが約束された。大事な皇女と皇子は、すくすくと病やまいもなく成長した。

　しかし──幸いの象徴たるイラ・ラルルクの心情が、真に幸福であったかどうかと言われれば心もとない。

　イエンマルド最大部族の一つ、ナガン族の族長位を得た夫アフガンは、長ちよう老ろう衆しゆうの取り決めに従い、身分の高い正室を迎えた。

　彼女の他にも大勢の側室が、広い城の部屋を埋めた。

　皇子ハセムが覚えている母と言えば、日のささない部屋に閉じこもり、鏡を見てため息をつく姿や、櫛くしについた抜け毛の多さを嘆なげき悲しむ姿である。

　彼女の故郷の部族に伝わる特殊な剣けん技ぎを教える時も、決して太陽の下には出なかった。もっともらしい理由としては、ハセムたちを魔獣から守るためだと言っていたが、それ以上に日差しで焼けた時の染しみが怖かったのだろう。




　──ごめんなさいね。お母様には何もないの。




　そう言ってハセムを抱きしめる母の手は、よく震えていた。

　唯一夫をつなぎ止める手段だった容よう色しよくも衰え、産んだ子供たちを要職につける後ろ盾もない。

　こうなると、頼るもののない城の暮らしは針の筵むしろだったろう。悔しかったし、惨みじめでもあったに違いない。

　ハセムはそういう時、あなたさえいれば良いと母を慰なぐさめたものだったが、母の心には届かなかったようだ。ちょうど同じ言葉を使った夫が、彼女のもとを離れていったからだと、今ならわかる。今ならば。

　その証拠に、幸運な女イラ・ラルルクは罪を犯した。

　ハセムが十二の誕生日を迎えた日の夜にだ。

「ハセム。見ては駄目」

　三つ上の姉、皇女バティーヤ──族長アフガン・セネルの娘バティーヤ・ラルルクが、静かにそう言ったのを覚えている。

　こちらの手を繋つなぐ右手が、見る間に冷えて強こわばっていくのも。

　──そう言われても、もう見てしまったよ姉さん。

　セネル家の城に伝わるその部屋は、伝統的に族長の正せい妃ひが使う部屋だった。

　側室イラの息子たるハセムもよく知る、豪ごう族ぞく出身の第一夫人が、その時はその部屋を使っていた。

　部屋の床が、ある一帯だけ赤黒く染まっている。ハセムの記憶が確かなら、そこには一面に青い絨じゆう毯たんが敷かれているはずなのに。

　かわりに腹から血を流す第一夫人が、うつぶせに倒れている。

　そして、日焼けを厭いとい、いまだ肌だけは白かった母が、そんな夫人を無言で見下ろしている。

　窓から差し込む月明かりが、返り血を浴びた頰ほおを、真っ赤に染まった凶器のナイフを、静かに静かに照らしている。

　あの小剣は、母が生まれ育った部族の守り刀だ。

　決して人に見られてはいけないと言っていたのに──。

「母様……」

　城の方々を探し回り、ようやく探しあてた母の変わり果てた姿に、ハセムの声はかすれた。それでもイラ・ラルルクは反応した。

「ハセム……」

「どう、して──母様」

　返答は、母の微笑だった。

「だって、ハセム。わたくしの可か愛わいい小鳥。ここはわたくしの部屋よ。アフガン・セネルの一番の妻が使う部屋よ。泥どろ棒ぼうがいたから追い払ったの」

　──哀れな哀れなお母様。

　夢のような暮らしを送る間に、心はとっくの昔に壊れていたのだろう。







　それでなくとも、不安定な時期だったのだ。

　不幸中の幸いと言うべきか、側室に腹を一突きされた正室の第一夫人は、命だけは取り留めた。凶きよう行こうに走ったイラ・ラルルクの断だん首しゆは避けられなかったが、残された子供たちは、条件付きながらも恩おん赦しやが与えられた。

　おそらくは身内の不ふ祥しよう事じを厭う、長老衆の判断だろう。余計な混乱を他家に気け取どられては、来きたるべき次期首長戦を戦えないという目算だったに違いない。

　それでもいい。命拾いをしたのだから。

　けっきょく肝かん心じんの戦いには破れ、『赤あか獅じ子し』ことカヤジ家が時の玉ぎよく座ざを手に入れてしまったのは皮肉な話だが、それもまた、ハセムにとってはどうでもいい話だ。

　事件から時は流れ、あれだけ世を震しん撼かんさせた魔神アルゴスも、隣国ウィルタミアに突如現れた英雄たちによって封印された。もはや名乗ることもない家名について、ハセムが思うところはほとんどない。

　ただ忘れてはいけないのだろう。自分の体に流れる血の因いん果が。

　ラルルクの家系の女たちは、どいつもこいつも思いつめるとろくでもないということだ。
















　バイヤーン・カヤジの離り宮きゆうを出て、すぐにティマーニへと向かった。




　火災現場から二区画も離れているはずなのに、着の身着のままの負傷者が大勢治ち療りようを受けている教会は、聖堂内まで焦こげた匂いが漂っていた。

　理り人ひとたちが通路を歩いていると、一人の女性神官が近寄ってきた。

「──ああウルスラ！　あなたは無事なのね？　ちょうど良かったわ。処置を手伝ってくれないかしら」

　祭服を着た彼女の額ひたいにも、汗が浮いていた。

「知り合い？」

　たずねると、ウルスラはうなずく。

「はい。以前に邪じや気きの浄化を、してくださった方です。あの……行ってもいいですか？　応急処置なら、父の手ほどきで覚えがあります。ここでも使えるかはわかりませんが……」

「いいよ。行った方がいい。気をつけて」

「わかりました」

　ウルスラが小走りに駆けだした。大勢の怪け我が人たちのただなかへ。

　それにしても──。

「ひどいな……」

　横で呟つぶやくイシュアンの声が、理人の心を代弁しているかのようだった。

　ここティマーニの人気劇げき団だん、赤せき蜂ほう座ざの舞台『まつろわぬ恋歌』が上演中に、突如として劇場が燃え上がったのだという。神官たちが患者を癒いやす祈き禱とうの声と、くぐもったうめき声が混じりあい、澱おりのように床へたまっていく。

　理人たちも、この教会に来る前に、現場である劇場の方を見てきた。すでに日は落ちていたが、感想としては、イシュアンも言ったようにひどいものだった。建物の半分以上が燃え尽きて、廃はい墟きよになっていた。煤すすでどす黒く染まる石壁に、以前の面影はまったくなかった。

「火傷やけどの方が少ないっていうことは……その前の避ひ難なんで怪我をされた人がほとんどってことですね」

「ああ、わかる」

　トトの言いたいことはこういうことだ。

　劇を観ていた客は、場内の火の手に気づいた時点で逃げようとしたに違いない。だが、少ない出口に人が詰めかけて、大騒ぎになったのだ。

　この世界に、現代日本のような非常口や避難ルートが整備されていたとは思えない。きっと怪我人の大半は、脱出時に押しつぶされたり転んだりして負傷したのだ。奇跡的に死者は出なかったようだが、被害が少ないとは言えなかった。

（……だめだな。死人が出なかったことにほっとしてちゃ……）

　しかも客側に立った話ではなく、加害者の身を思って安あん堵どしているのだ。とてもここにいる人たちに顔向けできることではない。




　──相あい川かわ君には、わかんないよ。




　僕だってわからないよ路みち葉ば。

　今でも理人は、ありありと思い出せる。晴れた砂漠の空の上。そう言って理人のことを拒絶した路葉響きよう子このことを。

　彼女はそのまま敵方の手を取って、巨大な鳥に乗って街の方角へと逃げ去った。

　直後に起きたのが、この悲劇だ。街の人の証言では、離宮で見たものと同じ鳥が、複数目撃されたと言われている。

「魔術や放火にしても、変な火のつき方でしたよね。火事場の検証をちゃんとできる人が派遣されてればいいんですけど……」

「──おい、リヒト。いた」

　横でイシュアンが、理人の腕をつついた。

　彼女の言う方向を見やれば、見覚えのある初老の男がいた。

　礼拝用の椅い子すに座り込み、治療を終えたばかりの腕をおさえてぐったりしている。他の患かん者じやとは違い、服装が神官の祭服なので、非常に浮いていた。

　彼は本職の神官ではない。ちょうど芝居の途中で焼け出された赤蜂座の座長、トアン・ブルゲだ。

「……ブルゲさん」

　理人が近づき呼びかけると、トアンは大たい儀ぎそうに顔を上げた。

「……勇者、リヒト」

「みなさん無事ですか」

　トアンは、わずかにだがうなずいた。

「ああ。全員生きてはいる。命だけは助かった。それだけとも言うがな」

　ひどく倦うみ疲れた声に、なかなか次の言葉が出てこない。

　彼らは響子を売り渡した。召しよう喚かんに巻き込まれ、何も知らない地球の少女を、カヤジの皇子に差し出した。とうてい許せる相手ではない。

　だけど──。

「……いったいなんですかな、これは。魔神殺しの勇者殿どのが与えた、天からの雷いかずちってやつですか」

「違います」

「はっ」

　トアンは、笑い声を上げた。

「じゃあやっぱりあれか……キヨの天てん罰ばつか……なら仕方ねえな……」

　それも違います。

　理人は、即座に答えなければならないその一言が、喉のどの奥で引っかかって、どうしても言えない。出てこない。言いたいのに。言わなければいけないのに。

　ティマーニ大劇場には、トアン・ブルゲをはじめ、響子を裏切った仲間が全員つめていた。理人が彼女の立場なら、ブルゲたちに恨みを抱くかもしれない。仮に復ふく讐しゆうできるとするなら、それをするかもしれない。

　だけど、やられて当然だとはとても言えない。結果がこの惨さん状じようでは──。

「あんたがそんな顔しなさんな、勇者殿」

　葛かつ藤とうし唇をかみしめる理人を見上げて、トアンが言った。

　ひどく消しよう耗もうしているはずのその顔で。

「ご覧の通り。頭の布を取っちまった役者は、どうせ死ぬまで役者だ。何をしようが他のもんにはなれねえ。火に焼かれようが泥をかぶろうが、どうにかこうにかしてまた演じて生きてくだけだ。それだけだ……」

　様子を見舞いに来た理人の方が、彼に慰められているようなものだった。理人は、礼を言うわけにもいかず、ただ何も言わずに目を伏せた。

「──俺が言えることじゃねえが……キヨを……救ってやってくれ……」

　彼が、本気でそう願っているらしいこともわかるからだ。

　そして、トアンを置いて仲間のところへ戻った。自分が何をするべきか考えた。

「──ウルスラ。ちょっとだけいいかな」

「なんですか」

　ちょうどウルスラが、包帯の入った籠かごを持って通りがかったので、少しだけと呼びとめる。

　あらためて理人の目の前にそろったのは、イシュアン・トロール。ウルスラ・アルカン。トト・ハルネラ。そしてハセム・デラ。

　その中で理人は、ハセムに言った。

「ハセムさん。そろそろちゃんと教えてくれませんか。バイヤーン皇子の離宮で、誰に会ったんですか」

　目の前にいる長身のイエンマルド人が、襲撃のあった離宮で、一時別行動を取っていたのは聞いている。そこで彼は、敵側に見知った人間を見かけたという。

　まずは現場を見てからと先送りにしてきたが、そろそろ詳くわしいところを聞いてもいいはずだ。

　ハセムは袖そで口ぐちに引っ込めていた手を抜いた。

「そうですネ……」

　大きな手で頭をかく。

「……おそらくは、ですが。キョーコ嬢を連れ去ったのは、ログワイヤ卿きようの背後にいた組織と一緒ですヨ」

「本当ですか!?」

「ええハイ。今回会った人間で確信シマシタ」

　驚く理人たちを、いなすようにうなずく。

「こっちの身元は、おそらくじゃなくて、まず間違いありません。名前はバティーヤ・ラルルク。命の恩人との輿こし入いれを蹴けって出しゆつ奔ぽんした──私の姉デス」

　姉と語るその目が、まるで獲物を狙ねらう猛もう禽きんのように鋭かったことにも驚いた。





　　　　　＊＊＊






　──半日前。




　燃える離宮の外壁に、緑のローブがひるがえる。

　魔術師の女が立っていた。

　ハセムが見るかぎり、典型的なイエンマルド人のようだが、むき出しの栗毛にベールはない。

　つい先刻まで、砂漠の宝石もかくやと謳うたわれた庭が、空からの襲撃によって火の海になっていくのを、女はただ淡々と見つめている。美び貌ぼうに残された片方だけの瞳で、どこか他ひ人と事ごとのように。

　──ああ、やっぱり何も変わっちゃいないね。あなたという人は。

　封じ込めていた熱い気持ちが、炙あぶられるようにうずいたが、なんとか心の奥底に押し込める。

「……そろそろ、かしら」

「はて。何がそろそろですカネ、皇おう女じよサマ」

　ハセムの方から呼びかけると、女は炎に髪をなびかせながら、無言で振り向いた。

　女とこちらの距離は、同じ壁の上とはいえ、ぎりぎりどの武器の間合いからも外れている。だからこそ、この距離まで近づき、こちらの声を届けることができたとも言えた。

　ハセムの記憶のままの彼女なら、修しゆう練れんの手合いで地面にねじ伏せられたことも、一度や二度のことではない。未知数である魔術を抜きにしても、油断できる相手ではなかった。

「あなた……まさかハセム？」

「その通り。おひさしぶりでございます。八年……いや、九年ぶりですか？　まさかこんなところでお会いできるとは思いませんでしたヨ。アフガン・セネルの娘バティーヤ・ラルルク」

　幻げん想そうのように火の粉が舞い上がり、二人の姿を赤く照らし出す。

　時を経て薄はつ幸こうの少女は、妖よう艶えんな美女へと成長したが、母親のイラ譲ゆずりの端整な面おも立だちは、そっくりそのまま引き継いでいた。ただし──自分の手で潰つぶした右目は、再生させずに放置したらしい。醜みにくい傷としてそこに残っていた。












「懐かしい……立派になったのね。将軍様はお元気？」

「──その目。けっきょく治さなかったんですネ」

「これ？　どうして？　そんなことをしたらデラ将軍に申し訳がたたないわ。あなたにも迷惑がかかるでしょう」

「あなたは！」

　ついハセムは声を荒らげていた。

「他に好きな男がいたのなら、そう言えばよかったんだ。自分の顔を傷つけること以外で、輿入れを回避する方法だってあったでしょうよ。いくら三十も年上のじじいと結婚することが助かる条件だったとしても！」

　あの日。ハセムの誕生日に起きた悪夢──側室イラ・ラルルクの凶きよう行こうで、行き場を失った皇子と皇女の処しよ遇ぐうは、最後まで決まらなかった。

　長老衆の話し合いで、処刑は行わないと決めたものの、被害にあった第一夫人の実家に気兼ねをして、誰も引き取りの声を上げることはできなかった。イラの実家の寒かん村そんですら沈黙した。

　最悪砂漠に身一つで放り出される可能性もあった中で、救いの手を差しのべてくれたのは、他家で将軍職についていた武人である。

　彼は十五になったばかりの皇女バティーヤを側室にするという形で、皇子ともども後こう見けん人にんになろうと申し出てくれたのだ。

　あくまで形式的な輿入れであり、日常の自由は保障するとまで言ってくれていた。だが、当のバティーヤはそれを受け入れるどころか、自分で自分を傷つけ、恩人にふさわしい人間ではなくなったと謝罪の文一つだけを残し、ハセムたちの前から消えた。

　なんの相談もない、突然の出奔だった。

「デラ将軍は寛かん大だいな御方だわ。ハセムだけでも助けてくださると信じていたの。言った通りになったでしょう」

「ええそうですよ。恩を仇あだで返され恥をかかされたと怒るどころか、本気で自分の行いを悔くやんで責めるような人ですヨ。若い娘を追い詰めたと」

　だからこそハセムは許せなかった。

　将軍直属の『嗅かぎ犬』となり、汚れ仕事も厭いとわず働いているのも、半分は受けた恩に報むくいるため。そしてあてつけのような姉の失しつ踪そうに対する贖しよく罪ざいのためだ。最近ではもう、周辺で皇女バティーヤの名前を聞くこともなくなった。ハセムに姉がいたことさえ忘れさられた。逃げた先で結婚して、子供の一人も産んでいるだろうと思っていた。そうでなければやっていられないと。でも、現実はどうだ。

　今回の襲撃者の中に、記憶と重なる片目の女を見つけた時、ハセムの心しん臓ぞうは止まりそうになった。同時に薄々感じていた仮説を裏付けることになった。

「ここに来るまでのハタルト砂漠の遺い跡せきで、いかれたウィルタミアの貴族に会ったんです。暗にあんたのことを口にしてましたよ」

「ロード・ログワイヤのこと？」

「そうです。ずいぶんとまあ、うさんくさい連中とつるんでいるようですね。バティーヤ」

「何が正しく何が間違っているか。決めるのはあなたじゃなくて私よ。ハセム・ラルルク」

「私はハセム・デラですよ姉上。あなたとは違う」

　声に怒りがにじみ出るのを、止められなかった。

「違うと言うなら、どうするの？」

「戻って将軍に一言詫わびてほしいところですが、あなたじゃ無理ですヨネ」

「ええ。無理ね。断るわ」

「はっ、その通り。いまだに自分だけが被害者だと思ってる、面つらの皮の厚い視し野や狭きよう窄さくぶりじゃあね──」

　バティーヤの片目に、剣けん呑のんな光が宿る。

　すかさずハセムは、帯の後ろから抜き出した短剣を、駆けながら投げつけた。

　言葉の挑発は、ただのきっかけ作りだ。バティーヤが、当たる寸前でそれを撥はね上げた。ローブの袖の下から、ものものしい鉄てつ扇せんを抜き出していた。

（──腕は落ちてないようですね）

　衣服の下に大量の牙を仕込み、取り出す瞬間を決して見せない郷きよう里りの技は、母親のイラから継いだものだ。魔術師の恰かつ好こうをしていても、武器は変わらず隠し持っていたようだ。

　だが、彼女がそれを行う頃には、ハセムの二撃目が迫っていた。呪じゆ文もんを唱える暇を与えず接近し、繰り出した蹴けりが、バティーヤを壁の外へと叩たたき出す。

「！」

　地面に激突するはずの体──だがそれを、寸前で受け止める影があった。

　巨大な鳥だ。バティーヤを拾い上げて高度を上げる。

「ちっ！」

　鳥に助けられたバティーヤが、背の上で体たい勢せいを立て直す。風に長い髪を揺らしながら、ハセムのことを見下ろしてくる。

「ハセム、一つ言ってあげるわ。私はもう逃げない。目的を見つけたの。父上のことも、将軍のことも、仕方がないことだと今なら思えるわ」

「だったらなぜ戻ってこない！」

「この世界が広すぎるから」

　バティーヤの返答は、意外なものだった。

「ねえ、そう思わない？　広く薄く穴だらけで、どんな慈じ悲ひも行き届かない。母上のように泣く人も減らない。私はそれを変えたいの。あるべき姿。あるべき場所へ。異い譚たんの聖石を完成させることは、幸福を成す鋏はさみを手に入れることに繋がる──」

「バティーヤ！」

　彼女はその後も何かを言ったようだが、風に紛れてよく聞こえなかった。鳥はさらに高度を上げて遠ざかる。他の鳥に混じって、まっすぐ東へと飛んでいく。

（待て！）

　叫んでも無駄なのはわかっていた。ハセムの体に翼はない。追っていくことは叶わない。死んだ母親が、二度と蘇よみがえらないように。

　でも──そんな鳥の群むれを追って、光る聖剣を携えた少年が、猛もう然ぜんと飛ひ翔しようしていくのが見えた。

（──英雄サマ）

　六年前に世界に平安をもたらした、名も無き勇者。

　迷いなく、一筋の矢のように。
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「……ですからたぶん、キョーコ嬢は、うちの馬鹿姉にたぶらかされてるんじゃないかと思うんですヨ」

　淡々と話すハセムの話の内容に、理人は驚くしかなかった。

　イシュアンが以前、彼の正体は皇子らしいと言っていたが、冗談などではなかったのだ。側室腹とはいえ、バイヤーンなどと同じ三さん刀とうの族長の息子だったのだ──。

「私が見たのは、まあそこまでデスよ。英雄サマが仕留めてくれるかと思ったんですが、まあいろいろありますわナ」

　しかも、いたましい事件の後に再会した姉が、正体不明の危険な組織の一員として動いていたのである。あのログワイヤ卿とも繋がっていたらしい。

「おいこらハセム！　おまえ茶化せば傷が浅くなるわけじゃないんだぞ。道どう化けてる場合か」

「……痛いんですが」

　横からイシュアンが、ハセムの横腹をついた。

「草の根わけてでも探さなきゃいけない理由がまた増えたじゃないか。バティーヤはキョーコをさらって何するつもりだ。どこに行くつもりなんだ？」

「そう言われましてもネェ……本当にそこで会ったきりですから。それ以上は」

「それでも行きそうなところぐらい思いつかないか？　一個ぐらい。あるだろ」

「そうですよハセム・デラ！　あなたが見たものが頼りなんですから。思い出してください。身内でしょう」

「いやあ……そこに血の繋がりとかもってこられましても……」

「「が、ん、ば、れ」」

　トトと二人がかりの詰きつ問もんに、ハセムは目を泳がせ天をあおぐ。

　理人が見かねて、フォローに入ろうとした時だった。

「…………イタンノセイセキって、なんだかわかりますかネ」

「は？」

「いやね、その不ふ肖しようの暴走馬鹿姉が言ってたんですよ。イタンノセイセキを完成させるとか、世界を変えたいとか、幸せの鋏がどうこうとか」

　イタンノセイセキ。

　ひどく曖あい昧まいなヒントではあった。だが、ゼロの状況から生まれた、たった一つのヒントでもある。理人たちは、真剣に考えはじめた。

「成績……聖蹟……それを完成させる……？」

「なんだろう」

「幸せの鋏って？」

「世界が広すぎるとも言ってました」

「もおおお、曖昧すぎますよっ。もうちょっと他にないんですかハセム・デラ」

「これでもがんばってるんですがネ」

「本当に役立たずなんですからっ」

「泣きますよモウ」

「──聖石」

　その時、ずっと一人沈黙を守っていたウルスラが、ぽつりと小さく呟いた。

「ウルスラ？」

「……聖なる石……大いなる……改変の力を持つ……」

「どうしたの？　何かわかった？」

「──賢者の石」

　紫色の瞳が、はっきりとこちらを見た。

「リヒト。異譚です。地下で見た壁へき画がを覚えていますか。女神の落とした奇跡の石」

「いや、え、ちょっと待って。急に言われてもわからないよ」

「ですから、賢者の石です。地上の神話には登場しない、ヴェズナーヤ人が残したパナティーアの異譚。あなたも見たはずです」

　珍しく興奮しているようでもあった。

（地上の神話には登場しない──？）

　理人は、自分たちがいる聖堂の、天てん井じようを見上げた。そこにはこの世界お決まりの、世界創生神話が描えがかれている。

　創造の女神パナティーアが、広大なパナケイア世界を作り出し、各地に王が生まれ発展する物語だ。国や施し設せつの構造は変わっても、このモチーフの筋立て自体はまず変わらない。

　でも理人は、わずかだが例外があることも知っていた。

「あ……もしかしてあれのこと？　前に説明してくれた」

「そうですリヒト」

　理人は、しだいに思い出してきた。

　ここティマーニにやってくる前──砂漠の嵐あらしで地下深くに落とされた理人は、そこで創世神話以外の女神の物語を見たのだ。

　王おう冠かんにはめこまれた石をめぐり、争う人々。その上で涙を流す女神の構図。

　ヴェズナーヤ王おう朝ちようの時代に作成され、そのまま断絶してしまった異譚だと、壁画を見た時のウルスラは言っていたではないか。

「詳しく説明してもらえますカネ、お二人さん」

「僕よりウルスラの方が詳しいよ。ウルスラ、説明できる？」

「ええ。わたしも地下の亡ぼう霊れいたちに教えてもらった話なのですが──」

　そう言って、ウルスラが語りはじめる。

　基本は、以前に理人に説明したものと一緒だった。

「──つまり賢者の石とは、創造の女神パナティーアが、できあがった世界の不具合に気づいて、補ほ修しゆうのために落とした魔法の品マジツクアイテムなのです。その石に願うことで、慈悲の行き届かない世界を改変し整えることができるはずだったのですが、実際はそのアイテムを独り占めするべく、争いが起きるだけだった……」

　そう。壁画の中でも、人間たちは血を流し戦いくさを続けていたのを思い出す。決して賢者にはなれなかった、愚おろかな争いを伝える伝でん承しようである。

「自分の過あやまちに気づいた女神は、石を回収し、もう地上に何かを託たくすことはやめてしまったそうです」

「それが賢者の石ですか？」

　ウルスラの語る説明に、何より反応したのはトトだった。

　学者畑の血が騒ぐのか、もともと丸い目を、さらに丸くしている。

「ウルスラさんのところでは、有名な話だったのでしょうか。わたしは初耳です。実家でも授業でも聞いたことがありません」

「いいえ……有名か否いなかで言えば、ノルドの里人も知らなかった──いえ、わたしに対して残そうとはしなかった神話です。ヴェズナーヤ人が生きていた頃に作った、伝承の壁画だけが残されていました。当時の巫み女こや神官は、悪名高い『狂きよう王おう』のせいで根絶やしにされていますし、完全に途絶えていると聞いています」

「なるほどなるほど。まさに聖石の異譚ですね……」

「──んじゃあなんデスカね。うちの馬鹿ったれの姉は、その石をどうにかして世界を変えようとしてるってことですカ？　勘かん弁べんしてくださいヨ。だいたいその神話が神話の通りなら、賢者の石とやらは、女神が回収したんじゃないんですカネ」

「そんなことをわたしに言われても困ります」

「そうですよ。ウルスラさんの言う通りです。古い伝承が時代や地域で変化することなんて、歴史を紐ひも解といてもよくあることです。一例だけを論ろん拠きよにするのは賢くありません」

「ですがネエ……」

　話が混こん沌とんとしてきた時だった。




「なあ。一度帰らないか。ウィルタミアに」




　イシュアンが、ごく短く提案した。

「……ウィルタミアに、ですか？」

「ああ。みんないろいろ考えすぎて、わやくちゃになってるだろ。ことがでかすぎるんだ。私たちでどうにかできるヤマじゃないぞこれは。あっちになら、ハイダルがいる。リヒト、おまえのキョーコをどうするべきかだって、石のことも含めて相談できるはずだ」

　最後の方は、理人に向かって言っていた。

　彼女の申し出は、確かに思いつきもしなかったが、言われてみればその通り。他に良い道はないような気がした。

　あの背の高い筆ひつ頭とう魔術師なら、この混沌とした現状に、何か助言をしてくれるかもしれない。

　賢者の石は、女神の石。もし離宮を襲撃し、劇場を火の海に変えた集団が手に入れたとしたら、大変なことになる。

「あっ、それでしたらわたし、魔術学院の図書館塔とうも当たりたいです！　あそこなら異譚の記述が他にあるか調べられるかもしれません」

「うん──わかった。それじゃあ、戻ろう。ウィルタミアの王都に」

「決定！」

　イシュアンが手を叩く。

　響子とバティーヤを乗せた鳥の群も、東に向かったと言っていた。方角だけなら一緒だ。

　帰るのだ。砂漠の船に乗ってもう一度。

「ウィルタミアですカ。また長旅になりますネ」

　ハセムがしみじみと言って首をもんでいる。特に異論はないようだ。

　確かに、ここまでいろいろなことがあったと思う。砂漠の地下で亡霊と戦い、ゲーム機の手がかりを求めて街を駆けまわり、皇子との取引で部族間の調ちよう停ていをし、そして──。

「リヒト？」

　ふと気がつけば、ウルスラが小声でたずねてきた。

　トトと王都行きに盛り上がる『相あい棒ぼう』イシュアンを、ずっと目で追っていたらしい。

　理人は笑った。

「いや──特になんでもないよ。気のせいだ」

　そうなんということはない。

　この混沌しきった中で彼女に告白し、見事に空振りしたという、ただそれだけの事実なのだ。




　──聞かなかったことにしていいか？




　好きだと言ったのは、理人の体内時計でつい半日ほど前の出来事だが、イシュアンは完全に気持ちを切り替えたようで、何事もなかったように理人の身を案じ、これからのことを考えてくれている。

　ねえハイダル。ふられるってこういうことなんだねと、いきなり相談したら彼はなんと言うだろうか。

「イシュアン。まずは船の確保をしようか──」

「ああ。船着き場に行ってみるか」

　──気持ちを切り替えろ。相川理人。

　そうして理人たちは、砂漠の街ティマーニを後にし、ウィルタミア目指して移動をはじめたのだ。
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　──ウィルタミア王国南西部。グラリア。

　地平線の向こうが光ったので、ティーダ・エルンは興味を惹ひかれて街道を外れた。

（なんだあれ。光の柱？）

　ティーダは村の福ふく祉し施設、『グラリア希望の家』に暮らす子供である。

　ちょうど大人に言われた用事も、なんとかすんだところだった。どうせ村に帰ったところで、新たな用事を言いつけられるだけというのも、賢けん明めいな彼はじゅうぶんに承知していた。

　悪いこととわかりながらもする道草の、なんと甘かん美びなことか。

　えっちらおっちら荒野を歩いているうちに、光の柱は消えてしまったが、それでも彼は進んだ。

　そうして彼が見たのは、いやに大きな孔クレーターである。

（はああ？　こんなとこに穴ぼこなんてあったか？）

　まるで湖の水が、一夜にして干上がったかのようなサイズである。

　ティーダ・エルンの十二年に満たない記憶によれば、このあたりには湖どころか、まとまった水場があった記憶すらない。そんないいものがあったなら、グラリアここでの開かい拓たく暮らしも、もう少し楽だったに違いないのだ。

　次にティーダを驚かせたのは、その孔の近くにいた、巨大な巨大な鳥の群だ。

（いいいっ）

　はじめは家か畜ちくが柵さくから逃げて、野良化しているのかと思ったぐらいだ。大きさで言うなら牛や馬も真っ青の、非常識きわまりないサイズの鳥が、一ひと塊かたまりとなって岩陰にうずくまっている。

　ティーダは思わず砂さ塵じん除よけのゴーグルを持ち上げ、肉眼でもう一度確認してしまった。

　真昼の強い日差しを避けるためか、鳥はわずかな日影に密集していた。それが余計に、巨体を得体の知れない生き物めいて見せている。

「……はー。またでっかい鳥だな……どっから飛んできたんだ？」

　目や脚あしのつき方は鷹たかに近いが、ここまで大きいものはとんとお目にかかったことがない。ただひたすら感心しながら観察を続けていると、その大きな背中に、革の鞍くらが載っていることに気がついた。

　足元には、人間の荷物らしい布袋もある。

　つまりこれは──鳥でありながら人の乗り物なのだ！　そして周りを見ても、持ち主の気配は皆無！　なんという僥ぎよう倖こう！

「ははっ。オレってば運がイイ。サイコーだね。またお仕事ができちゃうじゃないのよ」

　貧しい開拓村の、さらに施設育ちの人間としては、小金稼かせぎも大事なのだ。現金は裏切らない。噓うそつかない。これ本当のこと。

　抜き足、差し足、忍び足。

　頼む鳥ちゃん飛び立つなと願いながら、彼らの足元にある荷物を拝はい借しやくしようと距離をつめ──。

「ごっ！」

　いきなり脳天に衝撃が走った。

　ティーダはもんどり打って、地面にへばりついた。

「……あら。まあまあまあ。ティーダ君たらお茶目さんね」

　──この声は。

　涙目で背後をふり仰げば、白い前掛けをつけた黒髪の女性が、にこにこ笑って荒野にたたずんでいた。

「らっ、らーな」

「こんなところまでお散歩のつもり？」

「そっちこそ、どうやってここまで来たんだよ！」

「ティムおじさまの馬車に乗せてもらったのよ。ティーダをこらしめるためだって言ったら、ちゃんと尾行してくれたわ。感謝しなくちゃ」

「だあああ、あのくそオヤジ！」

　その瞬間、ラーナの硬い樫かしでできた義ぎ足そくの踵かかとが、ティーダの背中に突き刺さった。

「……本当に困った子ね。どうしてこんなに口も手て癖くせも悪くなっちゃったのかしら」

「おう、あう、おう」

　おっとり困り眉で首をかしげているが、下のティーダはもがき苦しむしかない。

（お願いだから離して）

　彼女の名は、ラーナ・エルン。

　ティーダが暮らす『グラリア希望の家』の所長であり、ティーダに『エルン』という家名を与えてくれた、『母ちゃん』だ。

　事故のせいで片足が不自由で、ふだんは歩くのがやっとのはずなのに、ラーナは怖い。

　まず、お料理と手芸を愛するその手は異様に拳こぶしが硬く、ゲンコツをくらうと棍こん棒ぼうで殴られたような衝撃が走る。どこの武芸者かと思うほどだ。

　そして、おっとりにっこり笑いながら、ティーダたちの悪戯おいたをダメだと言い、こちらがごめんなさいと謝るまでロープで木に吊つるす。もちろんこれも一人でやる。へたをすると片手でやる。

　いろいろ理り不ふ尽じんというか、魔法がかかっているのではないかと思う女性であった。

「あのさ」

「なあに？　ティーダ」

　とりあえずこの場に、吊るしてちょうどいいサイズの木の枝はない。ラーナはにこやかな笑みを浮かべながら、両手を握る。ぼきぃっ、と骨が鳴る音がした。怖い。

「だっ、だっ、だってしょーがねーだろ！　落ちてるもん拾うぐらいいいじゃないか。売ればチビどもになんか買ってやれるぞ。ラーナだってそう思わないのか？」

「あれは落ちてるなんて言わないの。置いてあるの」

「誰もいねーじゃねーかよ」

「それにしたって貴方あなたは見る目がないわ。ああいう見慣れないものは手を出すものじゃないのに──」

　そう言った瞬間だった。

　ティーダを踏みつける足の重みが、背中から消えた。

　次にはその義足で、派手に蹴り転がされる。

（がっ）

　ラーナはティーダと一緒に、近くにあった多た肉にく植物の後ろに、伏せて隠れた。

「オ、オレは蹴け鞠まりの玉じゃねーぞっ」

「騒がないで。持ち主が戻って来たわ」

　ティーダの頭を強くおさえつけながら、ラーナがささやく。

　彼女の言う通りだった。しばらくすると、深くうがたれた孔の底から、複数の人影が上がってきた。

　一言で言うと──奇妙な集団だった。

　一番人数が多いのは、深い緑のローブをまとった人間だ。

　男が大半だが、女もいる。女は彫ほりの深いイエンマルド人で、長い栗毛がベールもなしに日光にさらされている。髪を日にさらしたがらないイエンマルド人にしては、珍しい恰好だ。

　年はラーナよりいくぶん若く、ティーダの目で見ても美しい女だったが、角度を変えれば前髪が、顔の半分を隠してしまっている。どこかべったりとした陰かげを感じる女だった。

　ここから数すう里りも行けば、ウィルタミアではなく隣国イエンマルドだ。国境を越えて商売にやってくる人間はそれなりにいて、ウィルタミアの流りゆう儀ぎが通じないぶん、へたな接触は避けろというのが、ティーダたちの不ふ文ぶん律りつでもあった。

　でも、なんだか様子がおかしい。

「バティーヤ殿。勇者はだいぶお加減が悪そうだ。大丈夫かね」

　集団の中の一人が、陰の女に声をかけた。

「いいえ、ご心配にはおよびませんわ。慣れぬ作業に体が驚いているだけのようです」

「まあ……そうだろうな。こんなこと、誰にでもできることではない……」

　男は言って、バティーヤと呼ばれた女と、彼女が付き添っている少女のことを見やった。

　こちらはまだ、十代の女の子だった。

　緑のローブや砂塵除けのマントではなく、イエンマルド風のたっぷりとしたワンピースと、革のサンダルをはいている。だが、外見はどう見てもイエンマルド人ではない。黄きみがかった肌と黒い髪は、どこでもあまり見ない取り合わせだ。ティーダが知るかぎりでは、今まで一人しか会ったことがない。

　もっともあれは、こんな可愛らしい女の子ではなく、ひょろりと背の高い少年だったが──。

「石を制御できることこそ、彼女が選ばれし者の証あかしです。ねえキョーコ」

　とにかく女の子の方の足取りがひどく重くて、今にも倒れそうに見えるのが心配だった。斜面で大きくふらつくたびに、バティーヤが声をかけている。

　ティーダは、側のラーナにささやいた。

「なあ。もしかしてイエンマルドの人買いとかじゃないよな。大丈夫なんかな」

「人買い──それですめばな」

「え？」

　いつもよりワントーン低いラーナの声に、ティーダは耳を疑った。彼女は狼おおかみのように鋭い目つきで前方をにらみつけている。

　こんなラーナは見たことがない。

「そうですとも閣かつ下か。バティーヤの申す通りです。勇者キョーコの実力は、さきほど目にしていただいた通り。いいや、まだほんの片へん鱗りんに過ぎません」

「オズマー殿」

　見ろ、とラーナがささやいた。相変わらず別人のような声音で。

「イエンマルドだけじゃないぞ。ウィルタミアにルガリア人も混じってやがる。いま喋しやべってるじじいの取り巻きを見ろ。剣の反そりが完全に北の連中のもんだ」

　ルガ──リア？

　ここよりはるか北に、そういう名の国があることは聞いていた。ティーダにとっては、遠い遠い雪せつ原げんの国だ。

　確かにラーナの言う通り、魔術師めいたローブの集団以外には、剣で武装した騎き士しらしい武人や、身分の高そうな貴族風の男も数人混じっている。特に『喋ってるじじい』というのは、そのうちの貴人の方だった。

「伝承をもとに異譚の聖石が正しく修復されれば、今度こそ問題の解かいが実行できます。我々の長年の悲ひ願がんを達成できるのです。ご期待ください。ええ必ずや」

　日差し除けのマントの上からもわかるほど、『じじい』は痩やせて頰のこけた男だった。

　白髪しらがが大半の髪を後ろになでつけ、落ちくぼんだ眼がん窩かに片眼鏡モノクルをはめている。肉はないが精せい力りよくはあるらしく、蜘く蛛ものように細長い両手を持ち上げ、身振り手振りをつけて熱心に語る姿は、優雅な貴族や商人というより、演説を得意とする政治家を思わせた。

　しかし──すぐ隣のイエンマルドはともかく、はるか北の独立国の人間がどうしてこんな荒野の外れにいるのか。

　何より、こんな厳しい顔つきのラーナを見るのははじめてだった。

　もしかして自分は、かなりまずい場所にいるのだろうか。

「さすがはオズマー殿。たいへん心強いですな。もちろん我々としても、できうる限りの支援をお約束しましょう。次の発掘地は修しゆ行ぎよう僧そうたちの根ね城じろ。たやすいことではありますまい」

「嗚あ呼あありがたき幸せ！　すでに寄よる辺べを持たぬ身の上。この地で移動がかなうのも、皆さまのご支援あってのこと」

「すべては最適幸福を定義するためです。しいたげられた多くの者の幸いのために」

「しかり。ですが皆さま、いましばらくご静せい粛しゆくに」

「オズマー殿？」

「我々の近くに──耳の大きなネズミが紛れておりまする」

　片眼鏡の老人は言って、ゆっくりとこちらを──多肉植物の方角を向いた。

「！　貴様ら、いつからそこに！」

　剣帯をつけた男たちが、次々に得え物ものを引き抜いた。やばいやばいやばい。あわてふためくティーダは、ラーナに助けを求めようとし──。

「……我は、戦う者なり。敵を屠ほふり下すまで止まらぬ者なり。歩め走れ、切り開け。剛ごう・圧あつ・千せん・陣じん──薙なぎ払え！」

「ラーナ──うわあ！」

　ラーナが身を起こすと同時に、長いスカートの中から、細長い棒のようなものを引き抜いていた。

（──剣だ）

　やや細身の刀とう身しんが、真上からの陽光に輝く。抜きはなった高速の剣は大型の多肉植物を両断し、その向こうにいた剣士たちのことすら烈れつ風ぷうで切り裂いた。

「ぎゃあ！」

「こ、こいつ魔法を!?」

　違う。ティーダの知っているラーナ・エルンは、こんなことはしない。

　ただいつもにこにこ笑っていた。足が悪いからと人をこきつかってばかりで、ティーダのいたずらに頭を悩ませ、何より優しい。そういう、女の人のはずで。

　こんな風に、剣の一振りだけで魔法のように人を切り裂くような、神かみ業わざを駆使できる人ではなかった。

「おのれよくも！」

「遅いわ木で偶く野郎！」

　激げき昂こうして斬きりかかってくる男と斬り結び、一歩も動かずいなしてのける。












　剣士がたまらず後ろへ引いて、腕から流れ出る血をぬぐった。

「き、気をつけろ。こいつは普通の人間じゃないぞ」

「軍部の刺し客かくか」

「円えん卓たくが動いたのか」

「──さあ、どうだろうな」

　ラーナは彼らの言葉を受けて、皮肉げに口の端を引き上げた。

　剣の切っ先についた血を、ふるって落とす。ひどく慣れた手つきだった。

「ここにいる人間を全員締め上げるぐらいは、造作ないぞ。悪事を企たくらむ割に、簡単に後ろを取られたなぼんくらどもめ」

　片眼鏡の老人が、片手を上げてバティーヤ──片目の女魔術師に言った。

「バティーヤよ。勇者は動けるか」

「問題ありません。キョーコ。起きて」

　ずっとうつむいていた黒髪の少女が、はっとうたた寝から覚めるように顔を上げた。

　ぼんやりとした目つきで、あたりを見回す。

「……なに。あたし……」

「襲われているのよ。逃げるにはあなたの力が必要。指輪に願って」

「指輪って……これ？」

「そうよ。さっき取り出したものと一緒に。やり方は前と同じ」

「……う、うん。わかった──」

　キョーコと呼ばれた少女が、力なく右手を口元にあてた。白い指には、炭のように黒い石がついた指輪が、二つはまっていた。

「うおりゃああああ！」

　ラーナが野獣のように叫び突進する。勢いのまま、棒立ちの少女に斬りかかった。

　少女の唇が、かすかに動く。




「こないで」




　──爆音に鼓こ膜まくが震えた。

　竜たつ巻まきのような突風が吹き荒れ、余波をまともにくらったティーダは、もみくちゃになって地面の上を転がった。

（いて！　いて！　いてえ！）

　やがて、強力な風と砂すな煙けむりが薄まると、ラーナが地面に片かた膝ひざをついたまま剣を握っている姿が見えた。

　そして彼女の視線の先には、スカートの裾すそ一つ汚れていない少女が立っている。

（噓だろ）

　ティーダは目を疑った。少女の青白い顔に、生気は乏とぼしい。だが傷一つついていない。

　一方ラーナの頰には、ざっくりとした裂れつ傷しようができていた。

「……ラーナっ。大丈夫かよ」

「早く逃げなさいティーダ。一秒でも早く」

　ティーダはラーナのもとに駆け寄るが、ラーナは相手から視線を離さず、小声でそう言うだけだった。その時だけは、優しい施設の『母ちゃん』の声だった。

「しばらくならボロも出ないですむから。この足のポンコツ具合もばれないはず」

「じゃあばれたらどうするのさ！」

　頭が悪すぎる。もともと悪いティーダでもわかる。ようやくわかった。これはごっこ遊びでもなんでもないのだ。ごまかしきれるはずがないだろう。

　いくら彼女が凄すご腕うでの剣士だったとしても、こんな多勢に無勢で、化け物つきの戦いで、勝てるはずがない。

　けれどラーナは。

「子供はね、難しいことを考えなくてもいいの。いきなさい」

　ゆるむように微笑ほほえんだ。ティーダは泣きたくなった。

「ラーナ」

「早く。あなたにできるのはそれだけよ」

「…………オ、オレはね、逃げるんじゃないよ。助けを呼びにいってくるんだ」

「そういい子よ。振り返らないで早く」

「絶対だかんな！」

　ティーダはそう叫ぶと、大事な彼女を置いて走った。戦闘が再開され、ラーナが少女とぶつかったらしく、轟ごう音おんとともに地面が揺れる。でも振り返らない。

　約束したから。街道まで戻れば、村人の馬車や商隊の馬に出会えるかもしれない。助けを呼ぶのだ。一人でも多く、一秒でも早く。

　ラーナを生かすために。

「誰かあ！」

「──おやおや。行くのはそちらじゃありませんよ。坊や」

「！」

　なんの前まえ触ぶれもなかった。ティーダが瞬まばたきした瞬間、進行方向に男が現れていた。

　こちらの行く手をはばむ形になった片眼鏡の老人は、薄い頰肉を歪ゆがませ、これ以上なく──笑った。

「一人で逃げるなんて、悪い子だ」

　違う。逃げるんじゃなくてオレは。

　オレは。

「ティーダ！」

　ラーナの叫びが遠く響く。老人のマントが、ゆっくりとひるがえる。

　黒くろ蜘ぐ蛛もに食われるような──ティーダ・エルンの記憶は、そんな蝕むしばまれるイメージの中で途切れた。





　　　　　＊＊＊






　イシュアンたちの帰りの旅路は、それなりに順調と言えた。

　ハタルト砂漠の横断こそ、行きに使った『女神の采さい配はい号ごう』のような、大型砂さ礫れき船に乗れずにもたついたが、それ以後は身軽な五人パーティーであることが幸いし、最短ルートでウィルタミアの国境を越えることができた。

　国境から一番近い転てん移い門もんの町、サガンにやってくれば、王都まではあともう一息だ。

　ここサガンは、イエンマルドや国境沿いの熱ねつ波ぱもゆるみ、緑が多くて穏やかな町だ。人数分の寝床を確保したところで、自然と乾かん杯ぱいしようという声が出た。

　宿の一階にある酒場で、隅すみのテーブルを陣取る。

「──あー、よっこいセ。何飲めるんですかこの店は」

「すいませんおかみさん！　こっちの椅子一ついただいてもいいですか」

「リヒト様！　そういうのはわたしやりますから。座っててくださいそこの怠たい惰だなお邪魔虫のように」

　ハセムが早々に腰を下ろす横で、理人が足りない椅子を隣のテーブルから引き寄せる。理人らしいがおよそ勇者らしくないまめまめしさだ。トトが慌てて椅子を奪いに走っている。

「えっと……これで全員そろったのかな？」

「いや、まだウルスラが二階だ」

　手持ち無ぶ沙さ汰たになった理人に、イシュアンは天井を指さした。

　荷物を置いたら一階に集合ということだが、最後の一人が降りてくる気配がない。

「呼んでくるか？」

「あ、うん。頼むよ」

　イシュアンはしばし理人の顔を観察してから、「りょーかい」と、一段飛ばしに二階への階段を駆け上がった。

「──おーい、ウルスラ。荷物の整理なら後にしろよ。下でリヒトたちが待ちくたびれてるぞ」

「すみません。すぐすみます」

「何やってんだ──？」

　女部屋のベッドの上で、ウルスラがもぞもぞと自分の荷物をかき回していた。

　イシュアンが後ろからのぞきこむと、籠から顔を出した毒どく蛇へびと目があった。

「うおっ」

「この子たちにもご飯をあげてしまおうと思って」

　ウルスラは右手にピンセット、左手には小さな幼虫を満まん載さいした小こ瓶びんを握りしめている。

　本当に『お食事』の最中だったようだ。

「……へー。虫たべんのか」

「はい。ネズミも好きですが、虫でもかまわないようです」

　なるほどね、と捕ほ食しよく風景を見ながら思う。

　蛇や蜘蛛たちが食べる、まるまる太ったサナギや幼虫は、ついさっき土から掘り出してきたばかりのように生きが良かった。

「もともと地下の粗そ食しよくに耐えた子たちですから。砂漠以外の生き物を食べてくれるか心配でしたけど……問題なさそうですね」

「タフで助かったな」

「はい。リヒトにも感謝です。こんなにいっぱい集まりましたから」

　宝石を見るように、瓶いっぱいの幼虫を見つめるウルスラは、やはりかなり変わっている──いや、個性的なのだと思う。

「ははっ。なんだよ。リヒトのやつもソレ掘るのにつきあったのかよ。大丈夫かよあのちびったれ」

「問題ありませんでしたよ」

「やっぱあれか。嫁の前じゃいいとこ見せないとって見栄はったのかもな」

「ええ。状況としては二人っきり。朝あさ露つゆの緑も美しい環境で、沈黙も気にならない程度に作業もあり、気さくな会話で心をほぐしてみようと試こころみたのですが、残念ながら空振りで終わりましたこんちくしょう」

「は？」

「これが今のわたしの戦闘力というやつです。こいつほんとに男かと頭をかち割りたくなる時もありますが、もとより不利な出発であることは承知の上。簒さん奪だつした暁あかつきには浮気の心配も少ないであろうと心を静めている次第です。イシュアンさんにはわからない心持ちかもしれませんが」

「あの、本気でなに言ってんだかわからないんだが……戦闘？　サンダツ？」

　ウルスラの澄すんだアメシストの瞳が、あらためてこちらを向いた。

　微妙な表情が読みとりにくいほど、彼女の顔立ちは整いきっている。

「戦いたいのか？」

「たいのではなく戦っているのです」

　どうしてこの流れで戦いの話になるのだ？　まさか朝っぱらから理人と二人で、戦闘談義でもしていたのか？

　確かに理人は、ラーナ譲りの剣技の持ち主で、真ま面じ目めに話せば得るものも大きいだろう。だが、いい年をした男女が、二人きりですることか？　色気がないにもほどがないか？

（──って、私が言うことでもないけどさ）

　思わず自じ嘲ちようした。

　こう見えてもイシュアンとて、外見上は十七歳の娘だ。お年頃だ。

　いや──こう見えてと言う方がおかしいのかもしれない。つい最近まで十一歳だったことにこだわっているのは、自分一人だけなのかもしれない。

　他人から見れば、イシュアンもウルスラと同じ。だからそう、理人もあんなことを──。

「イシュアンさん？」

「べ、べつに！」

　イシュアンは、必死に首を横にふった。にっこり笑ってごまかした。ごまかせたはずだ──たぶん。

　ウルスラはすいと両目を細める。なんだかひどく心臓に悪い。

　けっきょくウルスラは、それ以上追及はせず、籠の中の蛇に餌えさをやる作業に戻った。イシュアンは正直ほっとした。

「どちらにしろ──リヒトにはもう少し本音というものを話してもらいたいものです」

「ああ、そっちには同意だわ」

　素直にうなずいた。




　そう──本当によくわからないのだ。あの『ちびったれ』の言うことは。




「──よっし。まずはここまでの無事を祝って──」

「気が早いけどね」

「乾杯！」

　ようやく全員がそろい、仲間とグラスを重ねあわせる。

　とにもかくにも、旅は順調だった。明日には、ここサガンにある転移門を使う。そうすれば王都郊外にある転移門まで、一気にショートカットだ。その日のうちに王都入りするのも難しい話ではない。

「ああ、いよいよ王都なんですね。長かったような短かったような。わたし、ハイダル・ワムー様にお会いするのははじめてです。緊張します。粗そ相そうがないようにしないと」

「おいおいトト。そんな身構えるようなやつじゃないぞ。ハイダルだぞ」

「だからですよお！　五英雄の『賢さかき者』、魔術師の最さい高こう峰ほうの御方ですよ！　神こう々ごうしすぎてわたしなんてとてもとても」

　トトはまるで人気の役者に会える乙女おとめのように、恥じらい顔を覆っている。その役者をハイダルの顔にすげかえると、どうしても笑ってしまうのだが。

「ま、会えば夢もさめるよな……とっ。こぼれるこぼれる」

　イシュアンは麦酒ビールのグラスからあふれそうになる泡を、器用にすすって一気飲みする。

「ぅかーっ、うまい。生き返る」

「あのですね盗とう賊ぞくサマ。アナタも一応、年頃のお嬢じようさんなんですから。もうちょっとオッサン度を下げた反応はできマセンカ」

「は？　無理。できない」

　口元についた泡をぬぐい、イシュアンはすげなく返した。

「そういうハセムは、まーだ向こうの酒にこだわってんのか？　ここはもうウィルタミアだぞ。麦酒を飲め。葡ぶ萄どう酒を飲め」

「いいじゃないですカ嗜し好こう品ひんぐらい。好きに酔わせてくださいナ」

「けっ。石頭が」

　ハセムはハセムで、わざわざイエンマルド産の高い蒸じよう留りゆう酒を選んで飲んでいる。税や輸送代が上乗せされても、故郷の酒に固こ執しつする人間の気持ちはよくわからない。

「そうだよ、イシュアン。あんまり無理強いするものじゃないよ」

「おまえが言うな、果汁生なま搾しぼり君」

　理人が助け船を出したので、イシュアンは顔をしかめた。

　この少年ときたら、こういう店ではトトやウルスラですら甘い林りん檎ご酒を頼んでいるというのに、一人で柑かん橘きつのジュースを飲んでいるのだ。

　なんでも彼のいる国では、二は十た歳ちにならないと酒と煙草たばこを飲んではいけないのだという。法律で決まっていると聞いて驚いた。

　またずいぶんと無む体たいな掟おきてを出す国王がいるものだと思ったが、理人としては特に不便も感じていなかったそうだ。

「ほんとにおまえの国では、誰も飲まなかったのか？　こんなにうまいのに」

「うーん、隠れて飲んでたやつはいたけどさ」

「だろ？　こっちなら絶対見つからないからいいじゃないか。遠慮するなよ」

「──いや、やっぱりいいよ。落ち着かないし」

　やわらかく、だがきっぱりと断られてしまった。

　国どころか世界が違ってすら、規則破りはしたくないらしい。どこまでも生き真ま面じ目めな勇者リヒト様、であった。

「出来すぎ君め」

「逆になんでそんなに飲ませたがるのかがよくわからないんだけど。何か変わるの？　ただの飲み物だよね」

「そりゃおまえ……」

　──酔いつぶしてしまえば、その取り澄ました優等生顔も、崩れるに違いないからだ。

　イシュアンは本音が聞きたかった。いったいおまえはどういう意味であの台詞を言ったのか。自分は、どうするのが正しかったのか。




　──なんでもいいよ。イシュアンのこと好きだから。




　バイヤーンの拘こう束そくを逃れた後、理人はイシュアンのことを抱きしめてそう言った。

　一応イシュアンとしても、これはやすやすと流していい台詞せりふではないと思ったのだ。万に一つの可能性として、イロコイ的な意味も検討しないといけないからだ。

　うぬぼれるな、のぼせあがるなと言い聞かせ、その直後に起きた事件がとんでもなかったせいもあり、持ち帰ってよく精せい査さしてみるという意味もこめて『今は考えられない』と返答したのだが、聞いた理人はこの世の終わりのような顔をしていた。

（しくじったかなって思ったんだよ）

　あそこで何かやり方を間違えたかと思ったが、そこから先の理人は、完全に扉を閉じてしまったような気がする。

　ただ目の前にある大だい事じ──響子とバティーヤの追跡に全力をつくし、イシュアンに対しては、通り一いつ遍ぺんの優しい対応しかしないような──。

　もともと軽い気持ちで言っただけで、今となってはどうでもいいことなのかもしれない。大げさにとらえて返事に窮きゆうするイシュアンに、愛あい想そをつかしたのかもしれない。

　いや、むしろ惚ほれたはれたの匂においを勝手に捏ねつ造ぞうして感じ取ったイシュアンのことを、迷惑に思っているのかもしれない。うわ、なにこいつ。勘かん違ちがいとか勘かん弁べんしてほしいんだけどとか。

（わかんねーんだよ！）

　おまえの知っている理人は、本当にそんな言葉遣いをするのかと、冷静ならば自問できるかもしれない。だが今のイシュアンには無理だった。ただもう寄る辺のない小舟の上にいるようなものだ。

　とても大事なことだからこそ、しっかりと確かなものが欲しい。握って安心できる本音が欲しい。そう、だから酒の力をと思ったのだ。酔え！　いっそ酔ってぶちまけてくれと。

「……いいさもう」

「イシュアンもほどほどにしなよ。明日早いんだしさ」

　優等生発言にすねたくもなるというものだ。

　早いピッチで麦酒ビールを空けていくイシュアンを、理人が心配そうに眺めている。

　まともに見ると顔が赤くなりそうになるのは、きっと酔いが回ってきているからだ。そうに違いない。浮き立つな、自分の心。

　ずっとずっと、世話のかかる相棒として一緒に来たのだろう──？

「──はい、ご注文の貝の酒蒸し！」

　心は千ち々ぢに乱れ、酩めい酊ていしかけたイシュアンの視界に、湯気のたつ皿が置かれた。

（お）

　この近くを流れる川で獲とれる、小ぶりの二枚貝だ。これを白い葡萄酒と香こう草そうの根で、一気に蒸し焼きにする。ここサガンの名物料理だ。

　湯気から香る濃のう厚こうな匂いに、一気に目がさめた。

「うまそうだな、おばちゃん！」

「ああそうだよ。うまそうじゃなくて、ほんとにおいしいから食べてみなって」

　全員がわかるイエンマルド語から、ウィルタミア語に切り替えて、イシュアンは褒ほめたたえた。宿のおかみは恰かつ幅ぷくのいい腹を震わせ、けらけらと笑った。

「お客さんたちは、イエンマルドから来たのかい？」

「まあ、そんな感じですね。来たような帰ってきたような」

　理人もウィルタミア語で穏やかに続ければ、

「ウィルタミアは今どんな感じですかネ。麗うるわしいご婦人サマ」

　ハセムも同じくウィルタミア語で質問する。

　メンバーの半分以上がイエンマルド人、しかも大人から子供まで混戦部隊というのは、この店の中でもかなり奇妙な取り合わせではあった。

「そうだねえ。国内は特に変わりなしだけど──」

「ばかでかい鳥の群が飛んでいったりしませんでしたカ？」

「鳥？　鳥がどうかした？」

「あ、ないならいいデス」

　ハセムは曖昧に笑ってごまかした。

　どの宿しゆく場ば町まちでも聞いていることだが、バティーヤと響子に関しては、大きな進展はなしのようだ。

「ただほら。北の方で政変があっただろう？　あっちで獲れる鮭さけや鱒ますが値上がりして、あんまり市場に出回らなくなったのが痛いかねえ」

「政変？」

「あらま、お客さんたら知らないのかい？　ルガリアの軍部が、あっちの議会を占せん拠きよしたんだよ。国王陛下と宰さい相しよう閣かつ下かに退位を迫ったって話」

　いきなりの爆弾投下に、イシュアンは貝の殻を噴き出しそうになった。

　しばらく砂漠をさまよっているうちに、そんな大きなニュースがあったとは。

「──問題が起きたんですか？」

　唯一ウィルタミア語がわからないウルスラが、小声でたずねてくる。

　イシュアンは考えて翻ほん訳やくをした。

「うん、ちょっとな。ここじゃなくて、北の方で軍部が騒動起こしたみたいだ」

「騒動……」

「──なあなあおばちゃん。ルガリアって、ルガリア独立国だろ？」

　再びウィルタミア語でたずねると、

「そうだよ。他に何があるってんだ。わざわざ北からこっちまで避難してきた人もいてさ、一時は大騒ぎだったんだよ。けっきょくどうなったんだっけねえ……王様は行方不明で……宰相は亡くなった？　逆だったかね。とにかくまだ解決はしてないんだよ。もう結構たってるはずだけど」

　ひどくあやふやなことを言って首をひねっている。

　確かに隣国とは言っても、ウィルタミアの南東部に位置するサガンと、北の国境線に接するルガリアでは、距離が離れすぎている。どこまで行っても噂うわさ話の域を出ないのだろう。

「ルガリア……ええっと、どんな国なんだっけ？」

「……おいリヒト。そこからはじめるのか？」

「ごめん。勉強不足で。イエンマルドとはまた違う感じなんだよね」

「違うさ。ルガリアはな、もともとウィルタミアの人間が移住して作った国なんだ。だから独立国って呼ばれてる」

「へえ」

　理人が感心したように目を見張った。知らないことには素直な人間なのだ。

　ルガリア独立国。

　イシュアンが『蟲むしの孔あな』から目覚めた時、大勢の家庭教師が、イシュアンの欠落した時間を埋め合わせようと、いろいろなことを教えた。地理に歴史に宮廷の作法にと、うっとうしいことも多かったが、それなりに役立つこともあった。

　ルガリアはかつてウィルタミア国内の政争に敗れ、北限の地に流れたウィルタミア貴族が、臣下とともに国を興おこしたのがはじまりだと言われている。

　永久凍土も抱える厳しい土地柄がらだが、彼らについていった騎士や、開拓民の結束は固いというのが定説だった。

　雪と氷と、その下で培つちかわれた厳格な国民性。地理の講義をしていた教師の口調を思い出しながら、簡単にかいつまんで理人に説明してやると、理人も納得できたようだった。

「そっか。じゃあ、軍部がクーデターを起こすっていうのは珍しい？」

「珍しいさ。何があったんだか──」

「そーれふよリヒトさま！　いまだかつて、ありえなかったことれすよ！　ひじょーしきれす。たいへんなことれす。歴史に反はん旗きをひるらえるころれ……」

「ちょっとトト、おまえ大丈夫か」

「いーちだーいじー」

　トトが真っ赤な顔で、林檎酒のグラスを握ってゆらゆら揺れている。

　普通に座っていても揺れがおさまらず、イシュアンがつつけば、そのまま頭が下がってしまった。そしてぴくりとも動かない。

「ぐー」

「だめだ寝てるぞ」

　グラス半分で潰れてしまったようだ。

「トト。トト聞いてるか！　寝てる場合か」

「だからほら、飲めばいいってものじゃないんだよ」

「うるさいなリヒト。とにかく寝るならここ以外だ。上に連れてってやらないと。ちょっと起きろトト。自分の足で歩け」

「──いや、いいですヨ。私が運んでさしあげましょう」

　ハセムが立ち上がり、ひょいとばかりにトトの体を横抱きに抱え上げた。そのまま、奥の階段に向かって歩いていく。

「……起きたらトト、むっちゃ嫌がるぞ。おまえに運ばれたなんて」

「それが狙いに決まってるデショウ」

　イシュアンの呟きを、耳みみ敏ざとい男は聞いていたらしい。こちらを見てニヤリと笑った。すばらしい性格の悪さだ。

　そうして宴えんもたけなわな酒場には、イシュアンと理人、そしてウルスラの三人が残された。

「……なんにしろ、王都に行ってからだな」

「うん、そうだね」

　こちらの言葉に、理人がうなずく。ウルスラも、その通りだとうなずいた。

　ルガリアの政変は気になるところだが、まずはやるべきことが山のようにある。

　バティーヤたちが狙う賢者の石は、現存するのか。あるとするなら、それはどこにあるのか。彼らはすでに手に入れたのか。ハイダルに意見を聞かなければ、はじまらない。

「わたしも、ハイダルさんにお会いしたいです」

「お、なんだよ。ウルスラまでハイダル様々かよ」

「いいえ。夫をこの地に呼び出してくださった方には、お礼を申し上げるべきかと」

「……あ、そう」

「冗談ですよ」

　眉一つ動かさずに。どうも彼女もひそかに酔っぱらっているようだ。

　そのままイシュアンたちは、適当なところで二階に引き上げ、おのおのの部屋で眠りについた。

　まさか王都で目的が果たせないなど、この時は思いもしなかったのだ──。





　　　　　＊＊＊






　四方の宝ほう珠じゆが光り、魔方陣が人を飲み込む。

　転移門で王都近くにまで飛び、そこから王都までは、定期便の乗合馬車が出ていたので、それに乗り込んだ。

　まぶしい緑の田でん園えん風景。理人たちがこれを見るのもひさしぶりだ。

　起伏の少ない牧ぼく草そう地ちの間を進み、やがて理人にも見慣れた、ウィルタミア王都の門をくぐる。最後は複数の乗合馬車が発着する、街の停車場に到着する。

「──イシュアン。イシュアン起きて。もうついたよ」

　理人は馬車の二階席──そう呼ぶのもはばかられる、むき出しの屋根の上──で、舟をこぐ相棒を揺さぶった。

「……ん？　ついたのか？」

「そうだよ。王都の中だ。降りないと」

　イシュアンは、細い絹糸のような金髪をかきあげ、大きくのびをした。そうして理人の言う通りの景色を見るや、目を輝かせる。

「ちょっとイシュアン！」

「おー、帰ってきたぞ王都！」

　ひょいとそのまま、地面に飛び降りてしまう。

　乗合馬車の停車場では、理人たち以外にも、まだ大勢の客が居残っていた。イシュアンはその間でくるりと一回りすると、腹の底からの大声で、

「懐かしいなこの人ごみ！　煉れん瓦が！　狭い空！　石いし畳だたみの犬のフン！」

　ポーターから荷物を受け取っていたご婦人が、最後の台詞で顔をしかめるが、笑顔のイシュアンはまったく気にしていないようだった。三割増しで元気になっている。

　対照的なのは、トトの方だ。

「……トトさん。大丈夫ですか？　まだ気持ち悪いですか？」

　ウルスラが心配そうに声をかけている。

「………………い、いえ。ご心配にはおよびませんウルスラさん。これしきのことで……う」

　トトは二日酔いと乗り物酔いのダブルパンチで、青あお息いき吐と息いきのようだった。三割増しでげんなりしてしまっている。

（やっぱり僕は、禁酒街道を貫くぞ）

　決意を新たにする。

「どうしますカネ、英雄サマ。ちょっと近くで休んだ方がいいんじゃないですカ」

「うーん、そうだね……」

「休むんならもうさ、ハイダルの家まで行っちゃった方が早いぞ。ここから路みち一本先ぐらいだから」

　イシュアンが言うのもうなずけた。

　確かにハイダルの屋敷は、魔術学院にもほど近い下町にある。たどりついてさえしまえば、屋敷の中の方が体は休めやすいだろう。

「……ハイダル様にお会いするのに、この体ていたらく……いっそ死ねという気分です……ふふふ……」

「いや、死ななくていいからトト。とにかく家まで行こう。すぐ近くだからそっちで休めばいいよ」

　理人たちはそうして、なんとかハイダルの屋敷まで移動することにしたのだ。







　邸てい宅たくの重じゆう厚こうな門もん扉ぴを開け、庭を通って正面玄げん関かんの呼び鈴を鳴らす。

　庭師ご自じ慢まんだった花々は、最盛期が終わってしまっているせいか、やや精せい彩さいを欠いているように見えた。

「遅いな。何やってるんだ──と、来たぞ」

　しばらくすると、ドアが開いた。

「まあ！　リヒト様……！」

「やあ。帰ってきたよ。ハイダルはいる？」

　顔見知りのメイドが応対に出たので、理人は気安く声をかけた。

「しょっ、少々お待ちください！」

「ごめん、いきなりで」

　珍しいぐらいの大慌てで、部屋の奥へ引っ込んでいく。

　だが、なかなか彼女は戻ってこなかった。

　さっきの倍以上の時間を待ち続け、もうトトのためにも勝手に踏み込んでしまおうかと思った時だった。




「──リヒト・アイカワ様ですか？」




　あらためて理人たちの前に現れたのは、見知らぬ女だった。

　黒地に銀ぎん糸しの刺し繡しゆうをほどこした、しっかりとした生地のローブを着ている。魔術師だ。それもウィルタミアの宮廷に仕える、宮廷魔術師。

　ほっそりと痩せた体に黒髪を長くのばし、なんとなく女ハイダルと言った雰囲気がある。ただし、ハイダルよりいくぶん若く、女性としての魅み力りよくもじゅうぶんにある。

　彼女は理人と目が合うと、黙もく礼れいをする。

「……あなたは？」

「失礼。私の名前は、ローグ・グロイス。ハイダル・ワムー様のもとで働く宮廷魔術師です。ふだんは王宮につめておりますので、お会いするのははじめてですね。どうぞ以後見知りおきを」

「あ、はじめまして。アイカワです」

「お噂はかねがね。お会いできて光栄です」

　それにしても──間近でローグを見ながら思う。

　ハイダルのやつは、なんだかんだと言って、周りにいる女性のレベルが高くないだろうか。家のメイドさんはもちろん、こんな人と毎日一緒に仕事をしているのか。

　思う間も、ローグは淡々と喋った。

「ご帰き還かんされるとは存じあげませんでした。事前にお知らせいただければ、お迎えに上がりましたものを」

「いえ、すいません突然で。いろいろ重なったもので。ちょうどいま帰ってきたところなんです」

「──なるほど」

「さっそくですけど、奥を借りてもいいですか。休ませたい人がいるんです」

「ええもちろん。ですが──その前に確認させていただいてもよろしいでしょうか」

「？　なんですか？」

　ローグは、切れ長の瞳を細め、

「まず、ここに来るまでの間に、どれだけの人間と接触しましたか。転移門から利用したのは公営馬車？　その中に、騎士団の人間が混じっていた可能性は？　停車場から不ふ審しん者しやが後をつけてくる気配を感じたことは。あとはご一緒していらっしゃる方の素す性じようですが──」

「──ちょっ、おい。いくらなんでもぶしつけすぎないか？　ここは誰の屋敷だよ」

　面食らう理人より早く、イシュアンがローグに割って入った。

　理人は「やめなよイシュアン」と止めに入るが、イシュアンは納得しない。

「でもリヒト。尋じん問もんじゃないんだぞ」

「そうだけど。なんか理由があるみたいだよ」

　──そうなのだ。彼女の後ろに広がるエントランスホールが、記憶のそれよりひどく薄暗かった。本当に、必要最低限の明かりしかつけていないように見える。

　王宮づきであるはずのローグ・グロイスが、上司の私し邸ていにいる理由。表の庭が寂しかったのと同様、何か理由があるに違いないのだ。

「さすがは勇者リヒト様。話が早くて助かります」

「ハイダルは……留守なんですね」

「ええ」

　ローグは、深々とうなずいた。

「ハイダル・ワムー様は──現在、円卓議会によって拘こう束そくされております」
















（どういうことだよハイダル。捕まってるって）

　理り人ひとたちは、すぐさま屋や敷しきの中へと移動した。

　メイドたちが慣かん習しゆうに従い、居間のテーブルまで茶と菓子を持ってきたが、誰も手をつけなかった。それより早く話が聞きたかった。

「すいません。もう一度整理させてもらえませんか。ハイダルはどうして捕まらないといけなかったんですか」

　ハイダル直属の部下であるローグから、簡単な説明はあった。なんでも円えん卓たく会議の決定に異を唱えたことを発ほつ端たんに、ハイダル自身の罪を追及されて、拘こう束そくされるにいたったらしい。

　今、ハイダルは王宮にとどまり、この屋敷には戻ってこられない状況にあるという。

「……そうですね。どこからを発端とするかは難しいところですが……」

　理人の向かいの椅い子すに座るローグが、考えながら口を開く。

「きっかけは、先の月に起きたルガリアの政変です。軍部の若手が、国王フィドリアン三世と宰さい相しようレイ・オズマーに退位を迫った。もちろんご存じだとは思いますが」

「ええ、一応は……」

　つい先日聞いたばかりだとは、流れ的に口にできなかった。

「ルガリア開かい拓たく軍は、フィドリアン陛下を城内に軟なん禁きんし、今もなお逃亡中の宰相オズマーの捜そう索さくを続けています。ウィルタミアには、オズマーがウィルタミアへ逃れている場合に備そなえ、国内の捜索と発見後の引き渡しを求めています。ウィルタミア円卓議会は、この要望に応えるべきか議論を重ね──いえ。議論と呼べるものではありませんでしたね。ほぼ全員がルガリア王家につき、謀む反ほんを起こした軍部こそ制裁されるべきだと主張していました。ただ一人──ハイダル様を除いては」

「ハイダルだけなんですか」

「ええ」

　無む謀ぼうなと思った。理人は王城で、円卓のメンバーに囲まれるハイダルの様子を覚えている。いくら魔神アルゴスを封印し、五英雄の筆ひつ頭とう魔術師という実績を持っていても、騎士や貴族に固められた議会の中では、思うように発言できなかったはずだ。

「どうして反対したんでしょうか」

「それは……私も正確にハイダル様の思おも惑わくを理解しているわけではないのですが、最近のルガリアの政治は、バラバラだったとおっしゃっていました」

「バラバラ？」

「はい。良くも悪くも国力を高め、ウィルタミアに伍ごする国へというのが、魔神封印後の一貫したルガリアの政治姿勢でした。イエンマルドも同じですね。フィドリアン王に政まつりごとを任された、宰相オズマーの指し針しんでもあります。ただ、ここ数カ月のオズマーの動向は、意図が読めないほどブレが大きかった。国外にいる自分でもそうなのだから、身近で言動を見ている人間は、人が変わったと思うぐらいの変化なのではないかと」

「だから軍部は悪くないって？」

「いえ。少なくとも、正確な状況がつかめるまで、静せい観かんを貫くべきだとおっしゃっていました」

「そりゃあまあ、理屈としちゃ言いたいことはわからないでもないけどさ──」

　ここまで黙って話を聞いていた、イシュアンが口を開いた。

「相手はあの円卓だぞ。それで高こう慢まんちきのくそ貴族どもの気を変えさせるのは、至し難なんの業わざだろうが。あいつら正しいかどうかより、メンツの方が大事なんだから」

「ええ。おっしゃる通りですね。実際大変苦く慮りよされていらっしゃった」

「まったくバカ正直が。ちっとは腹はら芸げいでも裏金でも使えってんだ。おばはんに薔ば薇らの花束贈ってみるとか」

「本当にあと一週早くご帰き還かんいただいて、その言葉を言っていただけたら。花でも金でもいくらでも用意いたしましたのに」

「なんだよ。部下にしては言うやつだな。ローグ・グロイス」

「お褒ほめの言葉として頂ちよう戴だいいたしますね。この数日ろくに寝ていなくて、口が滑ったのです」

「なるほどね」

　イシュアンが愉たのしげに口の端を引き上げた。

　どうもローグ嬢じようは、見た目の雰囲気こそハイダルによく似ているが、意識して似せているだけで、実際はだいぶ違う性格の持ち主なのかもしれない。

「ともかく──ハイダル様が宮廷で孤立する立場に追いやられ、これを機会に今まで蓋ふたをしていた罪まで追及されることになったのです」

「だからさ、その罪ってなんなんだよ。あいつそんなまずいことやったのか？」

「──それをあなた方がおっしゃいますか？」

　思いのほか冷ややかな目で、ローグがイシュアンを見返す。

「直近で大きいものがあるでしょう。ログワイヤ卿の死亡事件です」

「────」

　イシュアンは、とっさに二の句が継げなかったようだ。理人も同じだった。

「それは……」

　まさかここでその件が出てくるとは。

「あのですネ。私からも質問よろしいでしょうカ」

　ハセムが、ウィルタミア語で手を挙げた。

「なんでしょうか、ハセム・デラ様」

「そもそもーのお話なんですが。お宅の国では、ログワイヤ卿の件はどういう風に伝わってるんですかね。というか私たち、へたしたら途中で行方不明になって死亡扱いになってません？」

「いや、ハセムさん。さすがにそれは」

「だってアナタ、経過報告の手紙とか出しましたか？　ハイダル・ワムーさんに」

　──出してない。

　砂漠の途中で『女神の采さい配はい号ごう』から降り、それから先は、完全に理人たちの単独行動だった。

　一応ウィルタミアには、響きよう子こを探し出してから帰ればいいと思っていた。ここまで長引くとは思わなかったのだ。

　途中で手紙の一枚も出しておくべきだったと、そう言われればその通りなのだが──。

　ローグは目を閉じ、秀しゆう麗れいな面立ちには、眉間の皺しわが深く刻みこまれている。

「ローグさん……」

「……イエンマルドの親しん使しが首都バーゼルに到着したあと、道中にあった出来事を、書しよ簡かんで報告してきました。ログワイヤ卿と勇者リヒトが、砂嵐に巻き込まれて行方ゆくえ不明になったこと。騎士ゲイリー・ブランが、砂漠特有の呪のろいで死亡したこと。盗とう賊ぞくイシュアン・トロールと護衛剣士のハセム・デラが、捜索のために砂漠に居残ったこと。そして、最後は通訳のトト・ハルネラまで船から飛び降りて行方不明になったこと──」

　途中でもういいやめてと言いたくなった。

　最悪だ。我が事ながら、どうしようもないなと思えるような出来事の列れつ挙きよだった。

　これをウィルタミアで読まされた人間の気持ちは、いかばかりか。心臓が止まらなかっただろうか。

「すわ戦争だ大事件だといきりたつ周囲を、未確認だからと宥なだめていたのがハイダル様です。一方で事実確認のために奔ほん走そうしておられました。卿を守れなかった責任は誰が取るのだという意見は、今回の政変が起きる前からあったのです」

「ハイダルのせいじゃないですよ！」

「そうだって。だいたいあのオカマ貴族は、被害者じゃなくて加害者だぞ」

「本当のところがどうだというのは、このさい重要ではないです。あなた方の身を案じて胃に穴を開けていた、ハイダル様をほっとさせる程度の役にしかたちません」

　ローグは短く返した。

「それでも、あなた方は帰ってこられました。手の打ちようもなく、膠こう着ちやくした状況を変えるに足る配役です。悪化するか好転するかは、これからの行動しだいだと私は思っています」

「僕らはどうすればいいですか」

「まずはハイダル様にお会いしてください。円卓があなたの帰還を把は握あくしていない今が好機でしょう」

「──わかりました」

　窓の向こうに庭があり、木立の先には王都の建築物がそびえている。

　今からでも挽ばん回かいしなければならない。あの中で一番大きな建物が、王が住まう王宮だ。そしてハイダルは王宮の塔の頂上にある、特別な牢ろうに入り、円卓の審しん問もんを待つ状態だという。
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　ウィルタミアが誇る白はく亜あの宮殿。そこに並ぶ塔の一つに、小さな牢屋があることを知るものはそれなりにいるが、あからさまに口にする者は誰もいなかった。

　公的には存在しないことになっており、その牢を使うのは、一般的な独房に拘こう置ちするにはふさわしくない高貴な御お方かた──王族や貴族、あるいはそれに類るいする人物に限られた。

　ハイダル・ワムーは、平民出身ではじめてその牢を使った人間である。

　非常に名めい誉よとも不名誉とも言えない記録を作ったが、文書として残ることはない。ウィルタミア親使を客船上で失った責せきを取り、塔の頂上で議会の審判を待つだけの日々だ。

　時折彼の部下が、見舞いの品を持って面会に訪れた。

「──ハイダル・ワムー様に面会を希望します」

　塔の一階につめる看かん守しゆは、女魔術師の取り次ぎを渋った。

　牢ろう獄ごくへ通じる螺ら旋せん階段は、看守の背後にあり、分厚い鉄の扉で隔てられている。体裁上は貴人の客室のため、上の階自体に鍵かぎはないが、中で怪しげな術を使えば、即一階にいる彼に知らせが行き、騎士団が出動する。外から人が襲いに来ても、同じように騎士団が飛んでくる。

　今のところハイダルは、模も範はん囚しゆうのようにおとなしいが、面会を許可するかどうかは、看守自身の判断にかかっていた。

「昨日も来ただろう。用は一度にすませてくれ」

「いいえ。その時に頼まれた本をお持ちしたのです。お会いして渡す必要があります」

「荷物ならこちらで渡す」

「あら、渡していただけるのですか？」

　ハイダル・ワムーの部下は、意外そうに言った。

　もともと回りくどく慇いん懃ぎんな態度で、看守を苛いら立だたせる女であったが、今回の彼女は、なんと街の石畳を重ねたような、重い革張りの本を、大量に持ち込もうとしていた。

「な、なんだこれは……」

「アグラ・マグラの純じゆん理り論ろん魔術大全、本編十二巻、増補版二巻。助かります。お一人で運んでいただけるのでしたら、こちらとしても手間がはぶけますから」

　女の方は、同どう僚りようの魔術師を二人ほど連れているが、これを看守側で運ぼうとなれば骨である。

「なにぶん牢の中は時間を持て余し、もはや読書しか楽しみがないとおっしゃっておられるのです。でも良かったわ。ありがとうございます看守殿。肩の荷がおりました。それではよろしくお願いいたします」

「ま、待て！　誰が一人で引き受けると言った！」

　看守は必死に引き留めるはめになった。

「ではどなたが？」

「常識で考えろ。この量を他人の手で運ばせるのか？」

　女魔術師は、「そうですよね」と微笑んだ。

「こちらで運びますので」

「──早くしろ。手短にな」

「ありがとうございます」

　粛しゆく々しゆくと礼を言い、同僚の魔術師たちを引き連れ、鉄てつ扉ぴの前へと移動する。

　腰の鍵で錠じよう前まえを開けた看守は、後ろの魔術師にたずねた。

「──重くはないのか？」

　基本的に魔術師と言えば、理屈ばかりが先にたち、本に埋もれて杖つえよりも重いものは持ったことがないような連中が大半である。だが、研修中を表す灰色のローブを着た魔術師は、分厚い魔術書を何冊も両手に抱え、ふらつくどころか階段を登る足取りもしっかりしている。

「……いえ。大丈夫です。ありがとうございます」

　フードの奥から返ってきた声は、思いがけず若く穏やかだった。







　──どうやらうまくやりすごせたようだ。

　螺旋階段を登りながら、理人はほっと息をついた。

「助かったみたいだな」

「──イシュアン。喋しやべらないで」

　小声でたしなめると、イシュアンはフードの下で舌を出したようだった。

　ともあれ、気持ちは一緒だ。看守に声をかけられた時は、心臓が縮みあがったが、それ以上咎とがめられはしなかった。

　牢へはローグの部下のふりをして潜り込むということになり、代表で理人とイシュアンが王宮にやってきたのだ。ハセムでは体格的に目立ちすぎるし、ウルスラはウィルタミア語が話せない。トトは酔いが抜けないという理由で、この配役に落ち着いた形だ。

　ハイダルが閉じ込められているという塔は、王宮の城壁の内側にあり、宮殿本体よりもずっと古く見えた。周りにはびっしりと蔦つたが生え、少ない窓にも頑がん丈じような鉄格子がはまっている。こうして踏み込んで螺旋階段を登っていくが、ひどくカビ臭く、陰いん鬱うつな印象は消えなかった。

（大丈夫かな、ハイダル。こんなとこにいて）

　偉い貴族が使っていたというが、やはり独房は独房なのだと思う。

　彼には言いたいことも、聞きたいことも山ほどあった。どうか無事でいてほしいと願う。

　最後の扉に、鍵はなかった。

「──ハイダル」

　半円形の、やや変則的な部屋だった。

　明かり採りの窓には、ここまでと同じく鉄格子がはまり、床や壁は素材の石がむき出しだが、寝しん台だいや書き物机も置かれ、外観ほど劣悪な場ではないようだ。

　家具の周りに置かれた大量の書物は、ハイダルが個人的に持ち込んだものだろう。

　理人は、本を置いて灰色のフードを脱いだ。もう一度彼の名を呼んだ。

「リヒト──イシュアンまで！」

　ハイダルは、牢の寝台に腰かけ、本のページをめくっていたが、こちらの登場に目を見開いた。

「ごめん。来るのが遅くなって」

　理人は、立ち上がる彼のもとに近づいた。ハイダルの糸目が、ここまで大きく開くのをはじめて見た気がする。

　ハイダルは、理人とイシュアンを交互に見やり、

「ちょっ、おいおいハイダル！　やめろって！」

「──すみません。二人とも無事なようですね」

　両手で同時に抱き寄せた。

　手を放すと、ハイダルはあらためて微笑した。イシュアンはばつが悪そうにそっぽを向き、理人もかなり気き恥はずかしかったが、「ハイダルもね」と小声で伝えた。

「大丈夫？　僕らのせいでこんなことになったって聞いたよ」

「いいえそんな。あなた方が責任を感じるようなことは何もありません。無事であれば何よりです。使命は果たせましたか。キョーコさんは」

「……それなんだけどね」

　矢や継つぎ早に質問を繰り出そうとするハイダルの言葉を、仕方なく遮った。

　ハイダルは、それだけでピンときたようだった。

「──何かあったんですか」

「うん……本当は、ハイダルに聞きたいことがあって、ウィルタミアに戻ってきたんだよ。それだけいろいろあったんだ──」

　そして理人は、イエンマルドで起きた出来事を、順番に語った。

　砂漠の船で起きた、砂嵐のこと。行方不明になったログワイヤ卿が、実は敵側に繋がっていたこと。彼らが賢者の石という、女神の魔法の品マジツクアイテムを狙っているかもしれないこと。そして響子を連れ去ったことも、包み隠さず打ち明けた。

　理人自身が直接見ていない、ログワイヤ卿の犯行に関しては、イシュアンがかわって状況を語った。

「──そんなことが……」

「そうなんだよ。だからハイダル。ローグにも言ったけど、あのオカマ貴族は被害者じゃなくて加害者だ。自分は安全なところに隠れて、ゲイリー・ブランや船員を殺した。こっちも危うく殺されるところだったんだ」

　イシュアンの言葉を聞いたハイダルは、考えこむように目を伏せる。

「そうであったとしても──証拠がありません」

「ハイダル！」

「この先あなた方が円卓で証言するにしても、今いったことは口にしない方が得策です。ログワイヤ卿が亡くなっている以上、現状では彼の犯行を証明する手だてがありません」

「じゃあどうするんだよ」

　いったいどうするのか。

　ハイダルは、もどかしげな理人たちに言った。

「ですから、なおのこと、『賢者の石』の集団を追う必要があるでしょう」

「バティーヤたちを？」

「ええ。彼らを押さえれば、卿との繋がりも実証できる。というより、もはやそれしか手はない──」

　ここにきて新しく、命めい題だいを設定されたようなものだった。

　響子に加えて、ハイダルの命運まで背負うことになってしまったのだ。

「──わかったハイダル。必ずなんとかする」

「お願いします」

　互いにうなずき合う。

「しかし彼らも、妙なことを言っていますね。大いなる力を手に入れるという動機はともかく、世界の規模にまで固こ執しつするなんてまるで──」

「ハイダル様！」

　ローグが声を荒らげた。

　さきほどの看守と、武装したウィルタミア騎士たちが、螺旋階段を駆け上がってきた。

「──やっぱりそうだ。『名無しノーネーム』の勇者と『孔あな還がえり』の盗賊！」

　騎士の後ろで、看守がこちらを指さした。理人は舌打ちしそうになる。

　腰の剣に手をかけたまま、騎士の一人が鋭いまなざしをこちらに向ける。

「こそこそ変装までしてこちらを欺あざむくとは、ずいぶんと卑いやしい真似をなさるものだ。生きて帰還したのなら、まずしかるべき筋に報告にあがるべきではないか？」

　理人たちは、答えない。

　騎士は続けた。

「今すぐ来ていただこうか。あなた方二人は、『女神の采配号事件』の、重要な証人だ」

　事前の口裏合わせなどさせてなるものかという気迫が、騎士団側からみなぎっていた。

　──どうする。従うのか。

　近くでイシュアンがささやく。

　確かに二人がかりなら、突破はたやすい。だがハイダルを真に救い出すには、その道を選ぶわけにはいかない。

「やめよう、イシュアン。僕らにできることをするんだ」

「……ああ、わかった」

　彼女も意図を汲くんでくれたようだった。

「ハイダル・ワムー。貴公もこれより円卓議会の査さ問もん会議だ」

　そして舞台は、囚われの塔から華の議会へと移行する。
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　ウルスラは、ハイダル邸の豪ごう奢しやな居間で、理人たちの帰りを待っていた。

　奥まったソファに座っていると、見えるものは窓枠の向こうの空ぐらいだ。ただし、その窓の前にはハセムが立っていて、だらけた姿勢で庭の様子を眺めているのが見えてしまう。

『──失礼いたします』

　横からメイドの手がのび、ウルスラのティーカップを交換する。

「あの」

『なんでしょう』

　もう飲めないから終わりにしてほしいというのは、ウィルタミア語でなんと言えばいいのだろう。言葉が出ずに戸惑っていると、メイドは笑顔で交換を終えて去ってしまった。

　カップには、湯気をたてたお茶が、なみなみとつがれている。

　やっぱり言葉の勉強は、がんばらないといけないようだ。このままではいろいろと遅れてしまう。

「ねえほらウルスラさん。見てください、あの植え込みの陰かげで猫がいちゃついてますヨ」

　まともに話せるのが、このデリカシーのかけらもない男だけというのは、許せないものがある。

「マアなんと露ろ骨こつなため息。心配しててもしょうがないでしょうヨ」

「……そういう問題ではないです」

　ここにいるよりは、寝ているトトの様子でも見に行った方がましなようだ。本気でそう思って実行しようとしたら、当のトトが居間に顔を出した。

「こんにちは、ウルスラさん」

「トトさん……大丈夫なんですか」

「はい。だいぶ気分は良くなりました」

　顔色はまだ多少青白かったが、表情は良くなったように見える。

　向かいのソファに腰かけたトトは、きょろきょろとあたりを見回した。

「イシュアン様たちは、もうでかけられたんですか」

「ええ。ずいぶん前に」

「そうですか……何もできなくて申し訳ないです。ハイダル様がご無事だといいんですが」

　理人とイシュアンは、宮廷魔術師のローグとともに、王宮へ向かった。囚とらわれている五英雄、ハイダル・ワムーに会いに行くためだ。

「寂しいですね。国の英雄だというのに、どうしてこんな扱いを受けるのでしょうか」

「そうですよね……」

　ウルスラにはわからない。彼らはアルゴスを倒した救世主のはずだ。理人にしてもハイダルにしても、それ相そう応おうの敬意を受けてしかるべきではないだろうか。

　特に我が夫のすばらしさは、衆人が理解できるものなのだから。

（いいえ、あまり大衆受けしすぎるのも困りものだわ）

　こういうものは、ことさらに喧けん伝でんしなくても良いが、粗そ雑ざつに扱われるのも許しがたいものがある。さじ加減が大事なのだ。

「まあね。後ろ盾のない強い力ってのは、えてして煙けむたがられるもんなんですヨ。よくある話デス」

　ハセムが戻ってきて、話に加わった。

「わかったような口きかないでくださいハセム・デラ」

「いやほんと。ほんとにあるんデス」

　おどけた口をきいているが、妙に実感がこもっているのを見逃さなかった。

　ティマーニの教会で聞いた打ち明け話によれば、彼の実家でも、それなりのことはあったのだろう。だが、それ以上のことは聞かないでおこうと思った。今は彼も望んでいないように見える。

　かわりにウルスラは、別の話題をふった。

「ハイダル・ワムーさんと言えば……」

「なんですか、ウルスラさん」

「いえ、わたしもよくわからなくて……もしこのままハイダルさんが戻ってこれなくなったり、なんらかの事故に巻き込まれたりしたら、リヒトはどうやって『ちきゅう』に戻るのでしょうか」

　ずっと気になっていたことだったのだ。

　ハイダル・ワムーは、理人をこの世界に二度も呼び出した魔術師である。彼にもしものことがあったら、理人はどうなるのか。

　ハセムとトトが、そろって不意をつかれたように目を丸くした。

「あの、すみません。本当にただ疑問に思っただけで。こんな時に聞くことじゃありませんでした。忘れてください」

「いやいや……単に考えたこともなかったダケですヨ。どうなるんですかね、トト・ハルネラ嬢。魔術師の見習いとしては」

　ハセムはトトに話をふった。

「そうですねえ……」

　トトが口元に手をあて、考えこむ。

「ハイダルさんでないと、『ちきゅう』に帰ることは無理なのでしょうか」

「いえ……そういうわけじゃないと思いますよ。たぶん、難しいですけど術者以外が渡と界かいの術をかけ直すことはできると思います。どんなに複雑な術でも、発動の条件に『誰がかけるか』っていうのは入ってないと思いますから」

「そうなんですか」

「ええ。それでも、厳しいことは厳しいと思いますが。送そう還かんに適切な日時を占うのはとっても難しいですし、儀式自体も複雑です。どちらにしろ召喚した人間と同じレベルの術者が必要になりますから」

「トト嬢じゃ荷が重いと」

「むっ、無茶なことを言わないでくださいハセム・デラっ！　わたしは見習いなんですよ！」

　トトは顔を真っ赤にして否定した。

　つまり、不可能ではないが面倒なことになるということだ。

　ハイダル・ワムーという、偉い大だいな術者が生き残ってほしいという気持ちは変わらない。だが一方で、ウルスラの夫がこの世界にとどまるかどうかという問題も、重大な懸け念ねん事項なのだ。

（──まあいいです。今は目の前の問題に取り組みます）

　ウルスラは冷めかけた茶に口をつける。

　窓の向こうは、しだいに夕方の色に近づいていた。王宮でいま何が起きているのか、ここにいては察することができない。それがウルスラにはもどかしい。
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　ウィルタミア王宮の大会議場には、円卓のメンバーである貴族や騎士が、勢ぞろいしていた。

　国王エセルバッハ一世が、一段高い玉ぎよく座ざに腰かけ、向かい合うように扇状の座席が広がる。理人とイシュアンは、横の扉から入場する形になった。

　ここまで理人を連行してきた騎士が、入り口で声を張り上げる。

「──勇者リヒト・アイカワ。盗賊イシュアン・トロール。参りました！」

　ドアのちょうど正面には、ハイダル・ワムーが、半ば隔かく離りされるように椅子に座っている。両脇には衛えい兵へいが立ち、こちらと目が合っても、物を言い合うことは許されない。

（国王陛下、ちょっと痩やせたな）

　あらためて思う。あまり体調は良くないのかもしれない。記憶よりもやつれた印象だった。

「おお、勇者リヒトか。よくぞ無事に戻った。喜ばしいことだ」

　中央の演台にまで進んできた理人は、うやうやしく礼をする。

「……ご心配おかけして、申し訳ありませんでした」

「イシュアン・トロールも無事なようだな」

「はい。国王陛下」

「そなたたちまで失われたとあっては、やりきれぬ。不幸中の幸いだ」

「──ですけどねえ、まさか二人だけで戻ってくるなんて！」

　からみつくような女の声が、会議場内に響きわたった。

　異様に白く塗ぬった顔に、赤い唇が目立つ中年女性。自分の席で扇の房ふさをもてあそび、理人たちに目を細めている。以前にもこちらを揶や揄ゆしていた女伯はく爵しやくだ。覚えている。

「生き恥をさらして──とまでは申しませんけれど、せめて何があったのかつまびらかにしていただけないかしら。ねえみなさん？」

　他の貴族も、「まったくだ」と同意の声を上げる。

「ここにいる全員、あなたたちが生きて帰還したと聞いて、飛んで参りましたのよ。ねえ？」

「しかり。レディのおっしゃる通りだ。ぜひとも真実を明らかにしてもらいたい。イエンマルドの証言は気にせずとも良い。我々円卓は、君らの味方だ。五英雄よ」

　──なんとお優しいお言葉。ご慈じ悲ひに涙が出てきます。そんな風に喜べるほど、理人もおめでたくできているわけではなかった。

　すでに覚悟は固まっている。ここで語ることに、真実は必要ない。とにかくバティーヤたちを追う時間を稼かせがなければならない。

（やるよイシュアン）

　目配せをすると、イシュアンもうなずき返した。理人はあえて力を抜き、うつむき加減に口を開いた。

「……あえて語るほどのことがあるかは、わかりません。ロード・ログワイヤは、僕の目の前で砂嵐の船外へ落ちていかれ……すぐに助けに飛び出しましたが、僕自身も嵐に巻き込まれて意識を……あと一歩で死ぬところを、イシュアン・トロールとハセム・デラ氏に助けられた次第です」

　うなだれながら、一部は真実であり、一部はそうでない事象を語った。

「イシュアン・トロール。勇者リヒトの証言に相そう違いはない？」

「──はい。砂漠はとても怖かったです。彼を……リヒトを見つけることだけで精一杯で……砂漠の呪いというものは、本当にあるものだなと思いました」

　イシュアンはイシュアンで、隣で華きや奢しやな肩を震わせる。

「どうかお許しいただけないですか、エセルバッハ陛下！　こんなことになるなんて思わなかったんです。精一杯やったんですけど、だけど……っ」

　ちょっとさすがに演技が過ぎないだろうか。

　イシュアンの可か憐れんすぎる熱演に、うっかりすると引きそうになる自分がいて、必死に顔に出ないよう力をこめる。

　さめざめと泣いて訴えるイシュアンに、会議場内もざわめいた。「いや……どうしますかねこれは」「さすがの五英雄も、呪いの前には形無しだったか」「ですが卿があまりに哀あわれですよ。護衛がこれだけいて」「そうだ人が亡くなっているのだぞ。示しがつかない」「だが彼らとて死力はつくしたのでは？」「けじめですよけじめ」「国民の声は」──いくつもの声が交こう錯さくする。

「──ほんとにごめんなさいっ。許してくださあい！」

「もう良い、泣くな。どうにもならなかったのはよくわかった」

　議論を打ち切ったのは、高所からの鶴つるの一声だった。

　国王、エッセルバッハ一世だ。ため息混じりに手を振った。

「いくら英雄であろうと、万能ではない。まして二人は若年も若年だ。いたずらな期待をかけた我々にも過あやまちはある」

「陛下……！」

　イシュアンの碧へき眼がんに涙が光り、顔が歓喜に輝くが、一方では貴族たちがだまっていない。

「ですが陛下。このままではけじめが。円卓の一員たるロード・ログワイヤと、王国の礎いしずえたる騎士ブランが失われたのですよ」

　白塗りの女伯爵が食い下がる。

「そうです陛下！　彼らの名めい誉よを回復せねばなりません」

「ではそなたらは、どうすれば良いと申すのだ？」

　半ば投げやりな質問に、女伯爵は一転、うやうやしく返す。

「──恐れながら、ハイダル・ワムーの処分をご決断ください」

「賢さかき者をか？」

「かの者は、こちらに議席を持って以来、ウィルタミアの王政を乱し惑わせるばかりです。リヒト・アイカワとイシュアン・トロールをお咎めにならぬとおっしゃるのなら、二人を現地に遣わした筆頭魔術師としての責任こそ厳しく追及されるべきではございませんか？」

　エセルバッハ一世は、しばし考えこんだ末、眼下で隔かく離りされるハイダルの顔を見た。ハイダルは、何も言わずに目を伏せた。

「陛下！　ご決断を！」

「陛下！」

「だがしかし……時の五英雄に重じゆう刑けいを科すのは、民の声が……」

「今は王家の強い威い信しんを示す時です。いまだ軟禁中のルガリア王との、格の違いを表すべきでしょう、エセルバッハ陛下！」

　その一言が、決定打だったようだ。

「──良かろう。余にも異論はない」

　結論は出された。一拍の間をおいて、割れんばかりの拍手がわき上がった。イシュアンが両手で口をおさえる。

　あらためて会議の議長が、円卓の決定としてまとめを読み上げる。

「ウィルタミア筆頭魔術師ハイダル・ワムーを、絞こう首しゆの刑とする！　意義申し立ては月周り三週以内。刑の執しつ行こうは月周り四週後とする。これは王と円卓の決定なり！」

　ハイダル・ワムーは、その場で衛兵に拘束され、席を立たせられた。貴族の拍手が鳴り響く中、理人は彼と目があった。口元がわずかに動いた気がしたが、理人には読みとれない。そのまま兵に囲まれ、大会議場を出ていった。

　世界を救った五英雄は、最後の最後まで、なんの申し開きも許されなかった。

（終わった）

　これが現代日本ならと、司法の曖あい昧まいさを嘆いても仕方ない。ここは異世界パナケイアなのだ。

　誰も理人たちのことを見なくなったところで、理人は呟いた。

「──これで良かったんだよね」

「ああ。少なくともしばらく時間が稼げる」

　賢者の石もログワイヤ卿の罪も、ここでは明かさない。自分たちで狙って招いた落としどころとはいえ、心臓にいいものではなかった。

　迫はく真しんの噓うそ泣きをしてのけたイシュアンも、すでに意識を次に向けている。

　処刑までの期間に、バティーヤたちを捕まえられればこちらの勝ち。駄目なら、アウトだ。

「でも、ハイダルと賢者の石の話がほとんどできなかったのは痛いな。もうちょっと喋しやべりたかったよ」

「いや、そうでもないぞリヒト」

　意外なことを彼女は言った。

「ハイダルのやつが最後に、口動かしてただろ。あれ、たぶんヒントだ」

「ヒント？」

　──理人には読みとれなかったものを、盗賊の『目』はしっかり拾っていたようだ。

「すごいね。なんて言ってたの」

「か・ら・す・の・く・ち」

「鴉からす」

　また妙な伝言をと思ったが、次の瞬間、ひらめくものがあった。

「……そうか、鴉だ……」

「リヒト？」

「知ってる──書しよ斎さいの置物だ」
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　王宮の決定は、そのまま市街へと喧伝された。

　路上でばらまかれる号外に、大勢の民衆が群がった。

「なんとなんとお！　かの魔神戦の五英雄。ハイダル・ワムーが処刑されるぞ！」

「刑の執行は、月周りで四週先！」

「詳しいところはこっちの瓦かわら版ばんを買ってくれ！　さあ一部三ウィル！　早い者勝ちだぞ！」

　ハイダル・ワムーと言えば、日頃祭りで感謝を捧げていた五英雄の一人だ。それが国家を拐かどわかし、高位貴族を死なせた罪で殺されるというのである。みな度ど胆ぎもを抜かれた。

「どういうことだよこりゃいったい。ハイダル様が何をしたってんだ」

「王様も無む体たいな真似を。『賢き者』は救きゆう国こくの英雄じゃないか」

「いやいやいや、こういうのは実は陰でいろいろやってたんじゃないのか。金が入ると人は変わるって言うだろ」

「そりゃおまえだけだろうが──」

　瓦版を片手に、民の反応は割れた。

　英雄は英雄か。はたまた悪人か。さまざまな憶おく測そくや放言が飛び交い、一部の人間は、真実を知ろうと下町にあるハイダル・ワムー邸にも殺さつ到とうした。

　そして問題の屋敷の中では、別の意味で真実を知るための作業が進行していた──。







「──リヒト様！」

　王宮からハイダル邸に戻ってきて、数刻が過ぎようとしていた。

　理人が二階の廊下を歩いていると、トトとウルスラが、階段を小走りに駆け上がってきた。

「とりあえず中に入ろうとしていた方々には、お引き取り願いました」

「ありがとう二人とも」

「ほんとに。ウルスラさんの蜘く蛛もと蛇へびがとても役にたちました」

　どういう形で役にたったかは、詳しく聞かないでおこうと思う。

「それで、わかりましたか。ハイダル様の伝言の意味」

「いまから確かめるところだよ。一緒に来て」

「はい！」

　ウルスラとトトを連れ、目の前にある書斎の扉を開けた。

　天井の高い空間を、大量の書物が埋めている。本以外には、魔術や占いのための道具も一緒にしまってあった。

　ハイダルが指定したと目されている『鴉』は、そんな占せん術じゆつの道具と一緒に棚に並んでいた。

　一見して、鴉の剝はく製せいのように見える。まるで本物が棚に入りこんで羽を休めているように見えて、ちょっとぎょっとしたので覚えていたのだ。

「どう？　イシュアン」

　イシュアンとハセムが、問題の鴉をテーブルの上に移動させていた。イシュアンが、顔を近づけて検証にあたっている。理人の声に、髪をかきあげ振り返る。

「──はじめに見立てた通りみたいだ。生き物の剝製に似せてるけど、全部一から魔術で作った『まがいもの』だ。魔法の品マジツクアイテムってやつだ」

「そうなるか──」

「問題は、これが何を意味してるかってことだよな」

　イシュアンは、こつんと鴉の頭を叩いた。

　盗賊の見立てでわかるのは、金きん銭せん的価値や戦闘上の有利不利だ。それ以上のことは鑑かん定ていできない。

「少なくとも、多少いじりまわした程度じゃ何も起きませんヨ」

「そっか……」

　理人は魔法でできているという鴉──見れば見るほど精せい巧こうだ──を眺め、何気なくくちばしのあたりを触れてみた。

「うわあ！」

　いきなり鴉が動きだした。

　頭をふり、黒い翼をはばたかせ、書斎の中を飛び回りはじめる。

「おい、いきなりコレかよ！　だんまり決めこんでたくせに！」

「なんなんだいったい……」

　扉も窓も閉めていたため、うるさく鳴きわめく魔法の鴉は、どこにも行けずに本棚の上にとまった。




『──こえますか。きこえますか』




「！」

「しゃべった」

「ハイダルの声だ！」

　理人たちは、さらに騒そう然ぜんとなった。

『きこえますか。大丈夫ですか』

　あらためて聞けば、間違いない。あの筆頭魔術師の声だった。

「……大丈夫だよ。聞こえてるよハイダル」

　理人は、うわずりそうになる声をおさえてそう言った。

『良かった。繋がったようですね』

「ハイダルの魔法なの？」

『ええ。外部に感知されない程度の力しか使えないので、かなり制限は多いですが』

　理人の後ろで、トトが「ええ、うそっ」と驚きよう嘆たんの声を上げた。

「だってだってだって。そこまで微弱な魔力だけで音声を繋げて届けるって……マッチ棒で城を建てるみたいなものですよ。どういう構成になってるんですか」

「あれだろ？　毎度フルパワーの暴走魔術とは訳が違うってことだ。がんばれよ、トト」

「う。そ、そうなんですが」

　イシュアンのつっこみに、トトは気まずげに首をすくめた。

『トト・ハルネラですか。あなたのことも聞いていますよ。大変優秀な生徒だそうですね』

「はっ、はい！　ハイダル・ワムー様！」

『学識に富み、将来が楽しみだそうですね。リヒトが褒ほめていました』

「ととととと、とんでもありません！　きょうちゅくです！　いえ恐きよう縮しゆくです！」

　舞い上がるあまり、嚙かんだ。

『そんなあなたにも協力を頼まなければならないことを、申し訳なく思います。そしてここからが本題です。リヒト──私はあなたが求める賢者の石について、有益な知識を持ち合わせてはいません』

　理人は息をのんだ。

「わからない……？」

『はい。ヴェズナーヤ王おう朝ちようよりも過去に、大きな戦乱があったことは確かです。ですがその頃の記録は非常に曖昧で、本腰を入れて検証している者も少ないのです。仮に賢者の石と呼ばれる魔法の品マジツクアイテムも、あったと言えばあったでしょうし、ないと言われれば否定できません』

　鴉の口から発せられる声だけでは、彼がどんな表情をしているのかわからない。

　ただ、言葉の意味だけがそこにあった。

『もちろんバティーヤたちが集団で動いている以上、あると見た方が有効なのでしょうが……』

「ハイダルでもそうなんだ……」

『すみません。そうなんです。私たちも、地方の歴史を気にする余裕ができたのは、つい最近のことなんです。ただリヒト、現状でも知識を集める手段は残されています。近くに私の机がありませんか。引き出しの一番上を開けてみてください』

　理人が反応するより早く、一番後ろにいたハセムが、書き物机の引き出しを開けることになった。

「……これがどうかしましたかネ」

『引き抜いて裏を見てください』

　言われた通りに引き出しを引き抜いて、中をこぼさないように底板を見る。すると、革のバンドで金属製のメダルが留とめてあった。

「また回りくどい真似を……首飾りの……モチーフ？」

「通行証です！　図書館塔とうの！」

　メダルを取り出したハセムの横で、トトが叫ぶ。

「すごいすごいすごい。すごいです。一般図書、閉へい架か図書、閲えつ覧らん禁止資料や未分類資料まで制限なし……全階層が使用可能です。はじめてみましたこんな通行証！」

『私に与えられていた許可証です。それを使えば、塔の司書たちも書庫を開けるでしょう』

「……ひ、筆頭魔術師の閲覧認証……」

　トトは、太陽か邪気にあてられたかのようにふらついた。

　一方では鴉から、ざらざらと、ラジオのノイズのような音が漏れ出てくる。

『地下神殿で見たという伝承と、よく似た言い伝えが蒐しゆう集しゆうされている可能性があります。場所を問わず調べてみるといいでしょう。あとは──』

「ハイダル？」

『……そろそろ時間がなくなってきたようですね。リヒト。もう一つだけいいですか』

「なに？」

『もし万が一、処刑の期日に間に合わなかった場合ですが──帰還の儀式は、私の師匠であるジョスト・オルガを頼ってください。すでに引退していますが、占術の腕は衰えていないはず。少しでも安全に界かいを渡れる日を導きだしてくれるはずです』

「ちょっとちょっとハイダル！　やめてよ！」

　縁えん起ぎでもないことを言わないでほしい。

「絶対助けるって言ったじゃないか。そのつもりでやってるんだ」

『ええそうですね。ただ、私の性しよう分ぶんなんですよ。心配なことは、少しでも手を打っておきた──て──』

「ハイダル！」

『よろしく──おねが──す──』

　そこから先は、完全な砂嵐だった。ハイダルの声は、どれだけ待っても聞こえてこなかった。

「時間切れってやつですカ」

「ったく。ほんとにあいつは……聞かされる方の気分はぜんぜん考えてやがらないんだ」

　イシュアンがぼやいて、ただの置物に戻った鴉を叩いた。

「とにかくリヒト。ハイダルの言いたいことはわかったんだ。やることやろうぜ」

「うん──了解だ」

　手元にあるのは、彼に託たくされた通行証。魔術学院の図書館のものだという。

（一ひと月つきか）

　処刑が実行されるまでの期日。長いようで短い。それまでに賢者の石の実態をつかみ、バティーヤたちを捕まえて、このウィルタミアに戻ってこなければならない。どれだけ困難であろうとやるのだ。

「トト。悪いけど案内、頼めるかな。本ってなると僕はお手上げだ」

「もっ、もちろんです！　僭せん越えつですが精一杯案内役をつとめさせていただきます！」

　そこに突破の鍵があることを信じて──今は少しでも進むしかない。




「ちょっとアナタ！　どこから入ってきたの！」




　その時だった。閉め切った扉の向こうから、女の金かな切きり声ごえが聞こえた。

「どこからもくそもねーよ。こっちでいいんだな!?」

「だから待ちなさいって！　このクソガキ、消し炭にするわよ！」

　片方はローグのものだ。今までの冷静さをかなぐり捨てた声こわ音ねにぎょっとした。

　表にたむろしている野や次じ馬うまの誰かが、屋敷内まで進入してきたのだろうか。

「見てきましょうか」

「気をつけてウルスラ」

　ウルスラが、書斎の扉を開けた。

　──と、同時に、人影が部屋の中に転がりこんでくる。

（子供!?）

　ぼろぼろと言っていいほど使いこんだ砂塵除けのマントを着込み、ブーツも髪も土や埃ほこりだらけ。路上で暮らす子供の方が、まだ小こ綺ぎ麗れいな恰かつ好こうをしているかもしれない。そんな──少年。

「すみません！　どうかその子を捕まえて！」

　さらに顔にひっかき傷を作ったローグが、髪を振り乱して駆け込んでくる。

「だーかーら、オレは怪しいもんじゃないってば！　兄ちゃんたちに会えばすぐわかるって──あっ、姉ちゃん！　タスケテ！」

「誰が姉ちゃんだおい」

　イシュアンが、駆け寄って抱き着こうとした少年の足を引っ掛けた。少年は、「ぐあっ」と綺麗に転倒した。

「……あ、相変わらずですねその華か麗れいな足技」

「なれなれしい口きくなよ。おまえなんか知らないって」

「その厳しい口調もたまらない！」

「はああ!?」

「ち、ちょっとちょっとイシュアン。やめなよ。よく見なよ」

　眉をつりあげるイシュアンを、理人は慌てて宥めた。

「覚えてない？　だいぶ前だけどさ。ティーダだよ」

「へ？」

「だからほら、ラーナに会いに行く時──」

　イシュアンは、きょとんと目を見開いた。完全に不意打ちで、初耳のような顔だった。

　そして──気づいた。

（馬鹿だ僕は）

　覚えているはずがないだろう。彼に会ったのは『彼女』──魔神アルゴスのかけらが、人の姿を取った時のものなのだから。

　あの後に天から落ちてきた『本物』が、知るわけがない。

「リヒト？　どうしたんだ？」

「……ごめんイシュアン。僕が悪かった。でも僕は、その子を知ってるんだ」

　そうよく知っている。あまりの馬鹿さ加減に、苦笑が漏れた。そしてそのまま、絨じゆう毯たんに倒れ伏す少年のもとに、片かた膝ひざをついた。

　ティーダ・エルン。【切り拓ひらく者】、女剣士ラーナ・エルンが身を寄せる開かい拓たく村むら、グラリアの福ふく祉し施設で暮らす少年だ。

「ひさしぶり。元気だったティーダ」

　一人で王都まで来たのだろうか。

「兄ちゃん……」

「ラーナは元気？　一緒にこっちに来てるの？」

　そう言って差し伸べた理人の手は、その場ではねのけられた。

「ティーダ」

「──────どうしたもこうしたも、ないよ」

　ティーダは、はらったその手で、のび放題の髪をかきあげた。ぎらぎらと熱した鉄のような眼が、直にこちらを射い貫ぬいた。

　内側に、激しい怒りを燃やし続けている。

　こんなティーダを、理人は知らない。

「オレはね、逃げたんじゃない。助けを呼びに来たんだ。ウィルタミアの英雄、勇者リヒト。ラーナの仲間たるあんたのことを！」





　　　　　＊＊＊






　水を飲んで書斎に戻ってくると、ティーダの姿はすでになかった。

「ティーダは？」

「下で着替えと食事」

　イシュアンが、そっけなく答える。

「やっと動いてくれたぞ。ほんとはろくに食ってなかったみたいなのにさ」

「そう……良かった」

　これでしばらく時間が稼げる。

　同じ部屋にいるウルスラが、思案げに目を伏せた。

「……屋敷の周りには……かなり念入りに蛇と蜘蛛を配置していたんですが……突破されるとは思いませんでした。彼はかなりの手て錬だれなのでしょうか」

「いや……そういうわけじゃないと思うよ。たぶん、それだけ必死だったんじゃないかな」

「そうですか……」

「そうだよ」

　どこか腑ふに落ちないような顔をしていたが、それ以上は追及してこなかった。

「とにかく、ティーダは普通の子供だよ。僕は前の旅でティーダに会ったんだ」

「へえ、前の旅？　いつの話ですカ？」

　ハセムがすかさず疑問を挟んできた。理人は「二度目の方です」と答えた。

「そもそも僕が六年ぶりにパナケイアに召喚されたのは、魔神アルゴスの封印がゆるんだと報告があったからです。僕はハイダルの依頼を受けて、再封印の旅に出ました。僕と──死んだイシュアン・トロールの姿を取った、魔神のかけらと一緒に」

　誰かが息をのむのがわかった。だが理人は、それが誰かを確認するのはやめた。

　へたに衝撃を受けたり悲しむ姿を見たら、ただでさえ重い口が動かなくなりそうだったからだ。

　そうして理人は、『本物』のイシュアンを含めた、全員の前で語った。

　封印の聖剣を完成させるために、かつての仲間を訪ねていったこと。ティーダはその途中で出会い、魔神のかけらのイシュアンとも交流があったこと。

「だからあいつ……私と顔見知りみたいなこと言ってたのか……」

　最後まで聞き終えたイシュアンは、なかば呆ぼう然ぜんとしていた。

「び、びっくりです。魔神と一緒に旅をするなんて。わたしなんて怖くて怖くて一いつ睡すいもできないと思います」

「そりゃあトト嬢。あなたと一緒にしちゃいけませんヨ。泳がせて息の根を止める作戦なんですから。まあ誰にでもできることじゃないでしょうケド」

「わかってますよお。リヒト様だからなしとげられたっていうのは。でもほんとにすごいです」

　勝手にいいように解かい釈やくしてくれるのは、それなりにありがたかった。

（──ただ好きで、一秒でも長く一緒にいたかっただけだよ。本当はね）

　これは当の魔神でさえも指し摘てきできなかった、理人の心の内の歪ゆがみだ。このことだけは、この先も誰にも言わずにすませたい。

「……まあそういう感じで、けっきょくアーマッド岳まで引っ張って、聖剣で魔神を再封印したんです。すぐ後に本物のイシュアンが天から落っこちてきて、結果オーライって感じになったんですけど」

「はっ、大した内うち幕まくですネ。かくして世界は二度目の平和を取り戻しましたってことですカ」

「平和……かどうかはわかりませんが。その後はハセムさんたちが知る通りです。イシュアンの回復を待ってる時に、路みち葉ばのゲーム機が見つかったんです──と」

　理人は言葉を途切らせる。

　ドアの方を見れば、ちょうどティーダ・エルンが顔を出したところだった。

　ぼろぼろのマントは脱いだが、顔や服の汚れはそのままだった。相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらで、理人にたずねてくる。

「もういい？」

「大丈夫だよ。落ち着いたかな。食事はとれた？」

「まあね。なんかいてほしくないみたいだったから、食べてきてやったよ。オレってば親切だから」

　場合によっては、生なま意い気き言うなと怒る人間が出たかもしれない。だが、この時は誰も口にしなかった。少年の顔つきを見れば、彼がどれだけ本気かよくわかるからだ。

「ありがとうティーダ。話があるんだよね」

「そう」

　書斎内の椅子に腰かけたティーダは、急に口ごもって静かになった。

「…………この間さ、ラーナがひどい怪我したんだ」

「ラーナが？」

「そう。馬鹿やったオレをかばって、逃がすためだった。オレは助けを呼ぶために現場を離れて……捕まりそうになったけどなんとか村までたどりついて……そんで大人と一緒に戻ってきたら、ラーナが血だらけで倒れてた」

「──っ！」

「敵は、ばかでかい鳥に乗って飛んでった……」

　殴られたような衝撃だった。

（──鳥）

　まさか、響子とバティーヤ一行か──？

「もっと詳しく話してティーダ。誰がそこにいた？」

「わかんねえよ！　オレ、なんにもできなかった。悔しいよ。ラーナは今もベッドから起き上がれなくて、オレに兄ちゃんに会いに行けって言うんだ。これ持って一秒でも早くって。兄ちゃんならなんとかしてくれるってこと？」

　当時の状況を思い出したらしく、ティーダは喉のどの奥を震わせる。そして、服の懐ふところから、一通の封書を取り出した。

　署しよ名めいと宛あて名なは読むことができなかったが、理人にあてられていることはなんとなくわかった。

「これを僕に？」

「そう。リヒト・アイカワへ。ラーナからだ」

　理人は、彼から封書を受け取った。

「……ここで読むよ。いい？」

　ティーダは、無言でうなずいた。理人は、彼が肌身離さず持ってきた手紙を、その場で開いた。








　　　リヒトへ






　この手紙は、グラリア村のベッドの中で書いている。ある程度のことは、ティーダから直接聞いていると思うが、やつのことだから支し離り滅めつ裂れつで適当かもしれない。念のため文字に残しておくことにする。

　収穫月の七の日に、グラリア郊外の平野で、未確認の団体に遭そう遇ぐうした。

　数はイエンマルド人が五。ウィルタミア人が三。ルガリア人が三。どれでもない黒髪の娘が一。連中は集団で移動していた。地面から、何かを掘り出した後のように見えた。

　私は連中に見つかって交戦し、残念ながら敗北した。敵は巨大な鳥に乗って、村から北へと飛んで移動していった（私見だが、鳥はルガリアの山間部で会ったユキクイドリに似ている気がする。一時期世界をぶらついていた時に見かけたやつと、尾の形がそっくりだ）。

　連中は「次の発掘地は修しゆ行ぎよう僧そうの根ね城じろ」と言っていた。ならば次の移動先は、ワイト寺じ院いんだ。

　早く手を打った方がいい。あれは世界に災厄を振りまくタイプだ。あくまで私のカンだが、このカンが今まで外れたことはない。

　特に気をつけるのは、片眼鏡のルガリア人と、黒髪の娘だ。

　娘の方はまるで魔神のように強かった。名前はキョーコ。確か『勇者』キョーコと呼ばれていた。







「……勇者キョーコと、呼ばれていた」

　理人の横で、イシュアンが手紙を読み上げているが、最後は語尾がかすれていた。

　相変わらずそっけない、必要最低限の情報しか書いてない手紙だ。とてもラーナらしい。でもそのわずかな文面の中に、にわかには信じがたい、重要な手がかりが大量にのっていた。

　ラーナはやはり、響子とバティーヤの集団に遭遇したのだ。

「どういうことですかコリャ。イエンマルドにウィルタミアはともかく……ルガリア人まで嚙んでるってことですカ」

　それだけではない。

「なんで路葉が魔神なんだ……」

「次の発掘地ってのも気になるな。まだ石は見つかってないのか？　それとも何個もあるのか？」

「本当なんだよ兄ちゃん！」

　ティーダが声を大きくした。

「女の子なんてはじめはふらふらで、今にも倒れそうに見えたんだ。でも、ほんとに強かったよ。瞬まばたき一つしないで、指一本でラーナを吹っ飛ばしたんだ。悪い夢でも見てるみたいだった」

　彼は言うが、すぐには想像できない。路葉響子は、普通の女子高生だったはずだ。

　だが、必死なティーダと、ラーナの手紙が目の前にあった。これは本当のことなのだと言っていた。

　なんらかの形で、響子自身が超人的な力を得ているのか──？

「ワイト寺院に行かないと……」

「そうだリヒト、行くぞ！」

　イシュアンが、すかさずこちらの肩を叩いた。

「これはチャンスだ。キョーコに追いつける」

「うん、そうだね」

「速攻だ。急ぐぞ」

　ワイト寺院。ウィルタミアの南に位置する、ワイトの修行僧たちの聖地。

「あのな兄ちゃんたち！　オレもついてくからな！　ラーナの仇かたきを討つんだ！」

　そう言い張るティーダも含めて、全員で移動するかと思っていた。

　だが、一人だけ反対の声を上げた者がいた。

「あの……すみません。わたしは、ここに残ってもいいでしょうか」

「トト？」

　トト・ハルネラである。

　彼女は精一杯腰を低くした口調で、必死に言葉を選びつつ、言った。

「本当に差し出がましいのですが……ハイダル様の通行証で、賢者の石のことを調べてみたいんです。ごめんなさい。お願いします」

「君だけで？」

「もちろん！　決して筆頭魔術師の権けん威いを乱用したいとか、公私混同とか、そういうことではなくて。ただわからないまま放置しておくのは、よくないことだと思って。あの、どうせわたし、旅ではあまりお役にたちませんし。せめてだからその」

「──いや、いいよトト。僕からもお願いできるかな。君の魔法はすごいし、なくなるのは痛いけど」

「ほ、ほんとですかっ」

　理人は、どんどん早口になるトトに、うなずいた。

　実際、理人たちでワイト寺院に行っても、響子たちに遅れを取ったりすれ違ったらもうアウトだ。その時は、きっとトトが調べた情報が必要になってくる。戦力ダウンは痛いが、致し方ない。

「君がそうしてくれると助かるよ。がんばってくれるかな」

「は、はい！　がんばります！」

　トトは泣きそうな顔から一転、破は顔がんした。







　ウィルタミア王立魔術学院は、ハイダル邸のごく近所に存在する。

　魔術師の養よう成せい機き関かんであると同時に、かつて土着の呪いやまじないとして、世界各地に分散していた魔法を、体系立てて研究できる場として設立され、最近では派生する歴史や哲学、倫りん理り学、地政学や生せい態たい系の研究までカバーするという。

「つまり総合大学ってことなんだな……」

　理人は学院の敷しき地ちを歩きながら、ぼんやりと感想を漏らした。

「そうですね。リヒト様の故郷がどのようなところかは存じあげませんが、パナケイアで学問をしたいと思えば、この学院で学ぶのが一番手っ取り早いです」

「へえ」

　トトの説明によれば、ウィルタミアだけでなく、国外からも留学生がやってくるのは、そのためも多分にあるのだそうだ。

　最高の環境だとしても、まだまだ未知の部分はじゅうぶんにある。

　トトはここで、『賢者の石』の手がかりを探すのだ。

　理人たちの目の前を、かつてない密度で魔術師たちが闊かつ歩ぽしている。トトのような十代前半の見習い学生から、教師や研究者レベルの成人まで、世せ代だいは様々。ローブの色や縫ぬい取りの図案も様々。敷地のあちこちに建つ、独立した学がく寮りようの間を歩いている。

　そして、学寮の中心にそびえるのが、図書館塔だ。

「ここの図書館塔は、言うなればこの世界の知の結晶です。歴代の魔術師たちの思考、叡えい智ち、蒐集した事象の記録はすべてここに集められていると言われています」

「なるほどね」

　理人の目もく算さんでは、ビルの四、五階ほどの高さだろうか。塔というだけあって、高さに比べて面積はそれほど大きくない。

　世界の叡智を集結というには小規模だなと──ぼんやり思った自分がいた。だがその感覚は、早々に打ち破られることになるのだ。

　全員で塔の中へ入ると、いきなり壁と受付カウンターにぶち当たった。

　他には休きゆう憩けい用の椅子が数個置かれるだけで、本の表紙の一枚も見あたらない。

「なんだここ。これが図書館か……？」

　イシュアンも、戸惑い気味にあたりを見回している。

　トトがカウンターへ進み出て、受付の女性に申し出た。

「あの、書架の利用を申しん請せいします」

「通行証を出してください」

　化粧気のない、どこか無機質な雰囲気の女性は、薄紫色のローブを着て、トトから通行証のメダルを受け取った。彼女も魔術師らしく、指先に魔力の光が宿る。

「──利用番号二、七、三、八。閲覧制限は一層から百三十八層まですべて無効。確認いたしました。開門します」

　その瞬間、理人たちの目の前で、壁を形成する煉れん瓦がの隙すき間まから、オレンジ色の光がこぼれた。

「おお」

　重い音をたて、煉瓦が左右にずれていく。

　まるで自動扉が開くのを見ているかのようだった。

「うわ……すご……」

　思わず感嘆の声が漏れた。

　壁の向こうは、すべてが本。書架だった。

　のぞきこめば、地上は五階ぶん、地下は──もはやどこまで続くかもわからないほど深い──。

　円形の壁すべてが書物で埋まっていて、床も階段もなしに、全層がぶち抜きになっている。理人たちが立つ受付から下は、もう断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの奈な落らくだ。それすらもすべて本・本・本である。

　足場が存在しない書架を、小さな浮板に乗る魔術師たちが、自在に飛び回り上下していた。

「はー、すごいな、こりゃ……」

「うん……」

　これは『蟲むしの孔あな』ならぬ、『知の孔』だ。飛び交う浮き板から落ちたら、いったいどこに到達するのだろう。

「それじゃあリヒト様。イシュアン様。行ってこようと思います」

「あ、うん。気をつけて」

　本当に。彼女の隣には、一緒に調べ物をしてくれるローグ・グロイスもいる。理人たちも、書架をのぞきこむのをやめて向き合った。

「よろしく頼むよ。何かわかったらすぐに教えて」

「はい。みなさんもお気をつけて」

　二人は一礼すると、ちょうど入り口の前に飛んできた浮き板をつかまえ、腰をおろして飛び去った。板はまたたくまに書架の下へと吸い込まれていった。

「……魔術師ってのは、いろいろ理り不ふ尽じんですナ」

「さ、私たちも行くぞ。馬車組が待ちくたびれてる」

「了解」

　イシュアンが言う通りだった。図書館塔を出た学院の入り口には、理人たちの馬車が停めてあった。

　荷台にいたウルスラが静かに会え釈しやくをし、御ぎよ者しや台だいのティーダは率直に「遅い！」と口にした。

「早く行こうぜ。日がくれちまうよ兄ちゃんたち」

「わかったわかった。ちょっと待ってよ」

「のんきすぎるって」

　──そうして理人たちは、トトのかわりにティーダを加えた五人で、ワイト寺院へと向かったのだ。

「出発、進行！」

　ティーダが鞭むちを打つ。理人は胸中で呟く。

（……待っててくれよ、ハイダル。必ずなんとかしてみせる）

　そして路葉。いま君がどういう状態にいるのか、僕は知りたい。赤せき蜂ほう座ざのブルゲにも頼まれた。どうか響子のことを救ってくれと。

　会えるといいと思う。心から。
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　風が頰をなで、髪を留めるベールがめくれそうになる。

　閲覧制限をいっさい受けない通行証を持つと、どこまでも際限なく下降できるような気がした。

（すごい。本当に止まらないんだ）

　浮き板の上で、トトは己の興こう奮ふんを必死におさえた。

　自分が本来持つ学生証についた通行証では、地上の一般開架棚と、地下数階の専門書架がせいぜいだ。たまに教きよう授じゆの許可を得て、古い書物を漁あさりに下層へ向かうこともあるが、それでもこんなに地下深くへは入ったことがなかった。

「──トト・ハルネラ！」

　いったいどこまで行くのか。目を輝かせて穴の底を見つめていたら、後ろから名前を叫ばれた。

　ローグ・グロイスが同じく浮き板に乗って、目の前に飛んでくる。

「見ての通り、探そうと思えば閲覧厳禁の禁書庫から、未整理の未登録資料まで探し放題よ。この量をいたずらに探し回ってもどうしようもない。方ほう針しんを決めましょう」

「そ、そうですね。それじゃあ──」

　トトはあらためて周りを見回す。

　ハイダル・ワムーは、地下神殿にあった伝承と同じような言い伝えがないか探せと言っていた。ならばやるべきことは一つだ。

「これ、ウルスラさんに描いてもらった壁へき画がのスケッチです。これを参考にしながら、まずはヴェズナーヤ王朝の他の遺い跡せきの記録を探してみませんか」

「わかった。それならこっちにまとまった資料があるわ。ついてきて」

　ローグが、落下を止めて浮上に転じる。

　さすがはウィルタミアの宮廷魔術師だ。反応が早い。

　彼女の背を追いながら、トトは決意を固める。

（がんばりますよ。イシュアン様。リヒト様）

　簡単に見つけられるとは思わない。それでもやるのだ。

　長い道のりがはじまりそうだった。
















　そこにあるのは、大量の本。

　──路みち葉ば。ほら路葉起きて。起きてってば。

「ん……んん」

　──寝るのはまずいよ。まだ書しよ架か整理の時間だよ。

　そんなこと言われても。

　四方八方を本に囲まれ、響きよう子こは夢うつつの中で反論する。あのね相あい川かわ君。そうは言うけどね、わざわざ夏休みに登校して、こんな一日中本の整理だけってやってられないと思うの。せめてお昼寝ぐらいさせてくれないと。

　──気持ちいいのはわかるけどさ。

　そうでしょう？

　だったら相川君も見逃してよ。なんなら一緒にお昼寝してもいいから。ほら、ここなら誰も来ないし、クーラーはよくきいてるし。

「ねえ。あいかわ、くん……？」

　呟つぶやきとともに、まぶたを開けた。




　自分の愚おろかさがよくわかって、ひどく胸の内が冷えた。




　夢はうつつで、うつつは夢で。

　響子にとって都合のいい夢から覚めても、現実感のない光景は変わらない。

　そこは建材の石がむき出しの部屋だった。窓は鎧よろい戸どのついた格こう子し窓まど。電灯のかわりに銀製の燭しよく台だいが置いてあり、響子は長なが椅い子すの上で、つかのまのうたた寝をしていた。

　熱と砂漠のイエンマルド首しゆ長ちよう国こくから、隣国のウィルタミアに入ってからは、いくつかの城や砦とりでを転々としながら移動してきた。いま響子がいる森の中の砦には、昨日の夜遅くに到着したところだ。

　砦の持ち主であるお偉いさん──おそらく『貴族』というやつだろう──と夕食を食べ、残りは貸してもらった部屋で、ひたすら眠っていた。

（なんだか眠くなるんだよね。この指輪してると）

　響子は自分の指にはまる、二つの指輪をあらためて眺めた。

　翼をモチーフにした純金のリングに、透明度の低い漆しつ黒こくの石が埋め込まれている。

　二つのデザインは非常によく似通っているが、石の形が微妙に違った。端と端をくっつければ、ちょうど曲まが玉たまのような形になるかもしれない。

「ん……でもないかな。まだ足りないところがある、かも」

　ジグソーパズルも、知能テストの空くう間かん把は握あくも苦手な響子は、なんとなくそんな気がする程度にしかわからない。おそらく、その欠けた部分が、これから手に入れるものになるのだろう。

　すべてそろうと、どうなるか。恐ろしいような待ち遠しいような自分がいる。

（異い譚たんの聖せい石せき、か）

　別名、賢者の石。

　はじめにバティーヤから、一つ目の指輪をもらってから、響子の世界は大きく変わった。指輪の石に願い命じるだけで、世界そのものが変わる感覚を味わった。

　響子にとっては、もはやなかった頃を思い出せない、第二の手足だ。つけているだけで消しよう耗もうしても、指から離したいとは思えない。

　バティーヤはこれを、世界を切り取るための鋏はさみだと言った。真に賢い者が使えば、誰もが幸福になる道具だと。

　しかも、この聖石を使いこなせるのは、本当の勇者である響子だけだという。

「──キョーコ。起きたのね」

　顔を上げれば、当のバティーヤが部屋にやってきたところだった。

　彼女は響子の友人であり、行動をともにする隻せき眼がんの魔術師だ。とても頼りになる。

「夢を見ていた？　悲しい夢？」

　──ああ、本当にバティーヤは、なんでもお見通しだ。

　彼女の笑顔は、内側に大事なものを隠しているような、それをがまんして笑っているような、しなやかな大人の笑顔で響子は好きだ。

　人の痛みにも共感してくれる。

「悲しいっていうか……馬鹿な夢かも」

「悔しくてしょうがないわ。勇者リヒト。キョーコをこんなに悲しませるなんて」

　彼女に抱きしめられて、響子は少しだけ心が軽くなる。

　理人と決別した気持ちも、いつか癒いえてくれるのだろうか。

　本当に大好きだったのに、運命は響子に冷たかった。

「今度私が彼の前に立ったら、説教してやるわ。そのまま問答無用で地球に送り返してやるのに」

「できるの？　そんなこと」

「無理ね。魔術は万能の杖じゃない。今のは言葉のあやよ」

「だよね。そうだよね」

　響子を地球に返すことすら、複雑な儀式と場所や時間の指定が必要だと言っていた。

　バティーヤの目もく算さんでは、かなり先のことらしく、そのことは少なからず響子を落らく胆たんさせたが、同時に理人から離れても、帰還の手段が確保できるのだと安心したものである。

「キョーコは素直な子ね」

「えっ、なに違うの？」

「──冗談よ。そんなに早く帰ることばかり考えられてしまうと、私も切ないわ」

　苦笑されてしまって、響子もそれ以上なにも言えなくなってしまった。

（だって、バティーヤが言うと洒落しやれにならない感じするから）

　できないことも、微笑ほほえみながらあっさりやりとげてしまうかもしれない。そんな気がするのだ。

「大丈夫だよ、バティーヤ。あたしも鋏はさみの使し徒との一員だもん。やることはちゃんとやる」

　国も性別も関係なく、一つの理想のために集つどったこの集団を、バティーヤたちは『鋏の使徒』と呼んでいた。

　リーダーは、ここからさらに北にあるルガリアという国で、政治家をしていた偉い人だという。この役目のために周りから責められ、国を追い出されてしまったのだそうだ。それでも仲間をつのり、捜そう索さくの手を広げ、ついには遠い砂漠にいた響子を見つけだしてくれた。

　理解のない人間というのは、いつどこにでもいるものだ。オズマーから直じかにやりたいことの説明を受けたが、とても素敵な計画だと思ったものである。

（終わったら仕返ししちゃいなよ、オズマーさん）

　グラリアであった騒動のせいで、彼とは別行動になったが、響子たちがなすべきことはわかっている。つつがなく終わらせて、みんなの望みを叶えて幸せにして、そして響子は地球へ帰るのだ。

「もうみんな準備できたの？」

「ええ。それで呼びにきたのよ。出立するから行きましょう」

「わかった。次はどこへ行くの？」

「今度こそ石のある場所よ」

　やっとかという思いだった。目的地は決まっていたのに、たどり着くまで長かったことこの上ない。

「なんだかずいぶん遠回りしてきたよね。まっすぐ飛んじゃえばいいのに」

「飛べればね。できるだけ人の目に触れないルートを取るとどうしてもね……」

「世直しも大変ね──ふあ」

　あくびが漏れて、それをかみ殺す。

「眠い？」

「大丈夫。すぐ慣れるから」

「頼もしいわ。オズマー様もお喜びよ」

　響子は薄く笑った。

（だってあたしは世界を変えるんだもの）

　部屋を出て、階段を降りて砦の外まで出ると、旅たび支じ度たくを終えた使徒たちが、響子のこと出迎えた。後ろには移動用の鳥も控えている。

「行こう、みんな」

「かしこまりました、勇者キョーコ」

　かけがえのない大事なもののように、響子を扱ってくれるのも嬉うれしかった。

「上昇！」

　鳥に乗り込み、号令で飛ひ翔しようがはじまる。大きな翼をはばたかせ、その体が上空へと舞い上がる。

　砦はみるみるうちに遠ざかり、響子たちを見送る賛さん同どう者しやは、砂粒のように小さくなってしまった。

　前方に広がるのは、深い緑の森林地帯。そのさらに先に、万年雪を頂いただく山脈だ。太陽が二つ、さらに高いところで輝いている。

　澄すんだ空気も気持ちがいいが、風が強すぎて目をあまり開けていられない。

（綺き麗れいなとこだね、相川君）

　ここは異世界パナケイア。神様の慈じ悲ひや、魔法の奇跡が本当にある世界。

　そして──相川理り人ひとが恋をしている世界。

　これからあたしは、その世界を切り刻んでぎゅっと縮めて、まったく別の世界に変えてしまおうとしている。あなたが勇者なら、あたしもそう。

　期間限定、鋏の勇者。

「しゃきん、てね」

　小さな呟きは、翼が風を切る音に紛まぎれて消えた。
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　森の中を、一人の野や盗とうが逃げ惑っていた。

「ひっ、はっ」

　手にはわずかばりの金が入った袋を持ち、しかし彼は、すでに自分の行いを後悔していた。

「ちくしょおおお！」

　叫んで頭をふっても、追手は彼をあきらめない。狼おおかみのようにしつこくこちらをつけ狙ねらってくる。

　次の瞬間、低い軌き道どうで撃ち出された錨銃アンカーガンのワイヤーが、野盗の足首にからみついた。盗人ぬすつとはなすすべもなく地面に転倒した。

「ひいっ」

「何が畜生だ、盗人が」

「返す返す！　返せばいいんだろ！」

「そういう問題じゃないんだよ、おっさん」

　茂しげみの向こうから、ワイヤーの先端を持ったイシュアン・トロールが現れる。

「うちの馬車から物盗もうってんなら、それなりの落とし前をつけてくれ。な？」

　そのまま彼女は、野盗をやすやすと縛り上げ、街道で停車する馬車へと舞い戻った。







「──ってわけでこれ。次の村で代官にでも突き出しとこうな」

「お、おう」

　馬車でイシュアンのことを待っていたのは、ティーダだった。一緒に旅をすることになった、グラリア村の子供である。

「荷台入れとくからなー。使う時気をつけてくれよ」

　よっこいせと、男を担かつぎ上げて荷台へ放り込む。汚れた手をはたいた。

「なんだ。ティーダしかいないのか？」

「……うん。まだみんな、戻ってきてないよ。オレは馬車みててくれって……」

　なるほど。不届きな野盗は、複数いた。理人たちは残りの野盗を追いに行っているらしい。

　ティーダはティーダで、意識を失った成人男性を、一人ロープで引きずってきたイシュアンが信じられないようだった。

「はー。やっぱつえーよな、姉ちゃんは……っと、なんでもないなんでもない」

　失言に気づいたように、慌てて口をつぐむ。

「私がやっぱりなんだって？」

「なんでもない」

　相変わらず彼の目には、イシュアンがグラリア村で出会ったそっくりさんに見える時があるらしい。

「わかればいいさ」

「ごめん」

　イシュアンは、御ぎよ者しや台だいに座る彼の隣に移動した。

「お。その号外、トムカムで配ってたやつか？」

「……そうだよ」

　ティーダはさきほど出発した町でもらった、瓦かわら版ばんを持っていた。見ないというので、見せてもらう。

　内容は例によって、ハイダル・ワムー処刑決定の知らせだ。

　転てん移い門もんの出現によって、情報の出回りは加速度的に早くなった。同時にデマの拡散もはげしい。なんと今回の瓦版では、ハイダルは報ほう奨しよう金きんで私腹を肥こやし女を囲う金満魔術師となり果てていた。

「あはは、なんだよこの似顔絵！　似てないにもほどがあるぞ。現物もこれの半分ぐらい肉がついてりゃいいのに。もはや似せる気もないよな。せめて金髪カールはなしにしろって──なあティーダ？」

　半笑いで同意を求めたイシュアンだが、そこで気がついた。

　ああ、やはりそうだ。

　この少年は、誰にも親しげに語る一方で、イシュアンが本当に隣にやってくるとひどく緊張する。他の誰でもない、イシュアンと一対一になる時だけこうなる。

「……私が怖いのか？　ティーダ」

「そ、そんなことないって」

「無理しなくていい。それだけ似てたってことなんだよな。私と例のやつは」

　──魔神アルゴス。そのかけら。

　違うと言われても、つい懐かしげに声をかけてしまうぐらい、そっくりで。でも違うと言われて。どう受け止めていいか、心の中で処理しきれていないのだ。

「どうだ？」

　再度うながすと、ティーダは、顎あごを引いてこっくりとうなずいた。

「……そうだよ……そっくりはほんとにそっくりだったよ。あれが偽物だっていうなら、見分ける方法なんてない気がするぐらいだ」

「そっか。証明する方法もないけど、私は本物だ」

「噓うそくさくて逆に本物っぽいね」

　ティーダが小さく笑った。イシュアンも笑った。

「でも姉ちゃ……じゃないイシュアン。誤解しないでよ。オレも見分けがつかなくなるのはぱっと見だけで、しばらく見てればあー違うなってわかるんだ。兄ちゃんの態度とか、ぜんぜん違うから」

「リヒトの？」

「そ。前の時よりは一歩引いて、こう……わか、わく、わきまえてる感じ？」

　似合いの言葉が見つかったとばかりに、満足げな顔をしている。

　わきまえている。どういうことだろう。

「だってあの時の兄ちゃんと姉ちゃんはさー、意識しまくって好きで好きでしょーがないって感じだったから」

「────」

「だからさあ、あれ実は魔神でしたって言われて、しょーじき反応に困ったよ。もしかして魔神の術にたぶらかされてたとかなのかな、兄ちゃん的にも黒歴史とか……」

　そんなことわからない。

　ただ理人は、相手を魔神だと知った上で、泳がせるために旅をしていたと言っていた。そういう風にこちらに説明していた。




　──なんでもいいよ。イシュアンのこと好きだから。




　ふいに理人の声が蘇よみがえって、どきりとした。

（あれ）

　もしかしてあれは。あの告白の意味は──。

「イシュアン？　ちょっと大丈夫？　聞いてる？」

「……ああ、大丈夫だ。ちゃんと聞いてる……」

「ほんと？　顔色悪いぞ」

「平気だから」

　そう。ティーダいわく、『意識しまくって好きで好きでしょーがない』はずの理人は、イシュアンのことを抱きしめ、好きだと口にした。ずっと昔から、思いをつのらせていたように。

（昔って、いつの昔だ？）

　そして、誰に対してだ？

　あるのはすべて、人づてで聞いた話と状況証拠、そしてそこから導みちびきだされる推すい論ろんばかりだ。出てきた仮説が最悪なのは、イシュアンが悪いように考えているだけなのだ。そうに決まっている。

　でも──万が一にもないだろうか。自分が誰かに重ねられているだけなんて。

　急に言葉少なになったイシュアンを見て、ティーダが「うわあごめんごめん。これ禁句だね。もう言わないよ！」と両手を振った。

「ティーダ。べつに私は」

「あ、ほら。兄ちゃんたちが戻ってきたよ。おーい兄ちゃん！」

　強引に話を切り上げようとしている。

　彼が言う通り、理人たちの姿が、街道の先に見えた。ティーダが声を張り上げると、理人が笑って手を振った。

「イシュアンの方が先だったんだね」

「そうだよ。姉ちゃ……じゃない。イシュアンが捕まえた犯人は荷台で寝てる。そっちは……あ、ちゃんと任務完了か」

　理人の後ろにいるウルスラが、蜘く蛛もの糸で縛り上げた野盗を足元に置いていた。引きずってきたのか転がしてきたのか、微妙なラインではあった。

　でもそんなことは、どうでもいいことで。

「イシュアン。怪我はないよね？」

　相川理人の、いつも通りの優しいまなざしを、受け止めることができない。彼のことを意識しだしたここ最近とは、また別の意味で。

「……イシュアン？」

　イシュアンは、泣きそうな顔を見られないよう、幌ほろ馬車の屋根の上に飛び乗った。

「ちょっとイシュアン！」

「心配しなくてもいい。これぐらいイシュアン・トロール様には楽勝だ！」

「出発するよ？」

「いいさ。どうせ荷台の中は盗人でむさくるしいだろ。特等席ってね」

　声だけでも平然とうそぶいてやると、理人はため息混じりに「わかったよ」と引いた。イシュアンは、心の中でほっと息をついた。

　告白された瞬間から、浮かれるな、のぼせあがるなと言い聞かせてきたはずの心が、ひりひりと痛んで辛つらい。今にも悲鳴を上げそうだ。

「いいデスネ盗賊サマ。私も上がっていいですか」

「却きやつ下か」

　これからどうするべきか、まだイシュアンにはわからなかった。ただ生まれた疑惑は、確かな存在感をもってそこにあった。悲しいぐらいに。
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　──どうも変だ。

　はじめのうちは、気のせいだと思っていた。

　理人たちは、ワイト寺じ院いんに向けて旅を続けていた。

　転移門を使ってトムカムまでショートカットすると、そのまま東にある門もん前ぜん町まちカウラギ目指して馬車を走らせる。以前の旅と同じコースだ。

　ハセムはティーダや理人と交代で御者台に座り、ウルスラは空いた時間でティーダからウィルタミア語を習っていた。魔獣がいない旅たび路じは、道中の山さん賊ぞくを気にする程度で、楽と言えば楽だった。

　問題は残り一人。イシュアンだった。

「──おーいイシュアン！」

　理人は荷台の中から、馬車の屋根にいる相あい棒ぼうに声をかける。

「そろそろお昼にしようか」

　一拍置いて、声が返った。

「メニューは？」

「携帯食でもあっためて食べようかって思うんだけど」

「それじゃつまんないな。ちょっとなんか追加してくる」

　彼女が寝ていた幌の重みがなくなり、次の瞬間には、地面に飛び降りる姿があった。あっという間に草むらの向こうへと消えていく。

（速い）

　一歩間違うと、事務的を通り越してそっけないと思う反応の速さだ。

「リヒト？」

「あ、いや、なんでもないよ」

　こちらがいつまでも彼女が消えた先を見ていたせいか、ウルスラが声をかけてきた。

「大丈夫、大丈夫」

「そうですか」

　理人は、笑ってうなずいた。

　彼女に話したところで、理解してもらえるとは思えない。どうもイシュアンに避けられている気がするなんて。

（……というか、僕だって認めたわけじゃないよ）

　ただ日中のほとんどを馬車の屋根の上で過ごしていて、理人のいる地上に降りてこない。雨や食事時には普通に会話に加わるものの、理人と直接話す回数は格段に減った──ような気がするだけで。

　変化というにも微妙すぎて、理人にも心当たりが見つからない。単純にハイダルのことが気にかかって、たまたま無む駄だ口ぐちが減っているのだと言い張られたら、反論できないレベルだ。

　ただ、そうならそうで、もっと早い段階からこうなっていても良かったはずだ。

　いったいどうして？　何が原因で？　──考えるだけで気が滅め入いってくる話ではある。

（僕もぐちぐち気にし過ぎなんだよな）

　当のイシュアンは、すぐに森のウサギを獲とって馬車に帰ってきた。

「どうだ！」

「うわ、すげえイシュアン。肉だ肉」

　ティーダのはしゃいだ声が響きわたる。イシュアンは満足げに胸をはっている。

　彼女のおかげで、昼食のメニューは非常に充実し、やっぱり気のせいだよなと思うことにした。




「──そうだ。そろそろ予習しとかないと」




　携帯食と焼いたウサギ肉で食事を終え、たき火の始し末まつをする前に、理人は言った。

「予習デスカ？」

「はい。明日にはカウラギに到着しますし。この間の冒険でも、一度来てるんですよ。老師に会うために」

「つまりまた口裏合わせるのか？　あの時会った偽物ですよって？」

　口を挟んだのは、イシュアンだった。

　ごく小さな声だったが、その冷ややかな声音は、思いのほかよく響いて聞こえた。

　彼女の目は、まったく笑っていなかった。

「──口裏っていうかさ。しょうがないだろ。どうしたって町の人に顔は見られてるんだし」

「ばっかばかしい。だったら馬車にこもって寝てた方がましだ」

「イシュアン」

「変な演技でぼろが出るよりいいだろ。キョーコたちが飛んできたら合流してやるから」

　そのまま馬車の屋根に戻ろうとしたので、「イシュアン待って」と強く呼んだ。

「なんだよ」

「どうしたの。なんか変だよ」

「べつに変じゃない。強しいて言うなら、おまえの提案が無茶すぎるってだけだ」

「無茶じゃないよ。あのさ、難しく考えてるみたいだけど、今のままのイシュアンでなんの問題もないんだ。別人になる必要なんてない」

「…………それが、いちばん、嫌だっていうんだ……」

「なに？」

「うるさい！」

　理人ははっとした。

　イシュアンは、震えるほど強く唇くちびるを引き結んでいる。もともと白い肌は、目元だけ赤みを増し、必死に何かをこらえているように見える。

「イシュア」

「来んな！」

　彼女が手の甲で顔をぬぐい、立ち上がって駆けだした。

　とっさに追いかけようと腰を浮かせるが、「待ってください」と制止が入った。

　ウルスラ・アルカンである。

「──ここはわたしに任せていただけますか」

「ウルスラに？」

「はい。お願いします」

　彼女は理人の目を見て、静かにうなずいた。
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　走って走って走って。息が続くかぎり走り続ける。

　吹き荒れる心に急せき立てられように、イシュアンは、ただ森の中を進んだ。

　下草が行く手をはばみ、藪やぶが視界を遮さえぎっても、振り切って足を動かす。見るものは進行方向、ただ一点のみ。

　ふいに世界が広く開けた。

　凪ないだ水をたたえた湖だった。イシュアンはためらわずにその水の中へつっこんだ。

「！」

　ばしゃん！　と水しぶきが上がる音がして、周りに無数の泡が広がる。

　服を着た体は、ずぶずぶと沈み続けたが、ある一定のところで浮上に転じた。背中が水面の外へ出たのがわかったので、反転して顔を出し、息を吸った。

　両手両足を投げだし、水に浮かびながら見る空は、皮肉なぐらいよく晴れていた。

　吸って、吐いて、また吸って。どれだけそのままの姿勢でいただろう。

「……何をしてるのですか？」












　声がした。ゆっくりと岸の方を見れば、ウルスラが立っていた。

　彼女一人のようだ。

「……ウルスラ……」

「水死体になりたいのでしたら、甘いとしか言いようがありません。石つきのロープを腰に結わえてやり直すべきです。こちらに来てください」

「……いや、死ぬつもりはないんだけど」

　イシュアンは泳いで、彼女が待つ岸辺に戻った。

（うー、ぐっちゃぐっちゃだ……）

　水から上がると、一気に体が重く感じた。

　濡れそぼった髪を絞り、がぽがぽと不快な音をたてるブーツを脱いでひっくり返している間も、ウルスラは黙って立ち続けていた。

「……なに？」

「ロープ」

「いや、だから死ぬわけじゃないんだって」

「ではなんですかこの醜しゆう態たいは」

　あらためて見る彼女は、相変わらず彫ちよう像ぞうのように表情に乏とぼしかった。が──怒っているのだろう。察するところ、頭から湯気が出そうな勢いで怒っているのだ。

　──醜態。そう言われれば返す言葉もない。

　イシュアンは、裸足はだしのまま草地に座り込んだ。

「ちょっと頭冷やしたかっただけだ。他意はない」

「リヒトは傷ついています」

「そうだよ。そのリヒトだ」

　魔神のかけらとイシュアンは、演じる必要がないほど似ているということ。理人の口から聞くのは、また格別だった。

「……だってほら、もともと変だったんだ。こっちは目が覚めたばっかりで……いきなりでっかくなって……なのに好きとか嫌いとか、そういうの考えたことなかったのに……」

　一瞬でも喜びそうになった自分を笑いたい。

　そもそも彼に六年がかりの責め苦を負わせたのは誰だ？　屈くつ託たくがなくて泣き虫の『ちびったれ』を変えてしまったのは誰だ？　自分だろう。

　そんな自分を愛してもらえるなんて、落とし穴があってしかるべきなのだ──。

「うまい話には裏があるなんて、盗賊には常識なのにな。やっぱり疑った通りだったじゃないか。ほんと馬鹿だ」

「……よく……わかりませんけれど……」

　饒じよう舌ぜつに喋しやべり続けるイシュアンに、ウルスラが、ためらいがちに口を挟んだ。

　真しん摯しにこちらを見つめる、アメシストの瞳。

「あなたがリヒトの真意を疑うのは結構ですけれど。でも、そうやって気にして一いつ喜き一いち憂ゆうしている自分の気持ちだけは、認めるべきではありませんか？」

　イシュアンは、自分でも意外なほど、彼女の言葉に驚いた。なぜか反論することができなかった。

　己の気持ち。他の誰のものでもない、自分自身の心持ち。

　好かれていると思えば嬉しくて、違う可能性があれば絶望して、泣きたくなるようなこの気持ちをなんと呼ぶべきか。

　六年前には存在せず、今あるものに名前をつけるとしたら。

「…………そうだな……そっか……」

　あることだけは、もはや否定してはいけない。それをするのは、噓つきの領りよう分ぶんだ。

　向き合わなければならない。認めてあげなければならない。

「ウルスラ、おまえ頭いいよな。ありがとう」

「……べつに。このまま止まられてしまっては、わたしの計画に支し障しようが出てしまいますので」

「計画？」

「秘密です」

　つんと澄まして言い切る彼女は、イシュアンが思っているよりずっと強くてしたたかなのかもしれない。『いい性格』のお嬢じよう様さまだ。

　イシュアンは、やっと笑えた。

「では、リヒトに謝罪しますか？」

「ああ、そうだな。了解。ちょっと行ってくる」

　全身濡ぬれネズミのままではあるが、イシュアンは立ち上がった。そのまま水すい滴てきをはね散らしながら、もと来た道を疾しつ走そうした。

「その恰かつ好こうでですか？」

「おーう！」

　あきれられた気がしたが、まあいいだろう。







　イシュアンの頭の中には、記憶として刻まれたイメージがある。男も女も関係なしに、旅の相棒として冒険をしてきた事実だ。

『──泣くな、ちびったれ！』

『そんなこと言ったって怖いよ、イシュアン！』

　いつでもすぐ隣にあって、手をのばせば即自分を表す名めい刺しがわりだった。最後は『蟲むしの孔あな』に落ちたせいで、大きくいろいろなことが変わってしまった。

　そう変わったのだ。

　だから認めてしまってもいいのだ。良くも悪くも、時間は六年ぶん過ぎ去った。一足飛びでも大きくなった。過去は過去。今は今。

　今の自分に向き合えば、自分は──。

「──イシュアン！」

　元の街道へ戻る手前で、理人に出会った。

「……リヒト」

「遅いから、様子見に来たんだけど──ど、どうしたのその恰好。何かあったの？」

　全身ずぶ濡れで走ってきたイシュアンを見て、理人は茂みをかきわける恰好のまま、漆黒の瞳を丸くしている。直前の言い合いなど、吹っ飛んだような慌てようだ。

　本当に、こいつときたら、こいつときたら、しょうもないお人よしの──。

「池にでも落ちた？　水場があった？」

「リヒト。頼みがある」

「なに。馬車まで戻らないと拭ふくものもないよ。参ったな」

「そうじゃなくて──」

　イシュアンは、腰の短剣を抜いた。

「……イシュアン？」

「今から私と手合わせしてくれ」

　そっと切っ先を彼に向けると、彼も言葉をなくした。

「一本勝負でいい。おまえが勝ったらなんでもやる。さっきの非礼も気がすむまで詫わびるし、家来みたいにかしずいたっていい。そのかわり、もし私が勝ったら──」

　最後の言葉を言いながら、イシュアンは地を蹴けって加速した。

　キイン！　と甲かん高だかい音が響きわたる。

　彼の長剣とイシュアンの短剣が、ぶつかり合って離れた音だった。

「……ここでやるんだ」

「ああ。本気で頼む」

　もう一度、深く息を吸う。水中へ潜るように、無呼吸の加速世界へダイブ。

　基き礎そ的なパワーと剣のリーチは、理人の方に分がある。そのぶんこちらは速さで相手を翻ほん弄ろうし、相手の隙すきを誘いださないといけない。

（やるなら短期決戦だ）

　長引けば長引くだけ不利になる。

「斬り飛ばせ！」

　理人が叫ぶ。相手の重い一撃を避けると同時に、錨銃アンカーガンを頭上へ射しや出しゆつ。そのままワイヤーごと高く飛び上がって、相手の真後ろへと回り込む。

「！」

　こういうのも手の内だ。振り返る暇を与えず、首の付け根へ短剣をつきつけようとし、

（な）

　──消えた！

　目を疑った。次の瞬間、イシュアンはのびた腕を肩越しにつかまれ宙ちゆうを舞い、そのまま地面に叩たたきつけられていた。

「かはっ」

　息が止まる。衝撃に星が散る。

　涙目の視界に、肩で息をする理人の姿があった。

「……なんだ今の。魔法か？」

「柔じゆう道どう……の、一本背負いになる……のかな」

　本人もよくわかっていない顔をしていた。

「なんだよそりゃ」

「とっさにやったから。選択授業でかじっただけだし。うまくいくとは思わなかった……」

　イシュアンは、それ以上意味のわからない言い訳を聞くのをやめた。どちらにしても、負けは負けだ。

「あ、でもごめん。予告もなしにやるもんじゃなかった。大丈夫？」

「大丈夫もくそも……」

　差し伸べられた手を頼たよりに起き上がり、けれどイシュアンは、その手をなかなか放せなかった。

「イシュアン？」

　この手の持ち主が、たとえ自分を見ているわけでないとしても、かまわない。それでも自分は、目の前にいる彼のことがとても好きだ。

　大好きだ。

「ごめんな、リヒト。私が悪かった」

　心から笑うと、理人は急にまごついたように目をそらした。

「いいよべつに」

　ようやく聞こえるほどの小声でそう言った。







　それからというもの。

　ウルスラに「戦って仲直りしたんだ」と言ったら、相当あきれた顔をされた。「なんという戦闘力の低さ……」とまで言われた。

　確かに負けはしたが、あれは『ちきゅう』の妖よう術じゆつで不意をつかれただけなのだ。次は負けないと言ったら、そういう問題ではないらしい。なんにしろ、幼よう虫ちゆう拾いで時間を潰つぶした人間に言われたくないとイシュアンは思う。

　今はとにかく、もやもやとしていた視界が晴れたような気がして嬉しい。

　そしてあらためて理人から、『偽者』の行動と、当時の設定を教えてもらった。

「……ふんふんつまり、私は『イシュア』で、おまえは『リート』って名乗ってたんだな。特に仲良くしていた幼よう女じよと美び人じん妻づまがその町にいると」

「勝手に変な設定つけ加えないでよ！」

　イシュアンは馬車の荷台の中で、けらけらと笑った。

「いいじゃないか面白そうだ」

「面白がらないでよ」

「面白いって」

「──おーい兄ちゃん方。なんか町っぽいのが見えてきたんすけどー」

　御者台に座るティーダが、表で声を張り上げる。

「お、どれどれどれだ」

　イシュアンは、幌から顔を出す。

　狭い切り通しの山道を進んでいたが、馬車の進行方向に、五色の旗はたがひるがえる町の全景が見えた。

「あたり！　到着だ！」

　あれがワイトの門前町、カウラギだ。
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　数カ月ぶりに訪れた信しん仰こうの町は、相変わらずワイト教の巡じゆん礼れい者しやで賑にぎわっていた。

　ウィルタミア王都とも、イエンマルドとも違う独特の雰囲気に、ウルスラが目を奪われている。

「同じパナティーアを信仰する者の町なんですよね……」

「そうだよウルスラ。ここは信徒が暮らす門前町で、あの山の上に、修行僧が暮らす寺院がある」

　理人は馬車の中で、薄もやにけぶる山頂を指さした。

「見たところ、連中が来た気配はなさそうですネ」

　そして──同じイエンマルド人であるハセムの視点は、どこまでもバティーヤ追つい撃げきだ。理人はうなずいた。

「僕らの方が先についたか、潜せん伏ぷくしてるかはわかりませんけど」

「あるいは方向を変えたか。できればこの路線はなしにしてほしいところですネ」

　まったくである。

「なあなあなあ。どーするの、兄ちゃん。そろそろ兄ちゃんの言う場所まで来たけど」

「あ、もういいよ。停めてティーダ」

「りょーかい」

　理人は頼んで馬車を停めてもらい、荷台から地面に降りた。

　そこは、カウラギの町の目抜き通りにある、雑貨店である。鍋なべや籠かごが綺麗に積み重なる店先を、一人の女性が掃はき清めていた。

　懐かしい顔に、口元がほころぶ。

「すいません」

「はい、いらっしゃいませ──あら」

　理人が声をかけると、女性は箒ほうきを取り落とした。

「まあ……まあまあまあ。リートさん！」

「おひさしぶりです、アイネさん。お元気そうで良かったです」

「そんなの私が言いたいぐらいだわ。いつカウラギに？　イシュアさんは一緒？」

「はい、来てますよ」

　矢や継つぎ早の質問に、理人は後ろを振り向いた。

　馬車の中から、イシュアンが顔を出す。多くを語らず手を振ると、アイネは感激しきりという顔になった。

（いいよイシュアン。その調子）

　一時は冷たくなったり不安定になったり、どうなることかと思ったが、一戦を交えたあたりから明るくなった気がする。心境の変化の理由はわからないが、理人にとっては嬉しい変わり様だった。

　あれだけ嫌がっていた『偽物』のふりも、こうしてこなしてくれている。

「ニナも元気ですか？」

「もちろんよ。元気が良すぎて困るぐらい。今日もね、お友達と遊びに行ってるの。場所は『同盟員以外秘密』なんですって」

「いいですね、なんの同盟なんだろう」

「夕方になって服にかぎざきや泥をいっぱいつけて帰ってくるのよ。変なところに入りこんでなければいいんだけど」

　放っておけば、そのまま子育てのぼやきがいつまでも続きそうだった。

　だが、はじめの出会いを考えれば、移住した町にとけ込み、ニナにも友達ができたらしいことは、素直に嬉しい。

「──嫌だわ、私ったら自分のことばかり！　リートさんはどうしてカウラギに？　また寺院に行くの？」

「はい。そのつもりなんです。できれば前みたいに馬車を預かってもらえると嬉しいんですけど」

「ええ、もちろん。おやすいご用よそれぐらい。戻ってくるのはいつ頃？　ニナにも挨あい拶さつさせたいわ」

「それは──まだちょっとよくわからないんです」

　理人は言葉を濁にごした。こちらの目的は、あくまで響子とバティーヤを探す旅だ。感動の再会だけに時間を使うわけにはいかない。

「あら……もちろん無理にとは言わないわ」

「すいません、アイネさん。ちょっと確認したいんですけど。最近このあたりに大きな鳥の群むれが飛来したことはありますか？」

「鳥？」

「そうです。人が乗れるぐらいの大きさです」

　アイネは、少女めいた黒目がちの瞳をしばたかせた。

「……いいえ……そんなに大きい鳥なんて、来たことはないわ。それは何？　魔獣のたぐいじゃないの？」

「いえ、その心配はまずないと思います。大丈夫です」

「そうなの？　それならいいけど……」

　暗い記憶を思い出したのか、眉をひそめるアイネを、なんとかなだめた。

　とにかく、バティーヤたちはまだ到着していないようだ。これからやってくるのなら、じゅうぶんに守りを固めてもらう必要がある。ワイト寺院に行ってツグノに話を持ちかけなければ。

「ねえ、リートさん」

　ひとしきり考えこんでいると、アイネが言った。

「鳥って……もしかしてあれのこと？」

「え？」

「ほら。あの大きな」

　アイネの目線の先を、一緒になって追う。

（────）

　理人は息が止まった。巨大な鳥が、Ｖ字の編へん隊たいを組んで飛んでいく。寺院がある山の方角へ。

　バティーヤと響子の鳥だ。

「──イシュアン！」

　理人は叫んだ。

　金髪の頭が、慌てて出てくる。

「なんだよおまえ。せっかく話を合わせてやったのに守る気ないのかよ」

「それどころじゃないよ。来た！　路葉の鳥だ！」

　指をさすと、イシュアンの目つきが変わった。ハセムが続けて馬車を飛び出してくる。

「はっ、ほぼ同時だったってことですカ。ちょうどイイ」

「行こうイシュアン。急がないと」

「ああもちろんだ！」

　ウルスラも、スカートの裾すそをひるがえし、地面へ飛び降りた。

「ティーダはここで馬車を守っててくれ。アイネさんを頼む」

「兄ちゃん、オレも行くよ！」

「今は待ってるんだ。頼む」

　道行く通行人も、見慣れない巨大な鳥に指をさし噂うわさをはじめた。

「リートさん」

「──すいませんアイネさん。馬車とティーダをお願いします。必ず戻ってニナと話しますから。それまでには！」

　今言えることはそれだけだった。

　理人は彼女たちを残して、目抜き通りを全力で駆けだした。







　寺院のある山のふもとに到着したところで、山中の一角に火の手が上がるのが見えた。

（やっぱり、また空から攻撃だ）

　離り宮きゆうといい劇げき場じようといい、もはや無差別なのか。相手の手段を選ばないやり口に、理人は歯は嚙がみしたい気分だった。彼らはそこまでして石を手に入れたいのか。

（もうこれ以上好きにはさせない）

　礼れい拝はい堂どうに参さん詣けいしようとしていた信者たちが、煙の上がる方角を見ながら眉をひそめている。イシュアンが、「急げリヒト！」と石段を駆け上がる。

　ふもとの礼拝堂と、修行僧が暮らす本院の間は、長い石段の他に堅けん牢ろうな門によって隔へだてられていた。以前と同じように、門は閉ざされている。

　この火事のせいか、あたりには門番の姿さえない。

「どうしますか、英雄サマ。ウルスラさんの糸を使いますか」

　そんなまだるっこしいことをしてはいられなかった。

「今から突破します」

「へ？」

「どいてイシュアン。剛ごう・圧あつ・突とつ・迅じん──打ち砕け！」

「おわあ！」

　理人は柄つかに手をかけ、そこから一気に剣をふり抜いた。鉄と樫かしでできた分厚い門もん扉ぴは、閂かんぬきごと両断されて地面に倒れた。

　もうもうと上がる砂すな煙けむりがやめば、長い石段が見えてくる。

　ハセムが後ろで口笛を吹いた。

「行きましょう」

「おまえな、いきなり危ないだろ！」

「予告はしたよ」

　そっけなくイシュアンに返し、足を早める。山中の火の手は、まだ一カ所だが消えていない。急がなければ。

　以前にも登った長い長い石段を、駆け足で進んでいく。すると、その先に人影が見えた。

（誰だ？）

　ワイトの修行僧かと思ったが──違う。腰までのばした長い栗色の髪。女だ。

　面おも長ながの美しい顔を、流した前髪で半分隠している。

　木陰の風に揺れる、深い深い緑のローブ。あれは──。

「バティーヤ！」

　理人が認識するより早く、ハセムが叫んだ。

（あれが？）

　将軍家への輿こし入いれを断り、失しつ踪そうしたセネル家の皇おう女じよ。響子をさらい、徒と党とうを組んで世界を変えようとしている女魔術師。

「来ると思ったわ。勇者リヒト」

　想像よりも落ち着いた声で、バティーヤは言った。

　形の良い赤い唇が、品のある笑みの形を作る。

　警戒だけはおこたらず、理人は腰の剣に手をかけた。

「──路葉を、返してください」

「馬鹿を言うものじゃないわ。キョーコが言った言葉も忘れたの？」

「それは！」

「キョーコはね、自分で選んだの。あなたの無神経きわまりない行動に打ちのめされて、悲しみにくれながらも選び取った。真に勇気ある者、勇者キョーコよ」

「……どういうことですか？」

「もういいですヨ、英雄サマ。この女の喋ることに耳を傾けても無む駄だデス」

　ハセムが、問いただそうとする理人の肩をつかんだ。どこから出してきたのか、赤い柄の槍やりを握りしめている。

　怒りに満ちたまなざしを、実姉であるはずのバティーヤに向けた。

「べらべらべらべら、意味深なことをのたまって、ありもしない罪悪感を刺激するのは、真ま面じ目めな人間にゃ有効ですガネ。特に英雄サマみたいなのには」

「あら、ひどいわね。乙女おとめの切なる思いを代だい弁べんしただけなのに」

　バティーヤは動じない。

「たいていの殿との方がたは、傷つけた傷の存在すら認めようとしないの。なんでかしら。目が曇ってるのかしらね」

「ああなるほど。それだけすばらしいご慧けい眼がんで見つけ申されたのが、賢者の石でらっしゃいマスか」

　ハセムが石の名を口にすると、バティーヤが、片目だけの瞳をすっと細めた。

「知っているのね、聖石を」

「もちろんですヨ。知恵があるのは、自分だけだと思わない方がよろしい。アナタがおっしゃる通り、世界は広い。アナタガタが知らないことも、こっちは知ってるかもしれませんヨ？　どうしますか？」

　ハセムは平然とうそぶいてみせた。

　理人は、そのギャンブラーぶりに舌をまいた。こちらの手の内が、圧倒的に不足していることを、悟さとらせない気らしい。勇者はどちらだ。

　バティーヤは、挑発するハセムを前に、息を吐いた。

　どこか残念そうに。

「……そうね。興味は、あるわ。どんなことでも聞いてみたい。他でもないあなたの言うことですもの。でも、もうみんな遅すぎる」

「なんだって？」

「時は満ちたの。石が完成すれば、他の理屈は必要としない。そうでしょう？」

　そう言って空を見上げた──その瞬間だった。

　語るバティーヤのはるか後方、斜め上の山中から、巨大な光の柱が噴き上がった。

（光）

（でかい）

　場所は火の手が上がっていた場所と、ほぼ一緒だ。

　天をつくような、圧倒的な光。ヒカリ。音もなく輝く七色のオーラ。見ているだけで吸い込まれそうな力に満ちあふれている。

「なんだ……」

　バティーヤは光の方角を見つめ、どこか恍こう惚こつとした口調で呟いた。

「ほら見て。これが真なる幸いのはじまりよ。なんて美しいのかしら」

　光の柱は微妙に色を変えながら、周囲の雲の色まで変えていく。いったいどこまで広がっていくのか、判別がつかない。

「──おい、リヒト！」

　イシュアンの声が、理人をこちら側へと呼び戻した。

「おまえだけでも先に行け！　行けるだろ！」

　その言葉で、目が覚めた気がした。理人はうなずく。

「わかった！」

　聖剣の宝ほう珠じゆを取り出し、柄にはめこんだ。飛べと強く念じる。ごうとあたりに風が吹き荒れ、飛翔する。

　だが、すぐに理人の行く手を、例の鳥に乗った敵兵がはばんだ。火の矢がいっせいに発射される。

　理人は、襲いかかる火矢を避けながら、敵に斬きりかかる。

「ぐあ！」

　騎き乗じようする鳥ごと切り裂かれた兵士が、山中へ落下していく。

　下は下で、イシュアンたちがバティーヤやその仲間と戦闘をはじめていた。

　戻るべきかと一瞬迷ったが、錨銃アンカーガンのワイヤーを操るイシュアンが、戦いながら顔を上げた。

「こっちはなんとかする！　いいから行け！」

　力強い声。理人はあらためて聖剣に念をこめ、その場を飛び去った。

　山の斜面に沿ってスピードを上げていくと、あちらこちらで戦闘が起きているのがわかった。上空から火矢や魔術で攻撃する敵側と、彼らを撃ち落とそうとするワイト僧側。落ちてからの小競り合いに移っているところもある。

　一番激しい戦闘が起きているのは、やはり例の光の柱が噴き上がっている場所の周辺だった。

　柱を守り取り囲むように敵兵たちが陣を張り、ワイト僧たちを寄せ付けない形になっている。

（あれは──）

　攻撃を続ける僧侶の一人に、見覚えのある顔があった。以前にも世話になったツグノだ。

「ツグノさん！」

　理人は、敵を斬り伏せながら舞い降りた。

　空から現れたせいで、はじめ大きく身構えられたものの、すぐに気づいてもらえた。

「これは──アイカワ殿！」

「援えん護ごに来ました。状況を教えてもらえますか」

　ツグノは、交戦中の敵を一人打ち据えると、後ろへ下がる。眼鏡めがねを持ち上げ、汗をぬぐう。

「状況も何も──気づけばこの状況ですよ。はじめは山を荒らす不届き者を注意しただけだったのですが──」

　彼いわく、ここしばらく、進入禁止の山に入って、山菜を採ったり木の実をあさる者が絶えなかったのだという。現場をおさえたところで注意しようと思っていたら、ちょうど見知らぬ集団が、斜面を掘り返そうとしていたのだそうだ。

「それが、今の彼らですか」

「ええ。我々の注意を聞かず、魔術や上空からの火矢で攻撃してきました。その間も掘くつ削さくの作業はやめず、ついにはこの光の柱が噴き出てきました」

　いまいましく、目の前の柱を見やる。

　ちょうど人が十人入れるほどの太さが、空の果てまで続いている。その柱を前に、そろいの緑の衣装を着た集団が守りを固めている。ラーナの手紙にあったように、その人種や性別はかなり多種多様だった。

「連中は、どうもこの場を動きたくない──動けないようです。アイカワ殿は、彼らが何者であるかご存じなのですか」

「僕も、はっきりしたところはわかりません。ただ、イエンマルドのティマーニ、ウィルタミアのグラリアで、同じような活動をしてきたみたいです。目的は、『賢者の石』で世界を変えること」

「賢者の石？」

「そうです。寺院の方で心当たりはありますか」

「──ツグノ導どう師し！　準備が整いました！」

　一方で、別のワイト僧がこちらに駆け寄ってくる。

「ようやく来たか。待ちかねたぞ」

「申し訳ございません。いつでも発声可能です」

　ツグノは、理人にあらためて説明をした。

「声しよう明みよう砲ほうを出そうと思います。アイカワ殿もご存じのはず。老ろう師しなき後、我々ワイト寺院の奥義にして最大の神じん器ぎ」

「！　あれですか」

　理人も覚えている。魔神戦に投下された様は、強烈なインパクトを残した。




　──この声は、神の意思なり。

　──この意思は、神の声なり。

　──滅されよ。滅されよ。滅されよ。




　そう。うっそうとした山の斜面を、屈強なワイト僧が進んでくる。あの時と同じように、その肩に、巨大な鉄の御み輿こしを載せてやってくる。

　以前の戦いでは、魔神の魔獣すら一撃で薙なぎ払った。




　──この声は、神の意思なり。

　──この意思は、神の声なり。

　──滅されよ。滅されよ。滅されよ。




　彼らが低く祈りの言葉を紡ぐたび、その力は御輿の内へ送り込まれ、倍増して蓄ちく積せきされる。撃ち出せば脅きよう威いを切り裂く波は動どうと化す。

　ツグノが言う通り、ワイト寺院の奥の手であり最終兵器だ。

「大丈夫でしょうか……」

「強力すぎるという意見もあるでしょう。ですが、今のアイカワ殿の話を聞いて、なおさら野放しにはさせられなくなりました」

　僧が斜面を登ってくる様を見ながら、ツグノが言った。

「その賢者の石とやらのせいと言及はされておりませんが、生前の老師がおっしゃっていたのです。『寺院がこの地にあることにも理由がある』と」

「──それは」

　ハギリの声が、はっきりと脳のう裏りで蘇った気がした。

　彼が生きていれば、また違った話が聞けたかもしれない。つくづく惜おしい人を亡くしたものだ。喉のどを上下させ、うなずいた。

「力が満ち次第発射します。アイカワ殿、このことを対岸で戦う者たちに伝えていただけませんか」

「わかりました。すぐに！」

　聖剣を片手に飛び出した。

　光の柱の周りで戦う、ワイト僧と敵兵、どちらにも通じるように、飛翔しながら叫ぶ。

「撤退しろ！　声明砲が出るぞ！」

　敵と槍で斬り結んでいた僧侶が、「来たか！」と方向を変えた。他の僧侶たちも、次々に現場から離れていく。

「これは賢者の石を望むおまえたちにも告げるものだ！　警告する！　死にたくなければ今すぐ撤退しろ！」

　戦場の上空を飛びながら、何度も声を張り上げる。

（──動かないな）

　警告はしているが、敵兵の方は、光柱の周りから離れようとしない。時間があれば、理人自ら全員斬り伏せ、射しや程てい圏けん外がいに叩き出すところだが、そうも言ってはいられなかった。

　せめて味方だけでも漏れなく逃がそうと、意識を切り替えようとし──そこで理人は、信じられないものを見た。

　あれはまさか。

「ニナ！」

　間違いなかった。大きな木の幹みきの下で、幼い子供がうずくまっている。

　アイネの娘の、ニナだ。

　理人はすぐさま彼女のもとへ直行した。

「ニナ！　ニナだよね！」

　涙に濡れた顔がこちらを向く。あちこち泥がついていたが、目立った外傷は見つからない。彼女の目の前に着地する。

「……あ、うっく、だ、だれ？」

「僕だ。リヒ──じゃないリートだ」

「りーと……うそ、リートだ！」

「大丈夫？　怪け我がはない？」

「うっ、ふあああん！」

　ニナは、こちらの言葉を最後まで聞かず、懐ふところに飛び込んできた。

「あ、足ね、ひねっちゃって、うまく歩けない」

「そう。足だけだね。他はない？」

「うっ、他のみんな、ニナとピーおいて逃げちゃった」

「みんなって、君の友達？」

「そう。ニナね、ピーに餌えさをやりたかっただけなの。それだけなの」

　ニナは泣きながら、懐の合わせをはだけて見せる。そこには白い産うぶ毛げに包まれた山鳥の雛ひながいた。

「お山の方が、餌がいっぱいあるから……」

「……そっか……」

「ごめんなさいリート。ごめんなさい。ごめんなさあい……」

　体を震わせ、小さく雛がピイと鳴く。雛を抱きしめ、ニナも泣きじゃくる。

　アイネが言っていた『同盟員』の目的と、結束の儚はかなさはわかったが、これは──。

（──というか、ここじゃ完全に直撃くらう！）

　あと何秒だ。こちらで声明砲の発射中止を願うジェスチャーをするが、届く気配がなかった。ワイト僧の祈き禱とうの声がいっそう高く響く。

（来る！）

　砲台が火を噴いた。

　理人はニナを横抱きに持ち上げ、聖剣を発動させた。

　耳をつんざく爆音と、清せい冽れつなまでに澄み切った閃せん光こうが巻き起こる。

「──つっ」

　一メートルでも遠くへと飛んだ理人の足元ぎりぎりをかすめていく。

　不安定な姿勢の飛翔は、そのまま茂みに飛び込む形で止まった。まず真っ先にニナの無事を確認する。震えてはいるが大丈夫のようだ。ほっと息をつく。

「……やっぱりすごいな……」

　ひさしぶりの声明砲の威い力りよくを思い知った気がした。少しでも巻き込まれていたら、ニナごと消し飛んでいただろう。

　そして攻撃の中心地を見たら、光の柱が消えていた。

（え──）

　地面は浅くクレーター状にへこみ、やや焼け焦こげた跡あとがある。

「今ので……消えた……？」




「だったらいいね」




　理人は、驚きのあまり息を止めた。

　焼け焦げた斜面を軽い足取りで踏み越え、こちらに近づいてくる、一人の少女の姿があった。

　つややかな黒髪のショートカット。黄みがかった白い肌に、黒目がちの快活な顔立ち。それはかつて、同じ学校の同じ委員会で過ごした同級生。

「その子は、迷子？　助けてあげたんだ。相変わらず優しいね、相川君は」

「路葉──」

　服装は、バティーヤたちと同じ緑を基調にした、ワンピース風のドレスを着ていた。

　どこからともなくたなびいてくる煤すすけた風に、スカートの裾を揺らしながら、路葉響子は確かにそこにいた。うっすらと、理人を見て微笑みながら。
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　強く剣と剣がぶつかり合う。火花が弾けた直後に、片方が倒れ込む。

　それは一瞬のうちに行われる、命と命のやりとりだ。イシュアンは今のところ勝ち残っている。

　速く、速く、相手が気づくよりも速く。

「っがあ！」

　すれ違いざま斬られた鋏の使徒が、腕をおさえて石段を転がり落ちていく。その時にはイシュアンはもう、次の敵に狙いを定めている。

「くそっ、小娘一人に……っ」

「バティーヤ様！　どうかこの娘を止めてください！」

　わめく敵に言われるまでもない。イシュアンの狙いは、緑のローブの女魔術師だ。

「バティーヤ・ラルルク！」

　豊かな栗毛が、斜面の風になびいている。緑深い山の中で、魔の女王のようにバティーヤが笑う。

　止めてやる。今度こそ！

「──来なさい！」

　バティーヤ・ラルルクは、文字通り変へん幻げん自じ在ざいな女だった。

　イシュアンは、さらに高速で石段の縁ふちを駆け上がる。途中で大きく飛び上がり、両脇に生える木々を踏み台にして軌き道どうを変化。そこから錨銃アンカーガンを、バティーヤめがけて撃ち込む。

　バティーヤは、得意の鉄てつ扇せんではなく、口で呪じゆ文もんを唱えた。彼女の姿が、人から鳥へと変わることで錨アンカーをかわす。

　その鳥を、今度はウルスラが操る蜘蛛の糸が襲った。

「ウルスラ！」

「逃がしません」

　広範囲に放った網あみ状の糸が体にかかる。飛ぼうとするバティーヤを、地面へと引きずり落とす。

「ハセム！」

「承知！」

　すかさずハセムが、槍を持って跳躍する。だが──翼を貫こうとした瞬間、バティーヤが再び人の形に戻った。鉄扇と槍が交差し、蜘蛛の糸の下で、ハセムの槍を撥はね上げていたのはバティーヤだった。

「ちっ」

　槍が大きく回転しながら後方へ飛んでいき、石畳の隙間に突き刺さった。

　またかという思いだった。

　他の敵兵はあらかた退しりぞけることができたが、このバティーヤだけが難関と言って良かった。変幻自在の体に、驚異的な体術。

　イシュアン。ウルスラ。そしてハセム。全員が、肩で息をするほど消耗していた。

「ころころ、ころころ、取っ替え引っ替えしやがって……鳥か人間かどっちかにしやがれってんだよ……」

　イシュアンは、汗をぬぐいながらぼやかずにいられない。

　そもそも魔術師と言えば、まず後方で支援を受けながら、飛び道具の魔術を放つ者がほとんどだ。それはハイダルといえども例外ではない。それをこんな風に、接近戦の道具に使う人間を見るのははじめてだった。想像以上に戦いにくい。

「あの人は私と一緒に、母親から技を仕込まれましたからネ。魔術なしでも相当やりますヨ」

「あー、ハイハイ」

　聞きたくない情報だ。

「でももう向こうも限界でしょうヨ。姿を変えすぎて足腰に来てる」

「そうかよ。なら次が勝負だ」

　ハセムが言う通りかもしれない。ここまでしつこく仕掛け続けてきたせいで、バティーヤの呼吸にも乱れが出ていた。余裕を見せようとしても、疲労がにじんでいるのを隠せない。

　相手も決して、万ばん能のうの魔女ではないのだ。

「おう、どうだ、バティーヤ・デラ。そろそろ休みたくないか？　お茶ならつきあうぞ」

「──私を、その名で呼ぶのはやめて！」

　栗毛の髪が総毛だち、珍しく声を荒らげる。

　彼女に隙ができたのはその時だった。イシュアンは、その隙を見逃さなかった。右手の短剣で、一気に攻め込んだ。

「はあっ！」

　バティーヤが、髪を振り乱して後退する。イシュアンは攻撃をする手をゆるめず、剣を繰り出し続ける。

　斜面の先で、地響きのような音が響いた。理人が飛んでいった方角だ。向こうで何が起きているか気になるが、今はそれどころではない。目の前の女魔術師を討つことに全力をつくす。

「ちぃっ」

　たまらずバティーヤが、魔術で鳥に化けた。イシュアンは、飛び立とうとする彼女に錨銃アンカーガンを撃つ。

　ワイヤーつきのフックが、右の脚にからみつく。今だ！

「ハセム、手伝え！」

　二人がかりで、地上に引きずり落とした。

　暴れまわり、鳥の姿のまま捕ほ縛ばくされたバティーヤに、イシュアンはすかさず言った。

「──人間に戻るなよ。ワイヤーが食い込んで歩けなくなりたくなけりゃ」

　本当に呪文を唱えようとしていたらしく、図ず星ぼしをつかれたバティーヤは、ぐったりと静かになった。

「手こずらせやがりまして、お姉サマ」

　ハセムが、どこからか取り出したらしい、新しい剣をつきつけながら言った。

　バティーヤは、土にまみれた顔をハセムに向ける。

「……強くなったわね、ハセム。うれしいわ」

「どの口が言いマスカ」

「本心よ」

「──見てください、二人とも」

　ウルスラが、横で上空を指さした。

「なんだ？　ウルスラ」

「あれ……光の柱がなくなってます」

「え!?」

　彼女が言う通りだった。

　ついさっきまで、明るく輝き天へとのびていた光柱が、影も形もなくなっている。

「さっきの地響き……リヒトがやったのか！」

「はっ、そういうことデスよバティーヤ！」

　ハセムが声を大きくする。

「あんた方が何を企もうと、野や望ぼうは阻止されるんだ。これからもこの先も。魔神アルゴスと同じだ。こっちには名無しの勇者がついている。こいつがその証拠だ！」

　静まりかえった山の頂上付近を指さす。

　バティーヤが、実の弟に返したのは──哄こう笑しようだった。

「バティーヤ・デラ！」

「あはっ！　あははは！　私はね、ラルルクよ。イラ・ラルルクの娘バティーヤ。他にはどんな名前もいらない。ねえ、そんなに無理をしなくてもいいのよハセム。あなたは何もわかっていない」

　人の姿に戻れないので、彼女がどのような表情でそれを言っているのか、イシュアンたちにはわからない。ただ、熱を帯びた口調は、間違いなく歓かん喜きに満ちあふれていた。

「異譚の聖石がどういうものか。どんな形でどうやってもたらされるのか。本当のところは何一つ闇やみの中──違う？」

「私は」

　答えがないのを承知の上で。

「そうよ。わかっているなら、こんなこと言えないものね。負けるのはあなた。今ある秩ちつ序じよ。形ある世界。そういうことよ、かわいそうなハセム！」

　この女が何を信じているのか。何をより所にしているのか。はじめてイシュアンは、得体の知れない不安を覚えた。

（賢者の石って、なんなんだ──）
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「ああああ──っ！」

　トト・ハルネラは、つい大声を上げた。












　それは、王立魔術学院の図書館塔内でのことだった。筆ひつ頭とう魔術師ハイダル・ワムーの通行証を得て、連日の調べ物が続いていた。

「──どうしたの。気になるものでもあった？」

「あったあった。あったんですローグさん!!」

　トトは、目にくまを作りながらうなずいた。同じように消耗したローグが、浮き板を移動させて寄ってくる。

「女神が落とした石の記録。やっと三つ目です。なんとルガリアまで移動してましたよもう！」

「間違いないのね？」

「はい。これはかなり近いです。長い旅でした……！」

　自分が旅をしたわけでもないのに、そう思ってしまう自分がいる。

　ごくわずかな仮眠と、簡単な食事をかきこむ以外は、ほとんどこの塔の中にこもる日々だった。調べ物で本から本へと渡り歩くのは、まさに時間をかけた旅の疑ぎ似じ体たい験けんである。

「女神の異譚は、国や時代によって少しずつ違うのが特とく徴ちようみたいなんです」

「それは前にも聞いたわ。一番古いのがヴェズナーヤなのね？」

「はい。ウルスラさんが地下で見たものが、たぶん最さい古こにあたります。なんでも願いを叶える石が落とされ、それをめぐって大きな争いが起きた。怒った女神が石を回収してしまった」

　ヴェズナーヤ時代の他の遺い跡せきでも、似たようなエピソードを思わせる壁へき画がや石版が、いくつか発掘されていたことがわかった。だが、この異譚を文字として残しているものはほとんど無く、なぜ回収されたはずの石をバティーヤたちが求めているのか、ここで一度行き詰まってしまったのだ。

「で、次に見つけたのが、ウィルタミア内にあった伝でん承しようです。こっちは少し時代が下って、魔法の石を盗みだした男の話です」

「魔法の石が、賢者の石にあたるんじゃないかってことよね？」

「そうですそうです」

　トトはうなずいた。

　完全に一致する記述がどうしても見つからなかったので、探す地域をイエンマルド地方からウィルタミアの方まで広げてみたのだ。それでも賢者の石にあたる言葉は見つからなかったが、かわりによく似た石が出てくる民間の伝承を見つけた。

「詳くわしく話して」

「はい。戦乱が続く砂漠の国から、魔法の石を盗みだした男が、石の力に負けて身持ちを崩す話です」

　いわくその男は、魔法の石の力を、土地の征せい服ふくではなく、やっとできた家族を守るために使った。幼い子供は飢うえを免まぬがれ、妻の病やまいも治った。ところが石の力は強力すぎて、男の体は石の魔力に飲み込まれてしまう。

「家族に累るいがおよぶことを恐れた男は、妻子を置いて放ほう浪ろうの旅に出るんですね」

「寂しい話ね」

「ええ。ところがこの話も、『その後石と男を見たものはいない』なんてオチばっかりで……！」

「役にたたない」

「まったくです……！」

　けれどトトは負けなかった。ハイダルの通行証にものを言わせ、捜そう索さくの範囲をさらに広げ、たどりついたのがさらなる隣国、ルガリア独どく立りつ国こくの言い伝えである。

「こちらはですね、あまりの力の強さに、触れただけで気が狂いそうになる聖石を、世界各地に埋めた娘の話です」

「聖石──異譚の聖石。バティーヤたちが言っていた言葉と一致するわね」

「ええそうなんです。彼らはルガリアの伝承をもとに話してるんじゃないでしょうか」

「どんな話なの」

「はい。それがですね、なんだか面白いんですよ。リヒト様みたいな人が出てくるんです」

　本当に、そう言うのがしっくりするのだ。

　トトは、手元の古こ文もん書じよを開いた。古いウィルタミア語だが、平へい易いな言葉でつづった説せつ話わなので、なんとかトトでも読める。

「いいですかローグさん。とても力の強い聖なる石が、ある日男の死し骸がいと一緒に落ちているんです。見つけた人たちは、その聖石を触ろうとするんですけど、持ち上げようとしただけで気が触れてしまいそうになる。いったい誰がこの石を手に入れるかで争いがはじまるんですが、それを一人の娘が横から奪って回収しちゃうんです」

「奪って逃げるって……ウィルタミアであった話と一緒じゃない」

「いえいえ、そうじゃないんです。なんでかその娘にかぎっては、聖石を触っても正気を保てたんです」

「どういうこと？」

　問題の古文書によれば、その特別な娘は、石の力におぼれることなく、こんな危険な石は封印しなければと、聖石を三つに割って、国の外へ埋めて歩く旅に出たという。

「娘はウィルタミアに二つ埋め、さらにルガリアに一つ埋めて、最後はルガリアで作った家族に見守られて亡くなったそうです」

「わかったけど……それのどこが勇者リヒトなの」

「その娘の特徴ですよ。誰にも教えられていないのに、どこの国の言葉も自由に語ったそうです。黒い髪で、黄みがかった肌の持ち主。名前はシズ」

　ローグが、切れ長の目を見張った。トトは、古文書を手にうなずいた。

「──なんとなく、敵側のやりたいことが見えてきませんか。彼らはここにあるルガリアの伝承にしたがって、三つに割れた聖石を集めて完成させたいんじゃないでしょうか。そして完成させた石を制御できるのが、リヒト様みたいにこの世界に因いん果がを持たない者であるとわかっていたからこそ、キョーコさんは狙われた──」

　まさに『異譚の聖石』で世界を変えるために。

「ちょっと待ってトト・ハルネラ。イエンマルドで連中は街を炎上させたのよね。魔術ともなんともつかない手で」

「はい。手口は詳しく調べないと判明しないと思いますが……」

「そしてラーナ・エルンの書しよ簡かんによれば、彼女に接触した時点でキョーコ・ミチバは人外じみた力を得ていた」

「は、はい……」

　たたみかけるような質問の嵐あらしだった。うなずいたトトも、だんだんローグの危き惧ぐがわかってきた。

「つまり、劇場の炎上は、魔術でも火矢でもない。彼女が石の改変能力を使って、燃やした可能性がある。もう石の一部は手に入れてるってこと？」

「そうですね……最後の伝承がルガリアに残っていたことを考えると、ルガリア国内で出土したものじゃないでしょうか。たとえ三分の一でもそれなりの力は得られると思います」

「その後の彼女たちの移動ルートは？」

「ええっと、えっとえっと、ウィルタミアのグラリアで発掘作業が行われて、次はワイト寺院だから──」

　トトとローグは、互いに顔を見合わせた。血の気が失せた表情が、鏡のように並んだ。

「まさか──今回で聖石は完成する？」
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　──相変わらず優しいね。相川君。




　そう言った路葉響子は、まるで何事もなかったように、理人の前に立っていた。

　あの時と同じように、快かい活かつに笑っていた。

「路葉……」

「相川君は優しい。でもその優しさが辛くもなるの。難しいよね」

　互いに高校の制服ではなく、この世界の衣服を着ていた。理人はハイダルにもらった青の外がい套とう。響子は、敵の組織に属する緑のドレス。

　焼け焦げた山の斜面に、彼女のレースとリボンはひどく浮いて見えた。でもそれはドレスが似合わないからでも、彼女が異世界の人間だからというわけではなく──。

「ねえ相川君。覚えてる？　はじめて会った時のこと。あたしったら遅刻してね、そこに相川君が来て──」

「……ああ、覚えてるよ。入学式の時だよね」

「ほんと？　良かった。てっきり忘れられちゃってたと思ってた」

「路葉」

「なあに？」

「ティマーニで、赤せき蜂ほう座ざのブルゲさんに会ったよ」

　むりやり打ち切って話しかけると、響子が、はじめてハッとした顔をした。

　こんなところで、元の世界の話がしたいわけではない。

「教会に運び込まれてたけど、意識はあった。他の全員も、怪我はしたけど無事みたいだ」

「座長に……」

「一緒に帰ろう、路葉。ちゃんと会って話し合おう。今ならお互い謝れるよ。ブルゲさんも、君の無事を気にして願ってた」

「…………なんだ。怪我って、その程度ですんだんだ」

「路葉！」

「人を裏切った代だい償しようなんて、軽いものなんだね。もっとちゃんと願えば良かった」

　自分の右手の平を見つめ、しみじみと呟いているのだ。理人は余計に激げき昂こうしそうになった。

「……本気で言ってるのか、路葉」

「本気って、なにが？」

　わかっているのだろうか。方々で破壊の限りをつくし、被害の山を作って。これで洗せん脳のうされていないというなら、正気の沙さ汰たではない。

「劇場一つ燃えてるんだぞ。中に人がいたんだ」

「やめてよ相川君。もしかしてあたしがおかしいって思うの？」

　絶句する理人に対し、響子は正面からたずねかえしてくる。

「せっかく会ったのに、いきなりそっちに話を持ってくんだね……いいけど、べつに。思いたければ思ってもかまわないけど、でもね、それが何？　一番はじめから勇者として召しよう喚かんされて、立派な仲間と冒険できた相川君」

「────」

　それは。

　こちらを見据える響子の目が、うるんで光る。

「あたしはね、相川君とは違ったよ。もうほんと、笑っちゃうぐらいぜんぜん違った。強いボスと戦うわけでもないのに、地べたを這はいつくばって死にそうになるの。ふざけんなってぐらい」

　無性に──ショックだった。

　トアン・ブルゲと赤蜂座の話をしさえすれば、どこかで説得できるだろうと、安あん易いに思っていたわけではない。でも、どこかで楽らつ観かん視ししていたのかもしれない。

　同じものを見て、同じ教科書を開いて生きてきた相手だ。

　こんな回答が返ってくるなんて、思ってもみなかった──。

「あとね、だからこそ思うんだけど、相川君が思ってるほど、この世界は綺麗でも正しくもないよ。『主人公補ほ正せい』なしの一般プレイヤーの視点で見れば、ゲームバランスが崩れてるのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだもん。ちゃんと修正できるならしてあげないと」

「まさか路葉、それが君たちの言う『賢者の石』なのか？」

　間違っているから正そうと。

　理人は聞かずにはいられなかった。

　彼女がバティーヤたちに洗脳されているという説は、ひとまず捨てるしかないかもしれない。彼女は自分の意思で戦列に加わっている。そういうこともあると認めよう。

　目の前で世界の不備について語る目を見れば、言わされているかどうかぐらいわかるのだ。

　証拠に響子は、はっきりとうなずいた。

「そうだね。相川君は、この世界の仕組みがどうなってるか聞いた？　容量が足りないから慈悲も足りないなんて、ほんとに出来の悪いゲームみたい。だったら足りる量までマップもイベントも縮小するべきっていうのが、あたしたち鋏の使徒の意見」

「鋏の、使徒？」

「そうなの。聖石を鋏のように使うから、鋏の使徒って言うんだって」

　響子は誇らしげに目を細める。

「マップを縮めるって、そんなこと簡単に」

「──あ、疑ってるね。できるかどうか、試してみる？」

　言って彼女は右手の拳こぶしに、そっと唇を寄せた。

　人差し指から薬指にかけて、見慣れない金色の指輪が、三つはまっていた。

「見ててね。今のあたしは、相川君より強いかもしれない」

「路葉。その指輪は」

「──落ちろ」

　その瞬間、頭上の空が一瞬で塗ぬり替わった。急激に暗あん雲うんがたちこめ、そして、激しい雷が理人めがけて落ちてきた。

「ニナ伏せて！」

「きゃああ」

　理人はとっさに聖剣を持ち上げ、落らく雷らいをはじき返した。

　プラズマがほとばしる球きゆう電でんは、猛スピードで大木に激突して燃え上がった。

（──今の、路葉がやったのか──？）

　支えた腕が、しびれて感覚がない。尋じん常じようではない威い力りよくだった。

　おびえるニナを慰なぐさめようにも、

「次はもっと大きいの行くよ。雷じゃなくて消しゴムにしよう」

「！」

　響子の両手の間で、新たな光が膨ふくれていく。手に余るようになると、頭上に持ち上げて、より大きくエネルギーを練り上げていく。しだいにその体が、光ごと浮上していった。

「アイカワ殿。彼女はいったい」

「──ツグノさん」

　響子とのやりとりに気づいたワイト僧が、こちらまで駆けつけてきた。

　対する上空の響子は、生み出した光球を、さらに巨大化させている。どれだけの規模になるか想像もつかない。

「僕の同級生で……鋏の使徒、だそうです」

　彼女の唇が、ゆっくりと動いた。




「消えろ」




「やめろ!!」

　理人は聖剣とともに地を蹴った。落下する光球を、中空で受け止めるために。

　破は魔まの聖剣がうなりを上げる。巨大なエネルギーの塊かたまりと、輝く刃やいばがぶつかり合う。

「がっ」

　思わず声が漏れた。想像以上の力が、剣を通じて理人に襲いかかった。

　押し返したくても、びくともしない。金属がこすれ火花が散るような、耳みみ障ざわりな高音が絶えず周りに響きわたる。

（……だめ、だ。これ）

　このままでは完全に飲み込まれる。剣で止めていられるのもあとわずかだ。押しつぶされるのも時間の問題。

　だけど。




「リート、がんばって！」




　かすみかけた視界の中で、あどけない声を聞いた。

（ニナ）

　涙に頰ほおは濡れていても、しっかりとこちらを見ている。

　そう。地上には、ツグノに保護されたニナや、他のワイト僧がいた。ここで自分が押し負けたら、彼女たちも犠ぎ牲せいになる。絶対に──巻き込むわけにはいかない。

「この」

　理人は剣を握る手に、あらためて力をこめる。動けと命じると、聖剣側の波は動どうが、あらためて神しん経けい細さい胞ぼうの隅々に入りこんでいくのがわかる。

　動け。

　動け！

「うおおおおおお！」

　柄の宝ほう珠じゆが、オレンジ色から朱しゆ金きん、そして血のような深しん紅くに輝く。

「動けぇ！」

　そして理人は、剣で光球をはね飛ばした。

　ぱりんと、薄いグラスが割れたのに似た音が響く。目の前が閃光で白く染まる。轟ごう音おんに耳が麻ま痺ひする。

　五感の大半が奪われた状態から、徐々に感覚が戻ってくると、理人は目を見張った。

　まだ呼吸は乱れ、満足に息もできない状況だったが、それでも。

（────）

　理人がはね飛ばした響子の光球は、確か北東の方向へ飛んでいったはずだった。

　だが、その方角にあるはずの、ワイト寺院の建物がなくなっていた。いや──建物などという生やさしいものではない。

　山頂ごと消し飛んでいた。

（ない）

　自然界においては不自然なほど、つるりとなめらかな曲線のラインを描えがいて、まるでペイントソフトの消しゴムツールでなでつけたかのように、なくなっているのだ。山一つが。

　山頂へ続く石いし畳だたみの途切れ具合が、首をなくしたことに気づかぬ兵士の亡ぼう霊れいのようだった。

「──ほら、消えるでしょ？」

　快活な少女の声が、耳じ朶だを打った。

　路葉響子が、変わらず空の上で理人を見下ろしていた。

「どう？　実感できた？　今のは、ちょっとしたデモンストレーションかな。あたしたちは、この力でパナケイアすべてを切り整えるの。慈悲が本当に行き届くだけの世界を残して、あとは全部消してみせる」

　ぞっと背中が総毛だつ。

　それが、彼女と鋏の使徒の目的──。

「路葉──だめだそれは！」

「次に会う時は、ウィルタミアの王都にしようか。みんなで会いに行くから。ばいばい、相川君」

　まるで手品で花束を出すように、響子が両手を差し出す。二つ目の光球が膨れ上がり、理人に襲いかかった。

「路葉ぁ！」

　激しい光が、理人の視界を覆い尽くした。





　　　　　＊＊＊






　天へ注ぐ光の柱が消えたあと、瞬きする間もなく、ワイト寺院が消えた。

　そういう風にしか見えなかった。

「……うそ……」

　ふもとの門前町カウラギでは、アイネとティーダが、消え行く一いち部ぶ始し終じゆうを目撃していた。

　いつも窓の向こうに見えているはずの、山の頂いただきと寺院の屋根が、すっかり消えてしまっているのだ。店の二階に移動していたアイネは、はっと後ろを振り返った。

「ティーダ君。ティーダ君しっかりして！」

　まだ十代になったばかりのティーダは、窓の向こうのえぐれた山を、棒立ちで見つめていた。怒りもなく悲しみもなく、魂たましいが抜けてしまったように立っている。

　あそこには、彼の仲間が大勢入っている。

　何度も目の前で声をかけると、ティーダはようやく我に返った。

「大丈夫よ。気をしっかりもって」

「…………あ、ああ……うん……」

　まだ多少うつろな目つきで、「だいじょうぶ……うん……はは……」と小さな声で笑いはじめた。子供に見せるものではないと悟ったアイネは、彼を奥の部屋へと連れていった。震えが止まるまで、その肩を抱いてあげた。







　そして、ぎりぎりで消しよう滅めつの難なんを逃れた者の中には、イシュアン・トロールもいた。

　──噓だろう。

　そうとしか言えない。

　自分の目の前で、巨大な山と建物が、土ど壌じようや岩がん盤ばんごと消し飛んでいった様は、何か悪い冗談を見ているかのようだった。

「……なんだよ、これ……」

　たった数十段先からなくなった石段の先を、呆ぼう然ぜんと見つめるしかなかった。

　理り不ふ尽じんな目には、何度もあってきた。たとえば魔神アルゴスが生んだ魔獣。邪気は大地を蝕むしばみ、牙や爪はイシュアンの両親をも切り裂いた。魔神自体の脅きよう威いも忘れてはいけない。その体から大量の魔獣を生み出し、『蟲の孔』の夢む幻げん城じように君くん臨りんする様は、邪悪を象徴するかのようだった。

　では目の前で起きたこれはなんだろう。

　たった一瞬、光が当たっただけで、スプーンですくい取ったように山の上が丸ごと消滅していた。魔神のように禍まが々まがしいものではなく、邪気の痕こん跡せきも何も残さず、ただ『消えた』としか思えないこの力の正体は。

「──そうよ。これこそ完成した聖石の正体。別名、賢者の石。勇者キョーコの鋏の力よ」

　バティーヤが、鳥の姿のまま笑った。

「おまえたち……」

　いったいこんな力で何をする気なのだ。していいと思っているのか！




「ちょっと。あんまり大笑いしないでよ、バティーヤ」




　そうして天からは、黒髪の少女が舞い降りる。

　イシュアンは、とっさに手を出すことも忘れ、その様に目を見張った。彼女が素手で錨銃アンカーガンのワイヤーを切断し、バティーヤを救い出す様を、最後まで見てしまった。

（キョーコ）

　ティマーニの離宮で別れた路葉響子なのだ。

「キャラじゃないから誰かと思ったじゃない。ただでさえわかりにくいのに」

「ごめんなさいね。うれしくて」

「ひとまずはその恰好でいて。後で綺麗に外してあげるから」

「じゅうぶんよ。ありがとう」

「陽よう動どう作戦、成功だね」

　無力だったはずの少女は、理人を拒絶して去り、そして今、自力で空を飛んで、この場から去ろうとしている。

「待てバティーヤ！」

「キョーコ」

　ハセムとイシュアンの声が重なった。

　響子は、中空でこちらを見やった。

「キョ──」

　それ以上何も言えなくなるほど、強い強い感情に満ちたまなざしが、こちらを貫いた。

　どうしてかと思うほど。

　けっきょくそのまま、響子ははばたくバティーヤとともに、無言で飛び去った。

「ちっ、またカあの姉は」

　ウルスラが、イシュアンの肩を叩いた。

「──イシュアンさん。リヒトのところに行きましょう」

「……あ、ああ」

　ウルスラの呼びかけに、目が覚めた。

（そうだあいつだ）

　理人は無事なのだろうか。

「行くぞ！」

　イシュアンたちは、三人で足を早める。理人は聖剣で飛んでいった、ふもとの足場の悪い山の斜面を進んでいく。

（──抜けた。あそこだ！）

　うっそうとした茂みの先に、比較的開けた空間があった。木々がなぎ倒され、むき出しになった地面は、焼けたように黒くなっている。

　中心部に、人だかりができている。ワイトの僧兵と、なぜか四、五歳の少女が一人。

　地面に座り込む理人を、心配そうに囲んでいる。

「──リヒト！」

　イシュアンが叫ぶと、僧侶たちが振り返った。

「大丈夫か？　何があったんだ」

　理人は、相変わらずむき出しの聖剣を握ったまま、動かない。

　眼鏡をかけたワイト僧が、重い口をこじあけるように言った。

「──我々に攻撃がおよばぬよう……お一人で耐えきったのです──まさしく勇ある者の行い──」

「おい、リヒト大丈夫か？　リヒト！」

　イシュアンは、理人の目の前に膝ひざをついた。

「私がわかるか？」

「…………はじめから勇者で、それがなんなんだ」

「リヒト？」

「……許せることと、許せないことがあるんだ。君にとって価値がない、歪ゆがんでいびつな世界でも、僕にはずっと……気にかかって引きずるぐらい……ずっと……ずっと大事な、場所で……っ」

　焼け焦げた地面に、小さな滴しずくが落ちた。

（涙？）

　理人はなおも喋り続ける。

「消えた……ハギリ老師の……やっと……土に還かえって眠れたところだったのに……こんな……形……」

「リヒトそれは」

　強く強く奥歯をかみしめ、そして。

「ちくしょおおおお！」

　少年はやるせない思いを、虚こ空くうへと向けた。太陽は変わらず二つあり、イシュアンたちを照らし続けていた。
















　──ワイト寺じ院いん壊かい滅めつ。

　代表ツグノ自ら王宮へ赴おもむき、起きた出来事を報告した。

　会議場で報告を受けた国王エセルバッハ一世は、あまりの衝しよう撃げきに二の句を失っていた。

「……なんと……馬鹿な……手も足も出なかっただと……」

「恥ずかしながら、本院と山の大半をこの戦いで失いました」

　王は半開きの口をわななかせ、持っていきどころのない衝動に震えている。

　一緒に報告を聞く円えん卓たくのメンバーが、矛ほこ先さきをツグノから理り人ひとに向けた。

「──勇者リヒト。貴公がついていながらなんたることだ！」

　ここで責められることは、一緒について来た時点でなかば覚悟をしていただけに、理人は黙って叱しつ責せきを受け止めた。

「そうよ、ログワイヤ卿きように続いて、失しつ態たい続きにもほどがありましてよ！　腰の聖剣はなまくらですの!?」

「おめおめと戻ってきおって！」

　メンバーによる弾だん劾がいは、果てもなく続くかと思った──が。




「──愚かなことを口になさるな、ウィルタミアの尊とうとき御お方かたよ！」




　ツグノの低い、だがよく通る一いつ喝かつに、口から唾つばをとばしていた貴族たちが面食らう。

「あ、貴方あなた」

「鋏はさみの使し徒との存在と悪事をいち早く察知し、追いかけていたのはアイカワ殿のみ。貴公らはその間なにをしていらした。王宮で権力争いをする以外で答えられようか」

「ぶ、無礼な。失敬な男ね！　山中の坊ぼう主ず風ふ情ぜいが生意気を！」

「しかり。ワイトの僧たる者、おもねる先は神と自己のみ」

　薄汚れた僧服を着たツグノは、輝かんばかりの王宮内でも、毅き然ぜんとしていた。

　女伯はく爵しやくなどは、あまりの超然ぶりに、扇おうぎを握って歯ぎしりをせんばかりに震えている。

　そう。どの勢力にも属さず独立独行せよ。それがワイト教の教えなのだ。ウィルタミアの貴族であろうと国王であろうと、それは例外ではない。

「勘かん違ちがいをされても困るが、拙せつ僧そうがこの場にいるのは、すべて鋏の使徒の次の襲来場所が、ここ王都であると判明したがゆえ。忠告せずにいるのも不義理であると考えただけのこと」

「貴様！　言葉が過ぎるぞ！」

「大いなる都を守る責せきを持つ貴公らが、アイカワ殿の働きを無下に扱うと申されるのなら、それも結構。その身み柄がらも戦力も、遠慮なくワイトで迎え入れる──よろしいか？」

　貴族たちは、その一言に衝撃を受けた。

「いや、それは……」

「事実として忠告申し上げるが、『賢者の石』を持ったキョーコ・ミチバの攻撃を防ぎきれたのは、アイカワ殿のみだ。彼がいなかったら、山のかわりに我々が全員消し飛んでいた」

　ツグノはそうして、傍かたわらに立つ理人に、「参りましょう」と退出をうながした。さらにその場にいる会議の参加者すべてへ告げる。

「騎士団の健けん闘とうを祈る。一人でも多くの命が残るように。幸いあれ」

「──ま、待つのじゃ！」

　エセルバッハ一世が、悲鳴のように叫んだ。

「ゆ、勇者リヒトは、我々ウィルタミアの英雄だ。勝手に奪い取るのは、まかりならん……」

　いっそう痩やせた体を震わせ、喉のどから声を絞り出す。

「そ、そうだ！　許されないぞ──」

　円卓のメンバーは口々にそう言って、再び彼らだけで話し合いをはじめた。

　一部始終を見守るツグノは、リヒトの横で小さくため息をついた。

「……今のは、半分本気ですよ」

「お気持ちはありがたく受け取っておきます」

　小声で呟き返す。

　泡を飛ばして言葉をかわす──衝撃に揺れる会議の結論は、まだしばらくかかりそうだった。







　けっきょく夜半過ぎになってからも結論は出ず、理人は城下にあるハイダル邸ていに戻ってきた。

　イシュアンたちは、眠らず書しよ斎さいで理人のことを待っていた。

「よ、戻ってきたかリヒト」

「お勤つとめお疲れ様です」

「で、英雄サマ。方ほう針しんは決まりましたカネ」

　最後に言ったのは、窓際にいたハセムだ。理人は、曖あい昧まいに笑ってごまかした。

「そうですね。まだかかりそうだから、先に戻ってきた感じです。ツグノさんには申し訳ないけど」

「お坊サマは大変ですネ」

「まったくです。でも、たぶん想像通りの方に行くと思う──」

　ウィルタミアの円卓議会は、理人たちの戦力を無視できないだろう。あのワイト寺院が壊かい滅めつしたという出来事で響きよう子こたちの力を知り、その脅きよう威いがこちらに向く可能性がある限り。

　最悪の別れ方をしたが、再びまみえる機会はあるということだ。

「──ま、いいだろ。とにかくこっちはこっちだ。ようやっとまともに会議ができるんだ。なあハイダル」

　イシュアンが、テーブルに腰かけたまま言った。そのテーブルの上には、例の魔法の鴉からすが置いてある。

「ハイダル。僕だよ」

『……戻りましたか。リヒト』

　かすれた声が、鴉から漏れた。獄ごく中ちゆうのハイダルだ。

「国王陛下に会ってきたところだ」

『そうですか。ありがとうございます。私はここから出られそうですか』

「どうだろう。今すぐは五分五分……かな。ごめん。もっとうまく立ち回れたら良かったんだけど」

　鋏の使徒の脅威をじゅうぶんに汲くんでくれたら、処刑の決定を覆くつがえして、ハイダルも戦力に加えようとするかもしれない。身の潔けつ白ぱくの証明にはならないだろうが、それが一番近道で現実的だ。だが、相手は円卓。楽観はできなかった。

『あなたで五分五分なら結構ですよ。まだ希望が持てます。本題に入りましょう』

「──わかった」

　理人は表情を引き締めた。

　直前で敵を取り逃がしても、ハイダルは決してこちらを責めない。

　書斎には、ワイト寺院に行っていた理人、イシュアン、ハセム、ウルスラ、ティーダに加え、ウィルタミアで情報収集にあたっていたトトとローグもそろっていた。

　ここに来るまでの騒動を思い返す。

　えぐれた山から下りて再会したティーダは、理人たちが死んだと思っていたらしく、会えたとたんにへたりこんでいた。かわりに山中で保護したニナをアイネに託たくし、理人たちはウィルタミアに大急ぎで戻ってきたのだ。

　理人たちは、寺院で何があったかをトトたちに伝え、トトたちも図書館塔の中で調べた賢者の石の情報を理人たちに伝え、すべての情報を共有した上で、こうしてハイダルの連絡を待ったのだ。

「イシュアンたちから、どこまで聞いた？」

『おおまかなところは。前回あなたたちと話をした直後に、ティーダ君が来たところから、ワイト寺院で起きたこと、そしてトトが別件で調べた事実について、教えてもらいました』

「じゃあ大丈夫だね。まず聞きたいんだけど……路みち葉ばたちが言ってることは、この世界ではメジャーな考え方なの？　世界を変えるために、慈じ悲ひが届く範囲を残して他は消すっていうのは」

『……そうですね。本道であるかと言えば違うと答えますが、概がい念ねん自体は昔からありますよ。幸福適てき正せい問題と呼ばれています』

「幸福、適正問題？」

『そうです。神学や哲学を学ぶ時に、触れることもある命題です。トト・ハルネラ、説明できますか？』

「はっ、はあい！」

　いきなり話をふられ、トトは教室の生徒のように背筋をのばした。

「ええとええとリヒト様。幸福適正問題とはですね、そもそもわたしたちの暮らす世界が、広すぎるせいで穴も大きく、慈悲も行き届かないという話はご存じですね？」

「うん」

　ハギリ老師以外の人からも、繰り返し教えてもらったことだ。

　女神パナティーアは繰り回しの神。与えられた材料以上に、広い世界を構築した。それゆえこの世界に永遠は存在せず、必ずどこかで揺り戻しが起きると言われている。

　イシュアンが『蟲むしの孔あな』に落ちて六年後に天から降ってきたことも、魔神アルゴスという破壊神が生まれるのも、すべてこの世界の容量リソース不足に起き因いんしているはずだった。

「それでは、ですよ。本来の正しい大きさにした世界とは、どういうものなのでしょう？」

「え──」

「その世界の距離は？　人口は？　国のあり方は？　正しく慈悲が行き渡るということは、その世界に喜き怒ど哀あい楽らくの怒と哀は存在しなくなるのか。永遠が生まれることによって、物質の劣化はどう処理されるのか」

「いや、そんなこと言われても」

　そもそも答えなど出る話なのだろうか。

「──という、もろもろの疑問に答えようというのが、幸福適正問題にあたります」

　理人は、途と方ほうもない気持ちになった。

「こんな感じでいかがでしょうかハイダル様」

『いいですね。わかりやすいです』

「恐きよう縮しゆくです」

「……というか、それ、答えって出るの」

「さあ。それなりに真面目に取り組んでいる人はいるみたいですよ」

「いるんだ……」

　なんという物好きな。

『トトの言う通りです。大きさを変えられると仮定して、実際の縮しゆく小しよう率りつの計算をしたり、適正化した後の世界における王制の廃はい止しを予言したりと、たまに過か激げきな論も出ながら細々と絶えることなく──ただ、やはり主流にはなりえませんね。やったところでどうするという話ではありませんから』

　もっともな話ではあった。

　たとえどんなにがんばったところで、世界を本当に縮められるわけではない。すべてはシミュレートであり机き上じようの空論だ。

「わたしもあんまり、専攻したいとは思いませんでした。なんかふわっとし過ぎてて。目に見えるものが一つもないじゃないですか」

「──でも、本当に世界を縮められるアイテムが存在シタラ？」

　ハセムの声に、理人はどきりとした。

「前ぜん提ていは大きく変わりますヨネ、たとえば賢者の石とか」

「それは……」

『……その通りです、ハセム殿。我々が問題視するべき点はそこです。もはやただの思考実験などと言っていられるものではなくなります』

「あのですね魔術師サマ。これは私の考えなんですガよろしいですカ」

　前置きをして、ハセムは語り出す。

「いいですか。たとえばですよ。イエンマルドで鋏の使徒に繋つながっていたヒト──ウルバーニ氏と言います。この人はもともと教会で神官やってた人で、還げん俗ぞくして政治家になりましたが、まあ欲というか脂あぶらっ気の薄い人でしてね。お金だなんだの権けん力りよく闘とう争そうより、聖せい典てんのお題目を本気で信しん奉ぽうしてたような人なんですよ。で、同じく鋏の使徒の一派だったログワイヤ卿。この人も、ナリは違えど似たような人種じゃないデスカ？」

「似たような？」

「そう。実生活のしがらみよりも、理想が好きの高こう等とう遊ゆう民みん。心の中にきらめくお花畑を持っている」

「──何が言いたいんだ？　はっきり言えよハセム」

　結論をせかすイシュアンに、ハセムは指を振って答えた。

「つまりそういう知的で高こう尚しような人たちが、いかにも愛あい好こうしそうじゃないですか。幸福適正問題とやらは」

　決して実現することのない、理想的な世界を語ることで繋がる人々。

「はじまりはそこだったんじゃないですかねエ。国境を越えて『本当に適切な世界』とはなんぞやを語る一派があり、それに耳を傾ける支持者もいて、そこでは日々現実に交わらない理想の世界について議ぎ論ろんが重ねられていた。その時点ではなんの問題もなかった。思うんですが魔術師サマ、鋏の使徒の実態を知りたかったら、この問題を扱ってる学者のパトロンを数えあげた方が早道なんじゃないですカネ。たぶんログワイヤ卿も出しゆつ資ししてたんじゃ？」

『それは──調べる価値はあると思います』

「私が調べます」

　ローグが率先してうなずいた。

　理人もだんだん、ハセムの言いたいことがわかってきた。

「うちの馬鹿姉なんかも、こういうのいかにも好きそうですヨ。現実にぶち当たって逃げた口ですから」

「でもハセムさん。それははじまりであって、『今』の鋏の使徒の話じゃないですよね」

「そう。そうそう。話が早くて助かりマス英雄サマ。もちろんです」

　ハセムはうなずいた。

　彼が言う、理想を理想として語るお花畑の会は、実現の手段を持ったところでおかしくなった。誰がそれをもたらしたのか。どうやって接せつ触しよくしたのか。

「私はこの第二段階で仲間に加わった人間は、初期の高等遊民じゃなく、バリバリの野や心しん家かのたぐいだと睨にらんでますヨ」

『たとえば、ルガリア独立国の宰さい相しようオズマーとか？』

　ハイダルのずばりの一言に、場が静まりかえった。

　レイ・オズマー。軍部の突然のクーデターを受け、国外退去となったルガリアの宰相。

　言い当てられたハセムも、一瞬動どう揺ようしたようだ。

「心当たりが？　魔術師サマ」

『ラーナとティーダ君が見たという男の特徴ですが、私の知っているオズマーの外見的特徴とよく似ています。石の伝でん承しようが、他でもないルガリアに残っていたことも暗示的であると思います』

「ルガリアの宰相、オズマー……」

「そいつがラーナをいためつけたのかよ！」

　ティーダが痛む記憶を振り返るように、声を強くした。

「許せねえ。ぶったおしてやる！」

「落ち着け、ティーダ」

　イシュアンがなだめに入る。

『つまりこういうことですね。長年つめてきた理想世界を実現できると鋏の使徒に持ちかけ、その手段として賢者の石を提示する。石は常人には扱えないので、伝承の通り異世界の住人を探して、キョーコ嬢じようをあてがう。今のところ、周しゆう到とうな計画ですね』

　理人は舌打ちしたくなった。

「冗談じゃないよ」

『ええ。今さら言っても遅い話ですが、みなさんの話を聞いてはっきりしました。オズマーにとって、この計画があれば国を追われる程度なんの痛つう痒ようも感じなかったでしょう。実現すれば、現実の勢力図などなんの意味もなさなくなる。鋏でどこの国土を切り落とし、どこの国土を残すのか、彼らの一存で決まるわけですから』

「……さしずめ、連中が王都に来るのは、お披ひ露ろ目めと挨あい拶さつがわりってとこですカ」

　ハセムが、自分のつま先をにらみつけながら言った。

「一番でかいウィルタミアの頭とう領りようを叩けば、残りの国も従わざるをえない。イエンマルドなんてひとたまりもないでしょうヨ」

『おそらくは』

「くそったれ」

　吐き捨てる言葉は、そのまま全員の思いを代だい弁べんしているかのようだった。

「──好きなようにはさせない」

　理人は重ねて呟く。

「当面の問題は、そのウィルタミアの頭領が、まともな結論を出すかか」

　イシュアンが、ティーダを脇に抱えながら言った。

　月の明るい窓の外を見る。ハイダルを含めた理人たちの処しよ遇ぐうは、まだ決まっていない。







「リヒト、いいですか」

　王宮から続報が来るまで休もうと、いったん書斎を出たところで、ウルスラに呼びとめられた。

「少し話しませんか」

「今から？」

「はい。ハイダルさんから聞いた話が、ちゃんと聞き取れたかどうか確かめたいです」

　──確かに、それは彼女にとって必要な作業だった。ウィルタミア語をティーダに習っているそうだが、こみいった話はまだ難しい。

「わかった。なんでも聞いてよ」

「では下のテラスへ」

　一階の居間には、庭へ出られるテラスが存在した。ウルスラの言う通りに、テラスへと移動した。

　澄すんだ夜風が、頰ほおをなでる。庭の外には今もときどき野や次じ馬うまが出没するそうだが、建物の近くにいるかぎり、顔を見ることもなかった。

　ウルスラは、テラスに置かれた籘とうの椅い子すに腰かける。

「ようするに……キョーコさんはあなたと敵対する道を選んだのですね。賢者の石を発掘して、この世界を縮めて良くしようという一派の手を取った」

「うん。そういうことなんだと思うよ……」

　理人は、彼女の横に立った。

　ウルスラの受け取り方は、何も間違っていない。響子は本気でこの世界を変えようとしていた。この世界に来てからの数カ月で、何か大きく変わったのだろうか。赤せき蜂ほう座ざでの出来事が、それほど彼女の心に影を落としたのだろうか。

「リヒト。質問です。あなたがここにいる理由はなんですか？」

「──えっ？　いやそれは、ハイダルに召しよう喚かんされたからなんだけど。いきなり何──」

「いえ、すみません。言葉がうまくありませんでした。そういう意味ではありません。わたしが言いたいのは」

　イエンマルド語ですら、ウルスラはつっかえて考えこむ時がある。

「……つまり……同じようにいきなりこの世界に召喚されて、魔神を二度にわたって封印しても、この世界の住人は、あなたに優しくありません。イエンマルドのバイヤーンもそうですし、ウィルタミアの国王も、貴族もあなたを利用することしか考えない。それでも腐らずにこちら側につこうとする理由はなんですか？」

　こちら側。

　ウィルタミアという国があり、王がいて貴族がいて、その下に国民がいて、隣国を横目に気にしながら日々を暮らしている。そんな今ある日常の世界。

「場合によっては、キョーコさんと同じ道を選んでも良かったと思います。こんなに優しくない世界など壊してしまえと。どうしてなんでしょう」

　問いかけは、理人にとってむしろ意外なものだった。

　確かに、そう言われればそうなのかもしれないが──。

「……考えたこともなかったな」

「本当に？」

　ウルスラは、無表情なりに意外そうな顔をした。

「いや、うん。はじめに来た時は小五だったし……いろいろよくわかってない時にあちこち回って、『こういうもんなんだ』って刷すり込まれた面もあるのかな」

　そうじゃない世界を想像できないのだ。理り不ふ尽じんさも含めてパナケイアなのだと、ずっと理人は思ってきた。

　そして、そんな世界にずっと焦こがれてきた。地球の日本で暮らしながら、六年間も。机の前で。電車のつり革につかまりながら。一つしかない太陽を見上げて。これが叶うなら何を差し出してもいいとさえ思いながら。

（ああ、そっか）

　理人は、考えながら自分の思おも惑わくに気づいてしまった。

　この世界を変えてやると響子に言われ、受け入れられないと思った本当の理由。

　決してそれは、正義感などという美しいものではなく──。

「ウルスラ。僕が知ってるパナケイアはさ、もう『これ』なんだよ」

　理人は空を見上げた。

「これ？」

「うん。残ざん酷こくなのも理不尽なのも承知の上で、それでも僕はこの世界が好きだ。変わってほしくない。わがままで執しゆう着ちやくしてるのは僕の方かもしれない」

　ずっとずっと、焦がれてきた世界なのだ。新しく別の世界ができると言われても、それはもう理人の知るパナケイアではない。

　ウルスラは、こちらが語る告白を、戸惑い気味に聞いているようだった。まあ当然だろう。

「いいことだって、沢たく山さんあったんだよ。本当なんだ。それを知ってるから、なんだろうね。もちろんできることなら、ハードモードは控えめにしてくれるとありがたいけどさ」

「……そうですね……」

　苦笑する理人に、彼女は変わらず慎しん重ちような口調で言った。

「あなたにとってのいいことの中には、イシュアンさんも含まれているんでしょうね」

「──うん。イシュアンもそうだし、ハイダルやラーナもハギリ老ろう師しもそうだ。もちろんウルスラ、君だってそうだよ」

　旅の途中ですれ違った人々でさえ、得え難がたいものとして理人の中に残っている。

　ウルスラが、そんな理人を見ながら立ち上がった。

「リヒト」

「ん？」

「その言葉、信じますから」

「う、うん」

　──なぜだろう。普通の返事のはずなのに、首に輪っかをはめられたような心持ちになるのは。ウルスラは、薄うす闇やみの中でかすかに笑んだ。

「リヒトの気持ちは、少しわかった気がします。話せて良かったです」

「そうだね。僕もいろいろわかった気がするよ」

　自分の性しよう根ねと立ち位置について。

　だがそう締めくくったとたん、どこからか鈴の音がした。

　不思議な音だった。虫でもなく、呼び鈴ともまた方向が違うような。

「なんか鳴ってる……？」

「来客のようです」

　ウルスラが、庭の向こうを見て言った。

「蜘く蛛もの糸に垂らして取り付けたんです。誰が来てもすぐわかるように」

　彼女の言う通りだった。しばらくすると、王宮の紋もんを得た箱馬車が、敷地の中へ入ってくるのが見えた。







「使者が来たって？」

　一階の玄げん関かんホールに、仲間が集まってきた。イシュアンが大階段を駆け降りてきて、ちょうど最後だった。眠気に耐えきれなかったティーダ以外は、全員そろった。

　理人たちの前には、その王宮からの使者が立っている。

　人目を避けるように黒い外がい套とうを着込み、直前までは帽ぼう子しも目ま深ぶかにかぶっていた。

「夜分の訪問、お詫びいたします」

　男は全員そろったところで、あらためてそう言った。ただし、眉間に皺しわの寄ったしかつめらしい顔は、相変わらずそのままであった。

　彼は屋敷のメイドに帽子を預けると、懐ふところから一通の巻物を取り出し広げた。

「よろしいですか」

　理人は「お願いします」と続きをうながした。使者は大きく咳せき払ばらいをした。

「──あー。おほん。『ウィルタミア宮廷議会にて審しん議ぎを行った結果、リヒト・アイカワ殿とイシュアン・トロール殿は、来きたるべき敵の襲来に備え、宮廷にて王の警護と周囲の警戒にあたられよ』──とのことです」

　それだけ言って、使者はまた口を閉じる。

「……なあ、それだけか？」

　イシュアンは問うが、使者の男は黙って巻物をたたみはじめている。

「ハイダルは？　手前の身の安全だけ確保するつもりかよ」

「わたくしから申し上げられることはございません」

「ふざけんなっての！　つべこべ言わずに出せよ！」

「イシュアン、やめな」

　使者に怒っても仕方がないのだ。

「でもリヒト」

「いいよ。受けよう。どこにいたって向こうはこっちに来るんだ」

　まだあきらめきれないイシュアンに、理人は重ねて言った。

「捕まえてハイダルの無実を実じつ証しようすればいい。もとからそのつもりだったはずだ」

　ワイト寺院の仕切り直しだ。敵は黙っていてもやってくる。守れというなら、堂々と利用させてもらおう。

（止めるよ、路葉。今度こそ）

　世界をあるべきサイズに縮める石を持って、響子はこの都市にやってくる。理人は市の中心にて迎え討つ。

　もうこれ以上、一人の犠ぎ牲せい者しやも出したくはなかった。





　　　　　＊＊＊






「ん……んんっ」

　あまりの息苦しさに目を覚ますと、窓には太陽が二つ、重なりそうな距離でおさまっていた。

　響子はその赤い赤い色で、時間の経過を知った。

（……夕方、だよね。明け方じゃないよね。どれだけ寝てたんだろ……）

　ワイト寺院を飛び去った後、新しく支し援えん者しやの城館に身を寄せたが、そのとたん熱を出し、床とこについていたのだ。

　途切れ途切れに目を覚ますたび、窓の向こうの空が変わる。響子はマリー・アントワネットも真っ青な、天てん蓋がいつきのベッドの上に身を起こす。

　右手にはめた三つの指輪が、以前にも増して熱を持っている気がする。

　せめて寝ている間だけでも外そうとしたが、体がむくんでしまったのか、食い込んで外れない。熱が引かないとどうにもならないのだろうか。

「バティーヤ。いる？」

　しばらくすると、続きの部屋の扉が開き、バティーヤが顔を出した。

「どう、調子は」

「……まだちょっとだるい。体中べたべたする」

「汗をかいたのね。待って、着替えを用意するから」

　彼女の声も、妙にこもって風ふ呂ろ場ばの中で聞くようだ。

「はい。軽く拭ふいてから着替えましょう」

「うん……」

　うながされるまま、絹の寝ね間ま着きを脱ぐ。

　体温計がないので、自分がいま何度なのかはよくわからない。もともとが丈夫なたちなだけに、ここまで熱が出るような事態は慣れていなかった。

　同性とはいえ、裸を見られるのも触られるのも恥ずかしさはあったが、あらがうほどの気力もなかった。バティーヤは軽く湿らせた布で、丁寧にこちらの背中や腕を拭いていく。

「良かった。傷の方は完全に塞ふさがったみたいね」

　体を拭く途中、バティーヤが言った。

　響子の右の二の腕にできた、小さな切り傷のことだ。後になってから気づいたほどのかすり傷だが、血が完全に止まったのはついさっきだった。

　いつまでもいつまでも、じくじくとにじんでいた、小さな傷。

「ねえ、バティーヤ」

「なに？」

「あたし、ちゃんと勝てるよね」

　質問を受けたバティーヤは、一瞬おいた後、破は顔がんした。

「いやね。どうしてそんなことを言うの？」

「だって──怪我するなんて、思わなかった」

　──あの時。

　最後の指輪を得た響子は、理論上は聖せい石せきを完成させたはずだった。体は石の力に満ちあふれ、なんでもできる状態だった。理人に攻撃をすれば、たった一発仕掛けただけで、相手はまともに立っていられなくなった。

『次に会う時は、ウィルタミアの王都にしようか。みんなで会いに行くよ。ばいばい、相あい川かわ君』

『路葉ぁ！』

　でも、結果を言うなら、二撃目の攻撃も彼は耐え抜いた。

　簡単に潰れてしまいそうに見えて、一歩もその場を動かず受け止め続け、最後は聖剣を使って、響子の光球を跳ね返したのだ。

『！』

　ほぼ真上に向かって打ち上がったため、光球は響子自身の腕をかすめて消えていった。後になって服が切れていることに気づいたぐらいだが、気持ちは晴れない。

　傷を見るたび思う。あたしは──本当に最強になれたんだろうか。

「たった一つのかすり傷で自分を疑うの？　キョーコ」

「そうじゃない。でも、絶対なんてありえないって言うじゃない」

　三つの指輪はますます自分の指に食い込み、内側に熱を持つ。それだけのものを石に捧ささげたのだから、得たものは大きいと思いたい。だけど、『勇者リヒト』によってつけられた傷の事実は、これが画面越しのゲームとは違うことも告げていた。

　彼も響子も、同じ土ど俵ひようの上で生きて戦う、キャラクターの一人なのだ。

　仕掛ければ傷がつく。響子の体も同じ。

「バティーヤは、このクソゲーな世界を変えたいんだよね。運命に泣く人を一人でも減らしたいって」

「その言い方、よくキョーコは使うわよね。『くそげー』ってどういう意味？」

「通じない？　うーんと……不公平とかズルとかいい加減とかでうまく回らないことかな」

「ああ、それなら確かに『くそげー』ね」

　バティーヤの美しい顔で発音しなおされると、やや気恥ずかしいものがあった。

「……うん、まあそういう感じ？」

「本当に、公平ならどれだけ良かったかしら。お母様もハセムも、きっと泣かずにすんだわ」

「亡くなったんだよね……お母さんと弟さん」

　バティーヤは、やや悲しそうな微笑を浮かべる。いつも決して多くは語らないから、言葉の断片でそうなのだと感じ取るしかない。無言で悲しみを表すような人だ。

「……納得がいかなかったのよ。どうして私も母も、誰かのものになることでしか生きられないのか。そうでない道を選びたくて、その先で出会ったのが鋏の使徒。そしてオズマー閣かつ下かなの」

「変えられるといいね」

「優ゆう遇ぐうしろなんて言わない。でもせめて、自分の運命を他人に委ゆだねなくてもいい仕組みに変わったらいいと思ってる。今は無理でも、次に生まれ変わった世界では、お母様も嘆なげかずにすむはずよ」

「うん。失恋に泣く人もね」

　自じ虐ぎやくをこめて揶や揄ゆすると、バティーヤはこちらの髪をなでた。

「今は弱気になるのもわかるわ。疲れているんだものね」

　そして新しい寝間着を響子に着せると、そのままの姿勢で語りかけてくる。

「大丈夫。宰相閣下はあなたのいないところで、うまく立ち働いてらっしゃるわ。それでも心配だって言うなら──そうね。私にも考えがあるわ」

「考え？」

「そう。キョーコが安心して戦えるようにしてあげる」

　バティーヤはそう言って、砂漠の月下に咲く花のように、ひっそりと静かに笑んだ。

　どうするつもりなのかたずねると、後でこっそり耳打ちしてくれた。驚くような方法だった。

　やっぱりバティーヤはすごい。







「──さ、行くよ！」

　三日三晩寝込んで、体がある程度回復してから、響子は寝しん台だいから離れた。

　決行の日、響子は用意してもらった新しいドレスを着て、唇に赤い紅べにを軽くさした。

『カレ』に会いに行くための、精一杯のお洒落しやれだと言ったら、おかしいと笑われるだろうか。あるいは戦場へおもむく戦いくさ装しよう束ぞく。

（どっちでもいいよ）

　鏡に映る自分の顔を見返して、きびすを返した。そして仲間とともに、地上を飛び立った。

「オズマー閣下から連絡があったわ。今日はお会いできるみたい」

「そう。幸さい先さきいいね」

　鳥に乗って隣を飛ぶバティーヤが、響子に言った。地平線の向こうに、夕日が沈んでいく。長い長い夜になりそうだった。





　　　　　＊＊＊






　理人は円卓からの要よう請せいを受け、イシュアンとともに王宮へ移った。

　外国人のウルスラやハセムは、王の側そばでの警けい護ごを認められなかったが、屋敷にとどまって別件のために動いてもらっている。昼に夜にと、来きたるべき鋏の使徒襲しゆう来らいに備える毎日が続いていた。

　夜が更ふけてから王宮の城壁の上に立つと、王都の夜景が一いち望ぼうできる。

　理人は階段を登って所定の場所にやって来ると、光に浮かび上がる城じよう下かの街並みを、あらためて眺めた。

　比べてはいけないことだが、東京の夜景の方が何十倍も明るい。そもそも建物の高さが、極きよく端たんに低くできているのだ。

　電球を光らせる電気は存在せず、魔術による街灯もあまり普及していない。ランプや燭しよく台だいの明かりが主力の世界では、あそこまでのきらびやかさは望むべくもない。

　この城壁の周りも、侵入者に備えて松明たいまつが灯ともされているが、それでも理人が暮らしていた街の路地裏程度の明かりだ。

（でも、そのぶん星だって綺麗だしさ）

　この世界の宇宙の仕組みがどうなっているのか、理人にはまったくわからない。だがよくよく見れば星には色の差異や濃のう淡たんがあり、光の強弱もあった。あろうことか、天あまの川に似た靄もやも見える時がある。肉眼では見たことがなかった天体ショーを、異世界の空で目にするというのも不思議な話だ。

　理人は暗い地上と明るい星空の間で、腰の剣を抜き放った。

　磨き抜かれた破は魔まの聖剣に、松明の火が映りこむ。

（起きろ）

　もとより柄には、宝ほう珠じゆをはめたままだった。聖剣の意志が、洪こう水ずいのようにこちらへ入りこんでくるのを感じながら、一気に剣をふり抜く。元の位置に戻って、もう一度打ちこむ。

（今度へたな当たり方をしたら最後だ）

（僕だけじゃない）

（みんなやられる。この剣も）

　額ひたいに汗がにじんでも、打ちこみは続いた。やめようと思えるまで何度でもやり続けた。

　高密度のエネルギーの塊かたまりに押しつぶされる感覚は、今までに味わったことがないものだった。魔神戦の時はどうだったろう。必死すぎてすべてが記憶の彼方かなただ。

　戦うこと、守ること、そこに響子と過ごした学校生活や、たわいもない会話の断片が入り交じる。ともすれば剣の筋が迷いそうになる。

（君にとっては書き換え可能な世界でも、僕には違うんだよ路葉）

　打ち込みが、三さん桁けたの前半まで覚えていた。理人は力つきるように地面に座り込んだ。

「……はぁっ、はぁっ、はぁっ」

　荒い呼吸を肩で整えていると、笑い声がした。

「おいおい、見張りの歩ほ哨しようがそんなばててどうするんだ」

　同じく城壁の階段を、イシュアン・トロールが登ってくるところだった。

　金色の髪と赤いケープは、こんな夜でも非常によく目立つ。それでなくとも、彼女の姿は視界に入りやすくできていると思う。

　おそらく理人が、『こちら側』につく、一番の理由。

「……やあイシュアン。自じ主しゆ練れんだから大目に見てほしいな」

「そういう問題じゃないだろ。いざって時に使い物にならなかったらどうしようもないぞ。ハギリのじじいじゃないんだから、修行で痛めつけるのはほどほどにしとけって」

　まったくもってその通り。何かしていないと落ち着かなかったのだ。

　理人は曖昧に笑って降こう参さんの意を表した。イシュアンは小さくため息をつき、理人の脇に腰をおろした。

「緊張すんのはわかるけどさ」

「まあ……ね。どうやったって、あの人の境きよう地ちまでは行けそうにないしね。意味ないのは確かだ」

「行くな。やめろ。ハギリ並みって気は確かか」

「尊敬してるんだけどな、老師のこと」

　本気で嫌そうな口調なので、思わず笑ってしまった。

「君向きじゃないのは確かだ」

「つーか……ハギリもなあ……」

　イシュアンは、今さらのようにしみじみ口にした。

「……もう死んでるんだよな。あのじじいが墓におさまってるとこって、想像できないぞ。悪いけど」

「え、だって君も一緒に見たんじゃ──」

　何気なく言ってから、理人は間違いに気づいた。

　違う。そうじゃない。

「……リヒト。それはきっと、別の人間だ。私はハギリの墓を見ていない」

　訂正するイシュアンは、どこか悲しそうな顔をしていた。

　そうなのだ。あそこで理人の隣にいたのは、簡かん素そな墓に向かって涙を流したのは、ここにいる彼女じゃない。彼女をトレースして化けた魔神のかけらだ。

　時とともに十一歳だった頃の幼さは消え、二人の間のギャップはどんどんなくなってきてはいても、事実は覆くつがえらない。

「そうだった。ごめん。違うよね。どうかしてた」

　気まずい沈黙が、二人の間に流れる。

　先に口を開いたのは、イシュアンの方だった。

「なあ、リヒト」

「……なんだい、イシュアン」

「わからないから、教えてくれないか。ハギリのじいさんは、どんな風に葬ほうむられたんだ。それを見た『私』は、なんて言ったんだ」

「それは──」

「教えてくれ。知りたいんだ」

　静かな静かな要よう請せいを、拒むことはできなかった。

　理人は、よく考えながら口を開いた。

「ハギリ老師はね──」

　ともすれば封じたくなる記憶を掘り返しながら、できる限り間違いがないよう、慎しん重ちように語ることを意識した。

　五英雄の一人、僧そう侶りよハギリは三年前に亡くなり、その死は遺ゆい言ごんによって秘ひ匿とくされていたこと。その遺体を焼いて灰にしてから埋まい葬そうしたことは、やはり彼女も「ひどい」と憤ふん慨がいした。

「理由はあるんだ。仕方ない」

「でもひどい。焼くことはないだろ」

　その墓は、ワイト寺院で生前過ごした居きよ室しつをのぞめる斜面にあり、日当たりはとても良かったこと。飾り気のない墓石で、供く物もつどころか銘めいも何もなかったこと。

「シンプルだけど、いいお墓だと思ったよ」

「……しみったれの間違いだろ。金あるのにケチりやがって。かっこつけが」

　悪あく態たいをつきながら、イシュアンがはなをすすった。やはり泣いているようだった。

　隣に座る理人は、そんな彼女の背中を黙ってなでた。イシュアンは、こちらの手を拒みはしなかった。

　大事な人が眠る墓は、もうない。寺院ごと消えてしまった。

「死ぬ前に老師が残してくれた剣と手紙があったから、僕は残りの旅が続けられた。僕のやってることが正しいのか間違ってるのか、わからなくていいから進めって。だからこそ……僕は路葉のやろうとしてることが、許せるものじゃなくなったんだ……」

　響子にとってこのパナケイアは、現実感のない夢の世界のようだ。薄くて軽くて、簡単に切れる。でも理人にとっては、そうじゃない。祈りも救いも絶望も恋も、生々しい血肉となって理人の中に刻みこまれている。

　あれはいらないこれはいらないと、切り捨てられるものなど何一つないというのが、理人の思いだ。そこにはハギリ老師の墓にあたるものが、イシュアン・トロールへの恋にあたるものが、必ずあるはずなのだ。

「……おまえにとっても、前の旅は決断の旅だったんだな」

「うん。ずっと迷ってた」

「歪ゆがみは歪みだって、断だん罪ざいするのはきつかったろ」

「そうだね……ぎりぎりまで迷って迷って……でも、やった」

　後ろから、やわらかい体を剣で貫く感触は、できればもう思い返したくない。

「偉かったな」

　ささやくような一言に、胸が熱くなった。

　自分まで声を上げて泣きたくなり、必死にこらえた。

　でもせめて、いま目の前にいる君を抱いてもいいだろうか。イシュアン・トロール。

「おまえが一緒に旅した魔神のかけらのこと、本気で好きなのはわかってる。今でもずっと忘れられないことも。それはぜんぜん、変なことじゃない。恥じなくていい。私だって、そういうおまえのことが好きなんだ」

　──理人は、とっさに耳を疑いそうになった。












　隣にいるイシュアンは、かすかに赤い目を細めて笑った。

「私は魔神の場合と違って、現物が生きて動いてるから言っちゃうけどな。ごめんな、返事はべつに期待してないから」

「いや、違うよ僕は」

　ちゃんと言ったはずだ。君のことが好きだと。

「近くに似た顔があれば、そりゃ血迷いそうになるもんな。そのへんはちゃんとわきまえてる。あんまりおまえが辛いなら、こ、この先は離れることを選んだっていいぞ──」

「違う違う違う！」

　何を言い出しているんだこの人は。理人はとっさに立ち上がって、あらためてイシュアンの顔を見下ろした。

「なんでそうなるんだよ。意味わかんないよ。馬鹿なの？」

「はっ、馬鹿ぁ？」

　よくも言ったなとばかりにイシュアンも腰を上げる。

「おまえ、言うにことかいて馬鹿呼ばわりはないだろ。さんざん人を悩ませといて！」

「勝手に人の告白を曲きよつ解かいして受け取られる方が迷惑だって」

「迷惑！」

「だから言こと葉ば尻じりだけ受け取らないでほしんだよ。少しは素直に聞いてくれよ」

「素直じゃなくて悪かったな！」

「イシュアン！」

　イシュアンが、本当に頰ほおを叩かれたような顔をした。

　呆然と、途方にくれた女の子だった。

「なんだよ、じゃあ」

　喉のどの奥を震わせて、声を絞り出す。くしゃくしゃに顔を歪ませて、理人のことを見上げる。

「素直に受け取ってもいいのか。ほんとに、本気にするぞ。後悔しないか」

　いっそこのまま丸ごと抱きしめてあげたら、このひねくれ者も納得してくれないだろうか。なんとなく、それが一番近道のような気がしてきた。

（後悔なんてしないよ）

　理人は、唇をかみしめるイシュアンに向かって、手をのばそうとして──。




「伏せて！」




　とっさにそのまま彼女を押し倒した。

　こちらのいた城壁の真上を、流星のように光球が越え、眼前の建物に直撃した。衝撃とともに激しい閃せん光こうが視界を焼く。

　目が慣れると、三階建て相当の備び蓄ちく倉庫が、溶けるように消滅していた。

（──きた）

　一気に目が覚めた。理人は剣を抜いて立ち上がった。

「イシュアン。国王陛下の護衛を。地下の方がいい」

「了解！」

「こっちは接触しだい引き離す」

　イシュアンが、猛スピードで城壁から地面へと飛び降りる。こちらは剣を握ったまま、ひたすら神経を研ぎ澄ませる。

　光球が撃ち込まれた角度から考えて、かなり高い位置から発射されたものだろう。星ばかり光る夜空に、敵の姿を必死に探す。

「おい、敵襲だ！」

「外からだぞ！」

　一方では王宮内で待機していた兵士たちが、遅れて庭に出てくる。続けて城下の市民に向けて、屋内退避命令の鐘かねが響きわたった。

（できれば夜は勘かん弁べんと思ったけど、嫌なことをするのが戦争ってもんだよな──）

　けたたましい騒音が断続的に鳴り響く中、神経をとがらせていると──。




『ウィルタミアの民よ』




「！」

　警報の鐘の音ねに交じって、人の声がとどろいた。

『この声は、パナケイア構造改変機関たる聖石の力をもって届けている』

　理人は顔を上げた。

　これは──響子の声だった。マイクや拡かく声せい器きを通しているかのように、ややエフェクトがかかっているが、間違いない。

『我々の住まう世界は、創造の時代より過あやまちを抱えていた。女神の慈悲が浸しん透とうしないほどに巨大な世界を作り上げてしまった』

　理人は、その場で聖剣の宝珠を発動させて、地面を蹴った。

（路葉──！）

　音の発生源を目指して、全速で夜の街を飛んだ。

　理人の同級生は、この夜景のどこかにいるらしい。





　　　　　＊＊＊






　深夜に響いた鐘の音と、大だい音おん声じようのスピーチは、王宮の外──商店の連なる繁はん華か街がいや、住宅街の住民もたたき起こした。

　屋内退避命令自体は、さほど珍しいことではない。六年前まで世界は魔神が支配し、魔獣の脅きよう威いにさらされてきたのだ。地下に避難用の壕ごうを用意してある家も多かった。

「とうちゃん！　とうちゃん！　早くこっち来て！」

　とある家庭では、庭に掘った地下室の出入り口で、小さな娘が顔だけ出して手招きをする。

　父親は寝間着姿のまま、母屋おもやの戸締りを大急ぎで確認していた。

「もう、そんなの今じゃなくていいじゃんかー！」

「そういうわけにもいかないんだよ。こういう時にね、空き巣ってのは横行するんだ」

「しらないよー」

　雨戸と裏口を指さし確認してから、あらためて娘のいるところへ走り出す。

　珍しいことではないとはいえ、夜の退避命令はひさしぶりだった。最後に地下へ避難したのはいつだったろう。あの娘を片手で抱えられた頃だった気がする。まったく時が過ぎゆくのは早いものだ。

「とうちゃん！」

「ああわかった！」

　おちおちしみじみもしていられない。




『有限の慈悲を行き渡らせる方法は、ただ一つ。慈悲の総量に見合うまで人や物を減らすこと。我々は、それを実行する手段を持つ』




　──それにしても、この鐘に交じって聞こえる声はなんだろう。

　若い娘の声で、こちらも不思議に思いはするが、目の前にいる実の娘の怒りが大きかった。「早く」と叫び続ける声に耐えかねて、男は彼女と一緒に地下へと潜った。ごとり、と金属の扉が閉まる。







「──いったいこれはなんの騒ぎ!?」

　一方、貴族が城下に所有するタウンハウスでも、同様の声が聞こえていた。

　せっかくの夜の楽しみを邪魔された女伯爵は、ナイトガウン一枚で窓辺をにらみつける。平民向けの退避命令だけでも無ぶ粋すいだというのに、妙な小娘の声で演説まで聞こえてくるのだ。非常に不ふ愉ゆ快かいだった。




『繰り返す。我々には理想を実現する手段があり、証明する意志もある』




　何が理想だ。女伯爵は、夫を含めて人払いをしている廊下に向かって、声を張り上げる。

「聞こえているでしょう。ごちゃごちゃと訳のわからないことを……ちょっと誰か！　早くこれをどうにかしてちょうだい！　耳みみ障ざわりだわ！」

　いくら言っても、なかなか使用人は現れない。

「聞こえているの!?　クビになりたいのね！　ええわかったわ最低だわ！」

「──ごちゃごちゃとうるさいのはあなたの方ですよ、レディ」

　女伯爵は、愕がく然ぜんと振り返った。

　それを言ったのは、彼女と床をともにしていた、年若い愛人である。

　円卓に席を持つ女伯爵と違い、落ちぶれた没ぼつ落らく貴族の次男坊で、世間的には学者を名乗るものの、彼女の援助がなければ立ち行かないような男だった。

　こちらも彼の研究に興味があったわけではない。適正幸福問題だかなんだか知らないが、霞か雲をつかむような理論をこねくりまわす男を、パトロンとして飼かい馴らす楽しみがあっただけだ。

　誠実さと従順さだけが取り柄えで、とりたてて容姿に長たけているわけでもない、愚ぐ鈍どんで不器用な学者だと思っていた。おまえなど、このわたくしが援助しなければ野の垂たれ死にだと、折りに触れて言っていたほどである。

　だが、月明かりが差し込む寝台に居る青年は、なぜだろう。ぞっとするほど美しかった。

「──あなたがご存じないだけで、とっくに世界は変わりはじめているんですよ」







　そして下町にあるハイダル・ワムー邸にも、動きがあった。

　ハセムがドアを開ければ、すでに腰に籠を取り付けたウルスラが出てくる。ハセムは周到ぶりに口笛を吹いた。

「準備万端ですネ」

「聞こえていますから」

「なるほど。コレですね」

　歩きながら、天井を指さす。




『我々の名は、鋏の使徒。ルガリア独立国宰相、レイ・オズマーを筆ひつ頭とうとし、世界の幸福的縮小と再定義を目的とする』




　廊ろう下かを歩く間も、鐘の音に交じった謎なぞの演説は市街に響き続けている。

（ルガリアね）

　もしかしたらと話していた国の名前に、レイ・オズマー。大盤振る舞いの名乗り上げに苦笑がこぼれる。しかも喋っている人間はといえば、

「どう聞いてもこりゃ、キョーコ嬢の声だ。また派手なご登場でございますナ」

「想定の範囲内です。やるべきことをやりましょう」

「そのトーリ」

　ウルスラがハセムを見返した。

「あなたの方こそ、欲を出して冷静さを失わないでください」

「私が？」

「あなたのお姉様が現れても、優先するべきは作戦です。できますよね？」

「そりゃもちろん」

「──ハセム・デラ！」

　今度はトトが、後ろから駆けてくる。

　寝いりばなに飛び起きたようで、ベールの下の三つ編みはぐしゃぐしゃだ。

「あのあの、あのあのあのっ」

「ああトト嬢。落ち着きマショウ。どうどうどう」

「わたし馬じゃありませんっ」

　本格的にトトがキレた。

「とにかくね、あなたは無理しないでいいデスヨ。心配ならティーダを連れて、ここの地下か学院の方に避難したらどうですカ」

「わたしもそう思ったんですけど！　言われなくても実行しようと思ったんですけど！　でもそのティーダがいないんですよ」

「いない？」

「そうです。探してるんですけど見つからないんです。見つけたら教えてください」

「ああハイ。いたらネ」

「ったくもう、ティーダ！　ティーダ君！　どこですか！」

　広い屋敷の中を、叫んで探し回るのは大変だろうが、トトは目をぐるぐるさせながら廊下の角を曲がっていった。

　ハセムたちの行き先は、館の外。

　横のウルスラに言った。

「心配しなくても、戦闘がはじまればなにもかもいっしょくたダ。死なない覚悟だけはしてますガネ。それこそ馬鹿姉のためにも」

　屋敷の車寄せに、ローグが馬車を用意させて待っていた。三人はそのまま、無言でハイダル邸を出た。

　そうして馬車がひた走る道の上空を、鳥のように追い越していく者がいる。月に一瞬だけその影が映った。

　唯一キョーコ・ミチバに伍ごする者。勇者リヒトだ。
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『我々の名は、鋏の使徒。ルガリア独立国宰相、レイ・オズマーを筆頭とし、世界の幸福的縮小と再定義を目的とする』

　──早く。一秒でも早く。

『なお、この宣言は、ウィルタミアのみに向けられたものではない。ルガリア国内および、周辺諸国にも等しく適用される』




（見えた！）




　理人は光る聖剣を携たずさえ、細々とした街並みを眼下にのぞみながら飛ひ翔しようを続ける。

　視界の先には、王立教会の尖せん塔とうがあった。屋根の先端に、黒髪の少女が立っている。大勢の仲間──鋏の使徒を引き連れて。

　深い緑色のドレスを着て、レースの裾が風になびく。手にはスピーチ用原稿を持ち、淡々と唇を動かす。

『我が軍門に下れ。真に絶対なる慈悲と幸福のために──路葉響子』

　そして路葉響子は、詩集の最終ページを読み終えたように、原稿をたたんだ。

「また会ったね、相川君。迎えてくれてありがとう」

　道路の向こう側ほどの距離にいる相川理人は、戦いのための剣を持ち上げた。

　響子は笑う。彼女の武器は右手の指輪。三つの石をそろえて、賢者の石の力を手に入れた。

　念のため、理人は聞いた。

「手を引く気は？」

「引く？　やだ、何を？」

　やんわりとした、だがはっきりとした拒絶が返ってきた。

「この世界は、路葉が思うように切り張りできる世界じゃないよ」

「それは相川君の主観の問題じゃないかな。変えてしまいたい人もいっぱいいるよ」

「そうだよ。全部僕の主観だ」

　理人は認めた。

　響子は、まさか認めるとは思わなかったらしく、不意をつかれたようにこちらを見返した。

　少し迷ったが、話すことにした。

「……あのさ路葉。はじめて僕がこの世界に来たのは、小五の時だ」

　現実世界の人間に、この告白をするのははじめてだった。

　頭のおかしいやつだと言われるのが嫌で、疑われても証明する手段もなかったから。

「ほとんど刷り込みだよ。野球の試合が憂ゆう鬱うつで腹が痛いことぐらいしか悩みがなかった小学生が、魔神を倒すために剣を振り回す世界に落とされたんだ。一度死んで生き返るぐらいショックだったよ。帰ってきてからもずっとうなされてた。授業中の黒板の向こうに異世界が見えて、僕のせいで死んだ仲間の声が聞こえて離れなかった。どうして助けられなかったって」

「……相川君が？」

「帰りたいって、いつも思ってた。異世界なのに戻りたくてたまらなかった。時間を巻き戻したかった。心をずっと置いてきたままだったんだ。このパナケイアに」

　こちらの話を聞く響子の髪が、強い夜風になびく。

「僕にとってパナケイアは、ゲームでも夢でも幻まぼろしでもない。僕が守った世界だよ。巻き込んで悪かったと思う。でも君の好きにはさせられない。悪いけど」

「あたし、は……あたしにとっては……相川君と過ごした時間は……っ」

　呟く彼女の目に、涙が浮かんでこぼれた。

「路葉？」

「関係ないし！」

　強引に手の甲で涙をぬぐっている。

「……あたしもう、何回失恋がつかりすれば気がすむのかなっ！　最低！　最悪！」

　嘆なげくと同時に、大きく両手を打ち合わせる。開いて生まれた光球を、「弾はじけろ！」と地面に向かって撃ち込んだ。

「路葉！」

　轟ごう音おんが響きわたった。

　大通りから教会へと続く石いし畳だたみが、大きくえぐれてクレーターができあがった。ちょうど教会に避難しようとしていた住民が、もう少しで巻き込まれそうになった。

　響子が二撃目を撃ち込もうとしたので、理人はもう迷わなかった。握る剣に力をこめて加速する。

「重じゆう・速そく・迅じん・雷らい──打ち砕け！」

「──ちょっ！」

　剣ごと響子に体当たりする。彼女の体が後方へ吹き飛ぶ。それでも落ちずによろめきながら止まった。

「いったあ……」

　──やっぱり体の方も強化されている。やりすぎかと思ったが、完全に杞き憂ゆうだ。

「やめてよ！」

　響子が叫んだとたん、今度は理人の体が吹き飛ばされた。人ひと気けのないあばらやの屋根に叩きつけられる。

　理人は、瓦が礫れきや埃ほこりをはらいながらまた飛び上がる。

　目の前には、傷一つついていない響子が宙に浮かんでいた。

「やっぱりほら、どうやってもこうするしかない運命なんだよ。あたしたち」

　この彼女を行動不能にして、指輪を取り上げる。できるだろうか。

（いや。迷ってる場合じゃない。やるんだ）

　できることなら、場所を移したい。教会には避難用のシェルターを持っていない人間が大勢避難してくる。

「鋏の勇者と名無しノーネームの勇者だもの」

「──その称しよう号ごう、笑って名乗れたことは一度もないよ」

　そう。名無しの勇者。名も無き者、勇者リヒト。重くて苦しくて、それでも捨てられない、捨ててはいけない十字架だ。勲くん章しようのように語れるなら、こんなにうらやましい話はない。

　理人は聖剣をかまえる。響子は右手を持ち上げる。響子は鋏の使徒として街を破壊するため。理人はそれを阻止するため。

「もう一度言うよ。手を引く気は？」

「ないよ」

「わかった──はじめよう」

　──激しい光が、夜の闇に炸さく裂れつする。
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　王宮の中は、完全にパニックになっていた。

　突然やってきた敵を迎げい撃げきするため、出陣する騎士や衛えい兵へい、避難する女官や侍じ女じよが入り乱れ、まっすぐ進むこともままならない状態だ。

（ええい、面倒だ！）

　イシュアンは、エセルバッハ一世の無事を確認しに走っていた。あまりの混雑ぶりに、普通に回かい廊ろうを進むことをあきらめたイシュアンは、そのまま窓から表へ出て、錨銃アンカーガンで三階にある国王の居室を狙った。撃ち出したワイヤーが、バルコニーの柱にからみつく。

「よっと」

　そこから地面を蹴って、バルコニー内に侵入した。




「──裏切り者め！」




　とたんに響いた声にぎょっとした。

　これは──問題の王が叫んだのだ。イシュアンは慎重に中を窺うかがう。

　エセルバッハ一世が、数人の政府高官と対たい峙じしているところだった。

「ええ、その通りです陛下。ウィルタミアの王は、すでに存在の価値がなくなったのです。これからは幸福的平等をもって管理される時代になる」

「何が幸福的平等だ。ルガリアの宰相ごときに骨抜きにされ、仕えた主君の寝首をかくほど落ちぶれたか！」

　王が激げき昂こうする一方で、高官たちは、集団で王を取り囲む。背後の庭では、再び光球が着弾した。激しい光がひらめき、宮殿自体も揺れる。

（これは──リヒトか！）

　イシュアンは、バルコニーに伏せて衝撃をやりすごす。

　理人は響子と会って、上空で戦っている最中のようだ。二人がやりあう流れ弾が飛んでくるだけで地上の被害は甚じん大だいである。

　その中で、高官は王に迫る。

「持つ者は、持たざる者の反はん旗きを許さない。その象徴たるエセルバッハ王、あなたにまず消えていただく」

「やめろ。衛兵よ！」

「この階に人はおりませんよ。人払いはすんでいる」

「来るな！」

　エセルバッハ一世は、壁に飾ってあったサーベルを引き抜いた。威い嚇かくするように振り回す。

　追い詰められる王とは裏腹に、高官たちの表情は、面をつけているように揺らがない。

「そう。王は退位を迫る臣下に絶望し、発作的に部屋のサーベルで自害する。閣下の脚きやく本ほん通りだ」

　高官が、マントの下から、まったく同じ意い匠しようのサーベルを引き抜いた。王の顔が、ひきつり絶望に染まる。

「お覚悟を」

「やめろ。やめてくれ」

　イシュアンは、そこで部屋に踏み込んだ。

「な、貴様は──ぐあ！」

　有無を言わさず高官たちを、短剣で戦闘不能にする。まとめて床に叩き伏せた。

「おお……そなたはイシュアン・トロール！　五英雄の目め敏ざとき者！」

　サーベルを握りしめたまま、エセルバッハ一世が感極まった声を上げる。

「……とりあえずよし」

「さすがは蟲の孔より帰き還かんせし戦士。そなたこそ余の真の家臣だ」

「どうでもいいさ。護衛するって約束したしな」

　怪我はなさそうなので、それだけでいいとしよう。

　──それにしても──。

　イシュアンは床を一いち瞥べつする。

（王宮にもコウモリが大量にいやがったか）

　気を失った高官たち。

　ウィルタミアで鋏の使徒に通じていたのが、ログワイヤ卿一人だけとは思わなかったが、この襲撃で露ろ骨こつに正体を表しはじめたようだ。思ったよりも被害は大きいかもしれない。

「──とにかく、王様。ここから移動した方がいい。ついてこれるか？」

「あ、ああ。そなたが言うのなら」

「じゃ、行くぞ」

　イシュアンは、老いたウィルタミア王を連れ、バルコニーに出た。

　あたりを見回す。

　騎士団は、他の鋏の使徒をおさえるため、市街に突入しているようだ。街のいくつかの箇所から、光弾以外の火の手が上がっている。

　この状況で、身を隠せる場所──どこが一番ましだろうか。

　イシュアンが迷う目の前を、再び光球が飛んでいった。今度は西翼の塔に着弾する。

「伏せろ王様！」

「ひ」

　ウィルタミア王を隠しながら、薄目で向こうを見通す。

（あれは──）

　ハイダル・ワムーが囚とらわれている監かん獄ごくの塔だ。
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　ハイダルは、塔の中にいた。

　王宮の外──市街部でも戦闘がはじまっているらしいことは、囚われの身であるハイダルにも実感できることであった。

（なるほど。これが鋏の使徒のやり口ですか）

　そこかしこで轟音と悲鳴が上がる今になっても、ハイダルはまだ行動を起こしていなかった。

　トトやローグの報告を聞くかぎり、敵が持つ賢者の石は、この世界に因いん果がを持たない、異世界の人間にしか扱いきれないもののようだ。魔術とは根本からして違う。石の力はまさに、女神の脅きよう威いだ。

　──ドオン！　と足元で何かが崩れ落ちる音がした。

　今度はこの塔自体に着弾したらしい。もはや長考すら許されないようだ。

「そうですね……さすがに対策をたてねばなりませんね」

　このままでは、塔ごと路葉響子の破壊に巻き込まれてしまう。例の石の力で消されずとも、瓦礫に押しつぶされる死にざまはありがたくない。

　ハイダルは、大量の蔵ぞう書しよを残したままの牢獄を惜おしみつつ、塔から脱出することにした。

　一定以上の魔力を使えば、即監視者の魔術師が感知するところとなり、看かん守しゆが階段を駆け上がってくる仕組みになっていたが、この状況でもそれは有効なのだろうか。

（もはや賭かけですね）

　最小限の魔術を何重にも重ねがけして、消音の呪文を唱える。

『静せい寂じやくよ──波は紋もんを飲み込め』

　一つ目のドアを開ける。特に看守の気配はなかった。かわりに下へ降りる螺ら旋せん階段が、途中からごっそりと抜け落ちていた。

「これは……」

　外からの攻撃で、破壊された跡のようだ。通常の魔術攻撃とは明らかに違う跡を見て、無性に研究したい欲求にかられるが、それをする余裕はない。一階に降りて鉄てつ扉ぴを開ける道もないと判断し、浮ふ遊ゆうの魔術を己にかけ、破壊された壁の外へ出る。

「襲撃は西からだ！　隊の一部を西へ集めろ！」

　音もなく芝生しばふへ降り立つと、武装した騎士が駆けてきた。

「──っ、貴様は、ハイダル・ワムー！」

　ぎょっとしたように剣を引き抜く。ハイダルはすぐさま呪文を唱えた。

『平安の煉れん獄ごくよ』

　騎士がその場にくずおれ、いびきをかきはじめる。

「すみません。どうか休んでいてください」

「──ハイダル！」

　高い声に顔を向ければ、なんとイシュアン・トロールが、こちらに向かって駆けてくるではないか。

「出られたのか。大丈夫か？」

「ええ、今のところは。そちらは？　一人──じゃないようですね」

「うん、そう」

　ハイダルの見間違いでなければ、彼女の後ろを追いかけて、青あお息いき吐と息いきで走っている老人は──エセルバッハ一世ではないだろうか。

「陛下！」

「そうなんだ。なんか命狙われてるみたいだから、連れ出してやったんだ。ハイダル、おまえ面倒見られるか？」

「それはもちろん、お引き受けいたしますが──」

　けろりとしているイシュアンの剛ごうの者ぶりは、いつもながら恐ろしくなってしまう。時の国王に長距離走をさせたのか。

「……待て、速すぎるぞイシュアン・トロール。少し休きゆう憩けいを……」

「ああ、無理にお急ぎにならなくとも結構です陛下！」

　ハイダルは、慌てて声を張り上げる。敵にやられなくても、心臓の方に負担がかかって倒れそうだ。

　だが、その時だった。上空から新たな光球が飛来し、王宮に着弾する。

「！」

　地を揺るがすような衝撃の後、支えとバランスを失った監獄の塔が、急速に傾き倒れていくのが見えた。よろめき膝ひざをつこうとしている、王の真上へ──。

（しまった！）

　今から呪文を唱えて間に合うか。




「剛ごう・圧あつ・即そく・滅めつ──打ち砕け！」




　激しく粉ふん塵じんが舞い上がる中、迷いのない剣筋がひらめいた。王に当たるはずの瓦礫が、一瞬のうちに粉ふん砕さいされる。

（あれは）

　ハイダルは、剣の太刀筋と声に覚えがあった。弟子もよく似た技を使うが、本来はこちらの方が本家だ。

　しかしわからない。なぜ今『彼女』がこここにいる？

「ラーナ。ラーナじゃないかよ！」

　イシュアンが、裏返った声で名を呼んだ。

　彼女の二つ名は【切り拓ひらく者】、女剣士ラーナ・エルン。かつてハイダルとともに魔神アルゴスに挑んだ、五英雄の一人だ。

　今は開かい拓たく村むらのグラリアに移住し、片足が不自由ながらも施設の主として暮らしていたと聞いている。

「なんでこんなところにいるんだよ」

「なぜだと？　わざわざそこにいる陰気な魔術師を訪ねにきてやったら、王宮の牢ろう屋やに入ってて留守だなんてメイドがぬかすからだ」

　ラーナは、不自由な足を隠すためか、裾の長いスカートをはき、旅行用の外がい套とうを羽は織おっていた。以前のように戦士らしくはなかったが、長期の旅に備えた恰かつ好こうはしていた。剣を一振りしてから、あたりを見回す。

「それにしてもひどい騒ぎだな。天下の王宮でもこの体ていたらくか、くそったれ」

「というか、体の方は大丈夫なのか？」

「体？」

「ああ。キョーコに──鋏の使徒にやられて寝込んでるって、ティーダに聞いたけど──」

　イシュアンの質問に、ラーナは珍しく不意をつかれたような顔をした。いや──むしろ不可解だろうか。

　彼女は言った。

「──なんの話だ？」
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　市街地の上空を、響子が猛スピードで飛んでいく。ところどころで、破壊の光球を撃ち落とす爆ばく撃げきを繰り返しながら。

　理人は彼女と空中での斬り合いを続けていたが、しだいに追いつくのが精一杯の状況になった。

「どうしたの、相川君！　このまま何もしないなら、もっと暴れちゃうよ！」

　さすがは女神の石の持ち主だ。はしゃいだ挑発をされるが、決して乗らなかった。

（もうちょっとだ）

　あと少し。もう少し。

　えぐれてなくなった街並みには胸が痛むが、どうか理人と同じく、もう少しだけ耐えてほしい。

　コントロールするにも莫ばく大だいな精神力を使う剣で、理人は響子を追い続ける。

　ある一点で、地上の一部が星のようにきらめいた。理人は聖剣の軌き道どうを変え、響子の側面に回り込むように飛ぶ。響子はそれを嫌がり、斜め上へと高度を変える。

（よしかかった！）

　その瞬間、響子の体が見えない壁に当たったように止まった。中空に、淡く光る網あみ状の糸が、区画単位で広がった。まるで闇やみ夜よに光るオーロラのようだった。ほんの一瞬のよろめきだったが、理人はそれを見逃さない。聖剣を最大加速させて響子に斬りかかった。

「うおおおおお！」

　彼女の体が地上へと落下していく。間かん髪はつ入れずに理人自身も彼女を追った。二人そろって地面に激突した。

　轟音に耳が痛む。だが聖剣からは手を離さない。

　そのままあおむけに倒れる響子の耳元に、剣を突き刺している自分がいた。

「はあっ、はあっ、はあっ」

　あたりは人気の絶えた、商店街の一画だった。石畳が割れ、聖剣から放射状にひびが走っている。昼の賑にぎやかさを伝えるように、色あざやかなチラシのゴミが、風に吹かれて路上を転がっていく。店内にしまいそびれた立て看かん板ばんが、新商品らしいパンの宣伝をしていた。

　声を出そうとしても、息が乱れてうまく喋れない。

　響子はむしろ呆然としているように見えた。どうしてこんな恰好になっているのがわからないとばかりに。

「……なんだったの、今の」

「…………ウルスラの蜘く蛛もの糸をね、塔と塔の間に張り巡らせておいたんだよ」

　ヒントは、ハイダルの屋敷に張り巡らせていた、野や次じ馬うま探知用の糸と鈴だった。

　遠目には細い絹糸のように見える蜘蛛の糸は、闇夜においては無色透明の罠わなになる。街に複数ある教会の塔と、魔術学院の図書館塔を、庭にある枝に見立て、事前に蜘蛛の巣として糸を張り巡らせ、そこに響子を追い込む算さん段だんをたてていたのだ。

　糸と自分の複雑な位置情報を、地上から鏡で教えてくれていたのはハセムであり、糸を魔術で強化していたのは、ローグだ。

「君の言う通り、僕は一人じゃなかったよ。いつだって誰かの助けを借りて、それでなんとか切り抜けてきたようなことばっかりだ」

　それを聞いた響子は、泣き笑いのように頰ほおを歪めた。

「いいね、仲間。絶対に裏切らないんだね。そう言えるのって、単純にうらやましいよ相川君」

　倒れたまま。両目を閉じる。

「でもね──あたしだって今は一人じゃないの」

「！」

　次の瞬間、理人の背中に激痛が走った。

　信じられない思いで、後ろを振り返る。












「き──み──なんで……」

　小さな短剣を血に染めて、ティーダ・エルンが立っていた。

　彼の姿が歪み、あどけない少年から、片眼鏡モノクルの老人に変わる。グラリアの宰相、レイ・オズマーへ。

　そしてさらに、金髪のイシュアン・トロールへと変化した。

「──この間のお返しだよ。リヒト」

　アーマット岳の山頂で見たのと同じ顔つきでささやき、魔神アルゴスのかけらが口の端を引き上げた。





　　　　　＊＊＊






　ラーナは、イシュアンやハイダルたちに語った。

「そうだ。おまえたちの言う通り、あたしは出会った連中と戦うことになった。もっともこの足だ。まともに戦っても勝てはしない。めくらましでごまかしながら、とにかくティーダを連れて逃げたんだ」

　内容自体は、ハイダル邸にやってきたティーダが語ったものと、ほぼ変わらなかった。違う点は、ただ一つ。

「ティーダを連れて逃げた？」

「ああそうだ。あの腰抜け、今もグラリアの村で寝込んでるぞ。相当放心してたから、しばらくは動けないだろうよ。だからあたしが無理を押して、王都まで来たんだ。おまえたちの知らないところで、まずい連中が動いてるぞと忠告してやるために」

　イシュアンは、ハイダルと顔を見合わせた。

　不ふ可か思し議ぎとしか言いようがなかった。

「……じゃあ、今ここに来てるティーダは誰なんだ……？」





　　　　　＊＊＊






「かはっ」

　喉の奥からせり上がってきたものを吐き出すと、手の平が鮮せん血けつに染まった。理人はその場に膝をついた。

（──大丈夫。落ち着け。必ず修復する）

　自分の意識さえあれば、体内の自動回復は機能するはずだ。これだけの重傷だとしても、なんとかなる。大丈夫。

　問題は相手だった。

　視界にかすみがかかりそうになる状況で、理人を刺した相手がこちらを見下ろしている。

　姿形はイシュアン・トロール。その前はルガリアの宰相の姿も取り、理人に近づく時はティーダだった。

「おま、え、は……」

「グラリアで写し取らせてもらったんだよ。前にも会った子供だし、あの恰好で行けば油断してくれると思ってね」

　ハイダルの屋敷にティーダが押しかけてきた時、ウルスラが言っていた台詞せりふを思い出した。




　──……屋敷の周りには……かなり念入りに蛇と蜘蛛を配置していたんですが……突破されるとは思いませんでした。彼はかなりの手て錬だれなのでしょうか。




　彼女の疑問に、そんなことはないと答えた自分がいた。でも違ったのだ。

「おかげさまで、今は大した力もない。今度は騙だまされたふりじゃなくて、本気で騙されたみたいだね。勇者リヒト」

「……アル、ゴス……っ」

　封じきれていなかったか。魔神アルゴス！

　イシュアンの形をした魔神のかけらが、もう一度短剣を理人に突き立てた。

「──っ！」

「あまり大声を出さないでくれ。彼女たちにはオズマー宰相で通してるんだ」

　耳元でささやくその姿が、再びぐにゃりと歪み、片眼鏡の老人へと移り変わった。それが今ある姿のようだった。

「オズマーさん！　バティーヤが来た！」

　響子が手招きをして、通りの向こうを指さす。

　彼女の言う通り、ハセムの姉にして片目の魔術師、バティーヤが一人やってくる。

「それじゃあ、はじめましょうか。勇者リヒト」

　はじめる──？

　満足に動けない理人を前にして、バティーヤが何事か呪文を唱えはじめた。よく通る美しい声だった。オペラの歌を聞いているようにも聞こえる。

　呪文は長かった。

　理人の周りの石や瓦礫が、しだいに水のように流れを持って渦を巻きはじめる。

「……なに、を、する、きだ……」

「あのね、相川君」

　答えたのは、バティーヤではなく響子だった。

　ひどく優しい口調で。

「バティーヤは今から、相川君をお家に帰すんですって」

「な」

　耳を疑う言葉だった。帰き還かん。地球へ。そんなわけがない。あるはずがない。それだけは。




『──帰還せよ。帰還せよ。帰還せよ。疾とく帰還せよ、界かいを渡りあるべき地へ』




　やめろ!!

　理人は声なき声を上げた。

　今はだめだ。やめるんだ。

「ばいばい、相川君。とりあえずあっちで元気でね」

　帰還の魔術は、複雑ではなかったのか？　時期を占い場所を定める必要があるのではなかったのか？

　まさか、それさえ飛び越えるような技が──。

「リヒト！」

　血に染まる体を、なんとか動かそうとする一方で、遠くでイシュアンの声を聞いた気がした。必死の顔で駆けてくるあれは、本物か偽物か。

「大丈夫かリヒト！」

　──ああ、そうだったよ。偽物のはずがない。やっと僕はたどりついたんだから。

　繰り回しの女神に助けられて、クレイジーな結末を乗り越えて、本物の君にたどりつくことができたんだ。

　抱きしめたいのは、今目の前にいる君だから。

　まだやってないけど。伝えていない言葉もあるけど。

「イシュ、ア」

「リヒト、踏ん張れ！」

　だから僕は、どうしてもここにいなくちゃいけなくて。

　膝をつく石畳の地面が、ごぼりと泡だった。硬い石の感触から、底なしの水に変わる。

　イシュアンが近づく。

「リヒト──っ!!」

　──そうして理人は、手を差し伸べる彼女の指先に触れる寸前で、地にのまれて消えた。
















　──沈む。沈む。どこまでも沈んでいく──。




「うわあ！」




　理り人ひとは勢いよく起き上がった。あえぐように肺へ酸さん素そを送り込む。

　激しく乱れ続ける息を必死に整え、自分の手の平を見やると、砂がついているだけで、血がついていない。

（────）

　あれは相当の刺し傷だったはずだ。そんな馬鹿な。

　あらためて理人は、自分の体を見直した。

　背中の傷がない。治っているどころか、出血の跡あとや、布の切れ目すらないようだ。服装が、高校のブレザーだ。

　周りを見れば、見覚えのあるプールのフェンスが見えた。

「は……」

　別の意味で、脈が速くなっていく。

　これは。この状態はいったい。

「──うわ、どうしたの相あい川かわ君！」

「！」

　理人は反射的に地面を蹴った。飛びすさって間合いを確保する。腰の剣を抜こうとして──それもないことに気がついた。

「あ、相川君？　大丈夫？」

　路みち葉ば響きよう子こが、おろおろと困惑した顔で立ち尽くしている。彼女もまた、緑のドレスではなく、武む蔵さし野の総そう合ごう高こう校こうの制服を着ていた。

「…………みち……ば……？」

　かすれた声で、かろうじてそれだけ言った。

「そうだよー、路葉響子だよー。なに、寝ぼけてたの？　なんでこんなところで寝とぼけられるの？」

　おっかしいと、響子は声を上げて笑った。屈くつ託たくのない笑顔だった。

　遠くでチャイムの音が響いた。『あの時』に聞こえた鐘かねの音ではなく、この学校で日常的に聞こえる、時じ報ほうのチャイムだ。

「ほら、早く帰ろう相川君。図書便り手伝ってくれたお礼。自販機でジュース奢おごってあげるから！」

　理人は空を見上げる。怖いぐらいの夕焼けの中、朱色に輝く太陽が、『一つ』だけ見えた。

「相川君？」

　この状況から導きだせる答えは、ただ一つだった。




（──地球……かえって、きた）









あとがき






　どうもこんにちは、ここからあとがきです。ええあとがきです。

　すいませんなんか残り一ぺージなもので、ぺっとめくってしまってもいいですが、一言だけいいですか。

　さて四巻です。

　響きよう子こまわりはもちろんですが、一巻で理り人ひとがあの決断を下した以上、どうやっても出てくる問題と向き合うことになった巻でしょうか。ぼかしておいた方が平和かなとも思ったのですが、一巻の『先』を書くと決めたわけですし、えいやっと覚悟を決めて取り組んでみました。懐かしい人もいろいろ出てきて、なかなか感かん慨がい深かったです。




　次で最後の予定です。

　気合い入れますので、完走までおつきあいください。それではでは！
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　蛇へびと蜘く蛛もにやる餌えさを探したいと言ったら、理り人ひとは二つ返事でつきあってくれた。

「すみません、早起きをさせてしまって」

「いや、いいよ。こういうのは早朝って相そう場ばが決まってるよね」

　まだ朝もやがただよう林に分け入って、理人はきょろきょろと木の根元を見ている。

（優しいですね、リヒトは）

　その昔、ウルスラの四人の母親は言った。いいことウルスラ。あなたはただでさえ気が利きかないんだから。愛想よく、笑顔で旦那様の心をつかむのですよ。

　まったくご忠告いたみ入ります、お母様。

　ここがわたしの勝しよう負ぶ所どころだと信じております。

「……大丈夫ウルスラ。歯でも痛いの？　なんだかきつそうな顔してるけど」

　笑ってるんです。これでも笑ってるつもりなんです！

「……いえ、問題ありません。進めましょう」

「そう？　無理はしないでよ」

　すでに負けがこみはじめている気がするが、諦めるのは早すぎる。『本ほん妻さい』もいない二人っきりのシチュエーションなど、そうそうあるものではないのだ。

　餌の幼虫を探すため、スコップを片手に地面を掘り進めていると、隣にいる理人の気配を嫌でも感じた。こちらがどきどきする音まで、聞こえていないだろうか。

「──ウルスラは、『ちょっちゃん』みたいだね」

「え？」

　ふと気がつけば、理人が目を細めてウルスラを見つめている。熱っぽいとさえ言えるまなざしで。

「ちょっちゃん……？」

「うん。一個上で、小四の時に転校しちゃったんだけどさ。大好きだったんだよなあ」

「だ」

　ウルスラは、衝撃のあまり固まった。大好き。なんという刺激的な文句！

「……そ、そうですか。光栄です」

　その場で飛び上がって小こ躍おどりしたい気持ちを押さえつけ、なおさら手元の作業に集中する。落ち着きなさいウルスラ。これは後で日記につけるべき歴史的事態だわ。里のご先せん祖ぞ様さまにも報告できる気がする。不ふ肖しようウルスラ、ついに一歩を踏み出しましたと。

「『ちょっちゃん』は駆けっこもすごかったけど、何より虫のことはなんでもござれの虫博士なんだ。ご町内のムシキングちょっちゃんを知らないヤツはもぐりって言うぐらいで」

　……あれ？

「いつだったかな。梅うめ酒しゆのガラス瓶びんいっぱいにカブトムシの幼虫集めて育てたのは、圧巻だったなあ。全部で何匹だったんだろ。お母さんにはしこたま怒られたけど、今でもあの記録は破れてないんじゃないかな。なんかウルスラ見てたら思い出しちゃったよ」

　ウルスラは自分の手元を見た。スコップの土の間から、にゅるりと甲こう虫ちゆうの幼虫が顔を出した。そのまま幼虫は、ガラス瓶の中に落ちる。瓶には似たような幼虫が、重なる勢いでたまっていた。

　浮かれた心をしずめるため、脇目もふらずに手を動かしたせいか、予想以上に沢山集まってしまったようだ。

「これは……その……」

「すごいよね。ものの十分ちょいでその数だもの。やっぱり虫に愛される人種とかってあるのかなあ。僕はそういうのぜんぜんだったから、ウルスラとかちょっちゃんとか羨うらやましいんだよね」

　理人は熱いまなざしでウルスラを褒ほめたたえるが、なんだろう。その褒め方は、愛しい妻へのそれというより、ご近所のガキ大将に対する畏い敬けいや尊敬の念に近いというか……。

「べつに、大したことないです。これぐらい」

「できる人はそうやって謙けん遜そんするんだよね。カッコイイなあ」

　理人は歯を見せて笑った。

　彼もまた、十歳そこらの子供に戻ってしまったようだった。屈くつ託たくのない、無む邪じや気きな笑顔。

　──ともすれば、重いしがらみが彼のことを縛りつける。心の底から笑うことなどないのではと思う日常で、その笑顔は一瞬でも本物だった。

　だからまあいいか、と思ってしまう自分がいる。

　笑ってくれた。笑わせたのも自分だ。

（上出来でしょう、お母様たち）

　冥めい府ふの底から、しょうがない子ねとため息が出た気がしたが、気にするまい。

「ウルスラ、やっぱり歯が痛いんじゃないの？」

「違います」

　ぎこちなく笑いながら、ウルスラの挑戦は続くのだ。

　大丈夫。広い世界を見て歩こうと言った、彼の言葉を胸に刻みつけて。
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